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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──生きるべきか死ぬべきか、それが問題だ──





　　　プロローグ








　死ぬのは怖こわい。とても、怖い。痛いたいとか苦しいとか、そういうことだけじゃなくて……。


　自分が無くなるのが、怖い。


　全すべてが無になってしまうことが、この上なく、悲しい。


　これまで生きてきて楽しく感じたこととか。


　大切な思い出とか。


　素す敵てきな気持ちとか。


　そして、大好きな人への尊とうとい想おもいとか。


　そういうものが全て無くなってしまうことが……とても、悲しくて。


　胸むねがきゅうとなる。


　最後に全て奪うばわれてしまうのならば、どうして自分が生まれて来たのか分からなくなる。


　いくら大切なものを得ても。


　結局、全て失ってしまうなんて。


　そんなの……悲しすぎる。


　命は限かぎりあるから命……とか、言う人もいるけれど。


　限りある命を精せい一いつ杯ぱい生きることが、幸せと言うけれど。


　本当にそうなのかな。永遠の命をもって、永遠に幸せに過すごせることが、ホントは一番幸せなんじゃないのかな。


　そう、思うんだ、私は。


　もう……全部手て遅おくれな、今なら。


　ねえ、教えて。


　もう、少ししか生きられないなら……。


　精一杯生きることも叶かなわないなら……。





　私は、どうすれば、いいのですか。





　ねえ……教えてよ……神様。





　　　第一章　不幸な朝










　どうして自分が死にたいのか、分からなかった。昔から。自分でも……この感かん情じようが、本当は、全く理り解かいなんてできなかった。


　最初にハッキリとこの気持ちを認にん識しきしたのは、確たしか小学校高学年の頃ころだったと思う。それまでも、漠ばく然ぜんとしたモヤモヤが……慢まん性せい的てきな居い心ごこ地ちの悪さというのを感じてはいたのだけれど、それをハッキリと言語化して……「死にたい」という気持ちなのだと認識したのは、その頃だった。


　答えを出して、自分で少し戸と惑まどったのを覚えている。僕ぼくは、どちらかといえば「いじめられっ子体たい質しつ」だった。まあ、軽いいじめにしかあったことないから、どちら側の人間かと言えば、ということだ。つまり……弱かった。心も、体も。今もそうだけれど。


　痛いのが大だい嫌きらいだった。苦しいのも大嫌い。苦い薬も、難むずかしい授じゆ業ぎようも、大嫌いだった。


　すぐ泣いた。なにかっていうと、すぐ泣いた。痛いと泣いた。苦しいと泣いた。悲しいと、泣いた。


　だから、自分でそのモヤモヤが「死にたい」という衝しよう動どうだと気付いた時、自分で少し怖くなった。どうしてこんな……恐おそろしい、死ぬなんて、とっても怖いことを、自分が望んでいるのか分からなくて。ちょっとの間、夜も眠ねむれなくなったりした。


　でも……少しして……気付いた。世の中には、死ぬなんてことより、もっともっと怖いこと、嫌なことが沢たく山さんあるのだって。死ぬって、漠然と怖いと思っていたけれど……よく考えると、「ここ」に居るより幾いく分ぶんマシなんじゃないかって……不思議な気持ちが、芽生え始めた。その頃、既すでに「死」は、僕にとって怖いことじゃなくなっていた。サッカーボールが友達の子こ供どもも居れば、「死」が拠より所の少年も居たということだ。


　だから……今でも、正直なところ、「自分がどうして死にたいのか」という、根本的な動機は全く分かっていない。どうしてこんなにもこの世界に居づらいのか、分からない。今他人に説明する時に使う「理り不ふ尽じんだから」とか「悲しいことばかりだから」とか、そういう理由って、この変な居心地悪さにどうにか説明をつけようとして……つまりは、僕が後付でつけたものでしかなくて。


　そんなことをしているうちに……僕は、泣かなくなった。あまり笑わなくも、なった。昔より……感情が、希き薄はくになっていった。別に達観しているわけじゃないのだけれど……なにか、色んなことに、心が動かされなくなってきていた。まるで、誰だれかにそう促うながされているように、その移い行こうはスムーズだったと思う。本当に……ロボットのような人間に、なっていた。実家を出てからは特にだ。


　そう、つい最近まで、僕は、本当に無む表ひよう情じようで、無感動で、希薄な人間だったはずだ……。少なくとも……


「だからぁ！　勝手に冷れい蔵ぞう庫この中身を不気味な料理に変へん換かんするなって、何度言えばわかるんだよ、ユウ！」


　こんなセリフを朝からハイテンションで叫さけぶような僕じゃあ、なかったと思うんだよ、母さん。


　僕は自分のクールキャラがどんどん壊れていってしまっていることに絶ぜつ望ぼうを感じつつ、溜ため息交まじりに、朝っぱらからパジャマで同どう居きよ人にんに説教していた。こんな状じよう況きようになると……軽く自分の人生をモノローグで振ふり返ってみたくもなる。なにがどうして、こういうことになるのだろうか……。とりあえず今思い出したあたりの物語で、僕がこんなキャラになる要よう因いんは一つだってなかっただろう。となると、現げん在ざいこんな風になっている要因は、明らかに、目の前に居るつい最近僕の人生に割わり込こんできた人物のせいとしか思えなかった。


　目の前で同じように、あろうことか僕と同じガラの色いろ違ちがいパジャマを着て、布ふ団とんの上に正せい座ざしながらぷっくりと頰ほおを膨ふくらませている少女を、呆あきれながら睨にらみつける。彼女……「ユウ」は、不満そうに僕を睨み返してきていた。


「そんな言い方ないじゃん！　私は良かれと思って……」


「お前が良かれと思ってしたことが、今まで功を奏そうした前例があったか！」


「なによっ！　美少女が自分のために夜中、せっせと料理していたんだよ！　感動してキスの一つぐらい貰もらうことはあっても、怒おこられる謂いわれはないよ！」


　自分で自分を美少女と断だん言げんするユウ。……確かに、容よう姿しだけは僕も反はん論ろんのしようがないから厄やつ介かいだ。ショートヘアの髪かみに、整った顔立ち、細身ながら女の子らしい柔やわらかみも感じさせる体たい軀く。確かに、そんな女の子が夜を徹てつして自分のために料理してくれているのだから、普ふ通つうに考えたらラブラブな展てん開かいに移い行こうしたりする流れなのだろう。しかし……。


「そういうセリフは、マトモな……少なくとも食べられる……いや、多少まずくても、カタチが悪くても、微ほほ笑えましい感じのものを作ってから吐はけ！」


「食べられるじゃん！　全すべて食べ物で作ってあるんだから！」


「その『最低限』っていう感じの発想が既に料理できる人間じゃないんだよ！　食べられるもの全部組み合わせとけば、とりあえず人体に有ゆう害がいなものにはならないだろうと思ったら大間違いだぞ！」


「健けん康こうにはいいはずだよ！　納なつ豆とうと卵たまごとニンニクと唐とう辛がら子しと栄えい養ようドリンクとトマトと豚ぶた肉にくと魚肉ソーセージとバレンシアオレンジと……あと、秋さ刀ん魚まが入っているんだから！　これ以上ないっていうぐらい、パーフェクトバランス栄えい養よう素そ食品だよ！」


「世の中栄養だけが全てなら料理家は要いらない！」


「むー！　これだからグルメなお坊ぼつちゃまは……」


「なんで僕が呆あきれられる側なんだよ！」


「あーあ、食材が無む駄だになっちゃった……誰かさんのせいで」


「誰のせいだろうねぇ！」


「逆ぎやくギレする自殺志し願がんの若わか者もの……」


「至し極ごく正当な理由でキレていると思いますけどねぇ、僕！」


　僕とユウはバチバチと視し線せんで火花を散らした後、「ふん！」と二人でそっぽを向いた。ユウはしばらく黙だまり込んでいたが……耐たえ切れなくなったように「もういいよ！　私だって……私だって頑がん張ばったのにぃ！」と叫ぶと、僕の物質化範はん囲いから外れ、天てん井じようをすりぬけて空へと行ってしまった。はぁ……幽ゆう霊れいっていうのは、こういう時便利だよな……気軽にどっか行けちゃって。


　ユウは、世間的に言う「幽霊」っていうヤツだ。体のない存そん在ざい。魂たましいだけの、存在。普通ならば見ることも触さわることもできない存在だが……僕の場合は、勝手が違ちがう。まず、幽霊が見える。これは……まあ、割わりと世の中には多い能のう力りよくじゃないかな。ＲＨマイナスぐらいの確かく率りつでは、居いるだろう。しかし、僕の場合はここに更さらにもう一つ特とく殊しゆすぎる能力……「霊れい体たい物ぶつ質しつ化か能のう力りよく」というのが、ある。端たん的てきに言って、幽霊に触れるのである。厳げん密みつに言えば、周囲の霊を実体化する。そういう、他ほかには前例のないチカラ。ユウが僕と同居しているのも、この能力目当てと言っていい。極端な話、実体化して過すごせたら、生きているのと大して変わらない。不本意に死んだ人間としては喉のどから手が出るほど欲ほしい能力だろう。まあ、実体化しても、結局一いつ般ぱん人じんには見えないっていう不完全さもあるけど……それさえ抜ぬけば、ホント生きているのと変わらない。


　だから、僕らは同居しているとは言っても、そこに恋れん愛あい感かん情じようや、熱い信しん頼らい関係とか、そういうのがあるわけじゃない。勝手に冷蔵庫の食材を荒あらされて僕が怒るのだって、当然なのだ。そう、当然。


「…………」


　……大皿に盛もられた、異い臭しゆうを発する緑色の正体不明の料理をちらりと見る。


　…………。


　……造ぞう形けいはともかく、確かに、凝こってはいるよな。……時間、かかったんだろうな。


　…………。





「うぅ～……死ぬ。死にたいというか……死ぬ。恐おそらく、時間の問題で、死ぬ」


　僕は学校の机つくえに突つっ伏ぷし、青い顔で、げっそりと呟つぶやいていた。隣となりの席に座すわっていた鈴りん音ねが、毎度のように呆れた溜ため息を漏もらす。


「ねえ、ホント、どうしたのよ。……何か悪いものでも食べたの？」


「……ノーコメント」


「なにそれ」


「ただ、栄養バランスだけは最高の朝食」


「はあ？」


「……もう訊きかないでくれ。思い出したくもないんだ。数時間前のことでも、既すでに心の傷きずに変わってしまっているぐらい、鮮せん烈れつな出来事だったんだ」


「……余よ計けいに気になるんだけど」


　鈴音は更に嘆たん息そくした。……相変わらず、朝は高確率で不ふ機き嫌げんなヤツである。別に激はげしい低血圧でもなかろうに……。


　僕はげっそりと横向きに倒たおれ、机に教科書をしまっている彼女を見るとはなしに見る。肩かたまでかかる黒くろ髪かみに、栗くり色いろの瞳ひとみと、白はく磁じ（陶とう器きらしいよ）のようなきめ細かい肌はだ。今更だが、こうして近くでジッと見ると、彼女は彼女でユウに負けず劣おとらず……そう、ユウを「美少女」と呼よべるのならば、鈴音のことだって美少女と呼んでも構かまわないだろう。


　彼女を見つめたまま、思わず呟く。


「美少女。巫み女こで美少女。巫女で美少女でクラスメイト」


「隣の席でオタク的な呟きをぽつりと漏らさないでくれる？」


　鈴音は額ひたいに汗あせをかきながら、また嘆息して、作業を続けていた。……苦労の多そうな人相である。


　彼女、神かん無な鈴音は、高校一年からの付き合いだ。つまり……一年ちょっとか。よく考えるとそう長い期間ではない。なのに……


「なんだろうなぁ、このマンネリ感は……。美少女なのに、ドキドキ感とか刺し激げき的てき展てん開かいとか全くないっていうのも、いかがなものか……」


「だから、さっきっからこっちを向いて貴方あなたは何をごちゃごちゃ……」


「まあ、ドキドキは最初から無かったか。無かったけど……出会った頃ころはもっとこう、神しん秘ぴ的てきなワケありの美少女クラスメイトという感はあって、それなりに美お味いしいキャラだったのに……」


「そういう評ひよう価か、本人に丸まる聴ぎこえの状況でする？　ねえ。それ、心の中で語ればよくない？　そこ、モノローグでよくない？」


「はぁ……。つまんないなぁ」


「つまんないって何！　なんか私ポイ捨すてされた女みたいじゃない！」


　鈴音は遂ついに席から立って僕に叫さけんできた。……朝から元気だなぁ。僕はといえば、栄えい養ようバランスだけはいい朝食のせいで、なぜか今は立つ気力もなかった。


　鈴音はジッと僕を睨にらみつけたあと、ふと何かに気付いたようにして、「ところで……」と声をかけてきた。


「今日、ユウさんは？」


「ああ……。朝ケンカして、どっか行ったまま」


「え？　ねえ、それ、ちょっとマズイんじゃないの？　変なところ行って今いま頃ごろ悪あく霊りようにでもからまれていたら……」


「いや、大だい丈じよう夫ぶ。僕のとこ飛び出して、なおかつ鈴音のところにも行ってないとなれば、暇ひまつぶしにあいつが向かうところなんて……」


「星ほし川かわさん？」


「ご名答。さっき陽よう慈じから電話あった。『何があったか知らんが、これは何かの呪のろいか？　イヤガラセか？　イヤガラセなのか？』らしい。……涙なみだ声ごえだったんで、詳くわしく訊きくのはやめておいたけど」


「あは、は……。……良かった、私にとばっちりこなくて」


　案外薄はく情じような鈴音である。本気で胸むねを撫なで下ろしていた。そうして、ようやくこの話も一ひと段だん落らくし、鈴音は着ちや席くせきし、僕は胸のムカムカを大分解かい消しようして落ち着いていると……ふと、それでもやはり鈴音がいつにもまして元気がないことに気がついた。触さわらぬ巫み女こに祟たたりなし……とは思うものの、どうにも気になって、結局は訊たずねてしまう僕。


「どうした？」


　他人の心配なんかしている場合かよ……僕。


「うん……。ちょっとね。憂ゆう鬱うつな予定が入っちゃって……」


「明日の終業式終えれば夏休みっていうこの時期に？」


「うん……。はぁ……」


　気力のない、浴びたら精せい神しん力りよく奪うばわれそうな溜ため息を吐つく鈴音。僕は「ふむ」と推すい理りする。


「なんだ？　えと……あれか。先日街角でバッタリ出会った美少年と恋こいに落ちたのだけれど、彼は実は大金持ちの家の息子で、今度家に招しよう待たいされたのだけれど、庶しよ民みんの鈴音は着ていく服も、上流階級のマナーも知らなくて……さて困こまった、っていう感じの溜め息？」


「私はなんの少女マンガの主人公なの！」


「違ちがうのか。むむ……じゃあ、あれか。昨日まででようやく、全十三体いるはずの宇う宙ちゆうからの来らい訪ほう者しや……スペースエネミーの十二体を巨きよ大だいロボットに乗って倒たおしたのだけれど、明日遂ついに最後の一体が来ることになって……。しかしそいつは、今まで共に戦ってきた仲間だった！　どうする鈴音！　世界を選ぶか、友情を選ぶか！　という感じの、最終話的悩なやみか？」


「だから、蛍ケイの中で私ってどんなキャラなわけ！」
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「あ、そうか。巫女か。そう、巫女だったな。盲もう点てん。……巫女……。巫女が活かつ躍やくする話って、やっぱり……ゴーストバスター的なもの？　いやしかしな……鈴音の除じよ霊れい能のう力りよくは微び妙みようだし、話にはしづらいから……。そうか。あれか。巫女が活躍するジャンルと言ったら、恋れん愛あいシミュレーションか。ああ、分かった。鈴音には好きな男が居いるんだけれど、そいつ、冴さえない男のくせになぜかやたらモテモテで、鈴音としては気が気じゃないと……そういう感じの溜め息？」


「……違う。……違うけど微妙になんかカスってたよ……」


「へ？」


「う、ううん！　なんでもない！」


「そうか……。……う～ん。じゃあ、もう、僕ぼくにはお手上げだよ。これ以外に鈴音の悩む理由なんて思いつかない」


「明らかに偏かたよっているでしょう、発想が！」


　鈴音は肩かたで息をするほど全力でツッコミ終えると、コホンと一つ咳せき払ばらいをして、ようやく、今日の不ふ機き嫌げんな理由を語り出した。


「姉がね……来るのよ」


「え」


　ドキリとした。今までのふざけた気持ちが、自分の中からスーッと抜ぬけていくのが分かる。鈴音はまさか僕がそんなに強く反はん応のうするとは思っていなかったらしく、「蛍？」と首を傾かしげてきた。慌あわてて、ぎこちなく笑えむ。


「お姉さん……ね。電話で話したことしかないけど、でも、まああんまり来るのを楽しみにできるような人では……ない感じは分かるかな。確たしかに。なんか、キツそうだもんな……。一つ屋根の下で生活とかは、それこそ息がつまりそうな……」


「人の姉つかまえてその言い種ぐさは……と言いたいけれど、そうね。そうなの。それは同意。ホント……あの姉との会話は疲つかれるのよ、色んな意味で。……はぁ……憂鬱……」


「まあまあ。それで、お姉さん、いつ来るの？」


「今晩。……はぁ……滅め入いるなぁ」


「こ、今晩？　唐とう突とつだなぁ」


「そういう人なのよ」


　溜ため息を吐つく鈴音の傍かたわら、僕は僕で、その予定を心に刻きざんだ。……鈴音のお姉さん来訪は……僕個こ人じんにも、実は意味のあることで。しかし、とりあえずそのあたりのことは鈴音には言わないでおくことにした。余計な気苦労をかけるのも可か哀わい想そうである。


　鈴音がすっかり元気をなくしてしまったので、もうこの話題はつっつかない方がいいなと判はん断だんし、窓まどの外に視し線せんを逸そらす。──と、


「うわっ」


　窓に、顔が張はり付いていた。僕の声に鈴音もちらりとこちらを向き、そして「きゃっ」と反応する。……ガラス窓に、顔がペターッと張り付いていた。それはよく見ると……


「ユウ？」


　ベタッとなって美少女の面おも影かげなんて一つもないものの、それは間ま違ちがいなくユウだった。なぜかガラス窓に突つっ込むように、ジタバタとしている。……？　ああ、僕のこの窓側にきっちりついている席だと、あそこも物質化範はん囲いなのか。だから、すり抜けたくてもすり抜けられないと……。しかしそれなら……


「おーい。ちょっと前の方から回り込めば済すむことじゃ……」


〈ジタバタ、ジタバタ〉


「…………」


　なんだコイツは。感覚を失った鳥か。……仕方ないので、僕は自分が席を立ち、数歩室内の方に歩いて、距きよ離りをとる。……ん。あれ、二メートルって、こんなに広かったかな……。一歩歩いてもまだすり抜けてこられない様子なので、もう一歩距離をとる。すると、ようやくユウはガラスをすりぬけ、そうして、そのままの勢いきおいで──


「ケイ～！」


　僕に、思い切り抱だきついてきた。クラリとよろけて倒れそうになったところを、背はい後ごから鈴音に慌あわてて支ささえてもらう。確たしかにいつも抱きついてくるヤツだったが、今回の勢いは二割わり増ましという感じだった。


「ちょ、おい、どうしたユウ」


「ケイ～。ありがとう！　やっぱりケイは……ケイは私のこと愛しているんだね！」


「は、はあ？」


　わけのわからない言葉に首を傾げる僕。……と、背後から、なにか、不吉な気配を感じた。ぎこちなく首を振ふり返らせる。そこには、最も早はや当然のごとく……またもなぜかお怒いかりの、鈴音様が居いなすった。


「蛍？　今のは……どういうことかな？」


　笑顔で訊たずねてきているのに……怖い。目が笑っていない。僕がつまっていると、抱きついたままのユウが顔だけ鈴音に向けて、「あのねあのね！」と目を輝かがやかせて語り始めた。


「ケイ、私の作った朝食、全部食べてくれたんだ！」


「朝食？」


「うん！　私今日、朝食作ったんだけど、なんていうか……ちょっと失敗しちゃって」


　ちょっと、ですか。ふぅん……ちょっと、なんだ。あれで。まだ最低の部類じゃなかったんだ……。……死にたい。


「それで、ケイとケンカして飛び出して、陽慈さんをからかいに行ったのだけれど……」


　サラリともう一人被ひ害がい者しやが追加されていた。陽慈……今度何か奢おごってあげよう。


「陽慈さんいじりにも飽あきて、仕方なく一いつ旦たん帰ってみたら……なんと！　料理を盛もった皿、すっかり空になっていて！　で、テーブル見たら、メモで、一言、書いてあったんだ！」


「なんて？」


「『ごちそうさま』って！」


　はて。その後に、『ＰＳ：死ぬほどまずかったです。自殺願がん望ぼうが叶かないかけました』って付け足したはずだが……。ユウの中で、自分に不都合な部分の記き憶おくはカットされる仕組みになっているらしい。彼女は鈴音に対して緻ち密みつな描びよう写しやをしてくれなかった。


　鈴音はなぜか「そう……」と明らかに怒っている空気を醸かもし出して呟つぶやくと、僕にどんよりとした視し線せんを向けて、気味の悪い笑えみをニッコリと浮うかべた。


「蛍は、優やさしいねぇ」


「うっ」


　なんか今までにない攻せめ方された。被ひ害がいは甚じん大だいである。心に数本矢が……それも毒つきのが打ち込まれた感じだ。


「私も今度、お弁べん当とう作ってきてあげるねぇ。……失敗するかもしれないけど」


「うぅ……」


　明らかに最初から配分の違ちがう料理を作る気の顔だった。


「ああ、でも、駄だ目めかしら。蛍は、愛するユウさんの料理だったから、全すべてたいらげたんですものねぇ」


「いや、愛しているとかそういうわけでは……」


「でも、普ふ通つうは食べないよねぇ、明らかにおかしな料理とかって。少なくとも朝ぐったりと体調崩くずしてしまうぐらいのものを、丸々全部たいらげるなんて、普通はできないことだよねぇ。愛があればこそ、よねぇ。……もしくは下心？」


「うぐ……」


　そう言われると、反はん論ろんの術すべは無かった。自分でも、なぜあれをわざわざ全て頑がん張ばって食べたのか、その動機がイマイチ理り解かいできていないのだ。気の迷まよいとしか言いようがない。


　そうして、僕が反論できないと、なぜかユウは嬉うれしいらしく、「ケイ～」と、ぎゅうっと首を絞しめる力も強くなる。そうやってユウがどんどん密みつ着ちやくすると、反比例してムスッとしていく鈴音。……ああ、神様。僕、今日はいいことしましたよね？　食材を無駄にしないために、頑張ってあの料理食べましたよね？　なのに……なのに、この仕打ちなんですか、神様。


　僕は鈴音の殺意のこもった視線と、首にまきついたユウの意外に強い腕わん力りよくを感じながら……天てん井じようを見上げて、結局今日も朝からぽつりと呟つぶやいた。


「ああ……死にてぇ」





　　　第二章　災さい難なんな昼










　下校途中。いつもの風ふう景けい。いつものテンション。いつもの溜ため息。いつもの歩行ペース。僕個こ人じんの行動に関して言えば、今日、普ふ段だんとは違ちがった特別な行動をとった覚えなんてない。それは、まず、大だい前ぜん提ていとしておきたいのだが。


　トラブルとか事じ故ことかアクシデントなんていうのは、突とつ然ぜん起こるものだ。突然起こるからこそ、不意であり、予想もできないわけで。この現げん実じつ世界、「分かりやすい伏ふく線せん」なんていうのは、殆ほとんどの事象において、ない。更さらに、問題はなぜか重なる。別に突とつ飛ぴなことではなくても、人間なんていうのは、大たい概がい、一つの問題で頭を悩なやませることより、複ふく数すうの問題を同時に抱かかえることの方が多いものだ。


　現在、僕の抱えている主な問題と言えば……。





　その一、不本意な同どう居きよ人にんの存そん在ざい


　その二、慢まん性せい的てきなクラスメイト巫み女この不機嫌


　その三、横暴先せん輩ぱいのランチ約束（未いまだに継けい続ぞく中ちゆう＆利子加算中）


　その四、鈴りん音ねのお姉さんとの約束


　その五、……妹の急な来らい襲しゆう





　そんな感じである。五つ目のやつは、たった今……まさに今追加された、できたてほやほやの悩みだ。つまり──


「兄さ～ん♪」


　現げん在ざい我わが妹は、ユウを突き飛ばし、僕の首にぶらんぶらんと垂たれ下がっていたりしております。ちなみに我が妹、高校一年生、年ねん齢れいにして十五歳さいの娘むすめである。人の首にぶらさがっていい年齢制せい限げんは、とうに過すぎていると言えよう。当然──


「痛い、痛い！　危あぶないって！　落とすって、傘さん！」


「ホント久ひさしぶり～。入院した時以来だけど、あの時だって殆ほとんど話せなかったし……」


「分かった、分かったから！　このままだとまた入院することになるから！」


「相変わらず貧ひん弱じやくだなぁ、兄さんは。キムチ食べなよ、キムチ」


「……いや、キムチを食べたら強くなれるというお前の論り理ろんが分からない……」


　ようやく首から離はなれて早速説教モードを開始した妹……傘に、僕は呆あきれた視し線せんを返しながら、首をさすった。


　目の前に居るのは、やはり、見み間ま違ちがいではなく、自分の妹。血の繫つながらない……とか、幼おさな馴な染じみの……とか、そういうワケありの注ちゆう釈しやくのつかない、我が、妹。式しき見み傘。十五歳。元々女の子っぽい僕を「完全に女性に変へん換かんしたら、こうなるであろう」容よう姿し。黒いショートヘアに、童どう顔がんですっきりとした顔立ち、僕に似にて低い身長。この前ワケあって女じよ装そうした僕だが、その時鏡で見た自分に、少し妹を重ねてしまったほどだ。


　僕と同じ素そ材ざいだから、とりわけ「美少女だ！」と目を惹ひく容姿なわけではない。それでも、兄の贔ひい屓き目めを抜ぬいても、一いつ般ぱん的てきに見れば可か愛わいい部類の女の子ではあるのだろう。多分。家族の容姿の評ひよう価かって、微び妙みようにしづらいけど。とりあえず相応にモテてはいるようだし。彼氏ができたという話は聞かないけど、たまにラブレターを持ち帰ってきていた。


　容姿の相似に反して性格は僕とまるで違い、傘は昔から妹のクセに「姐あね御ご肌はだ」というのか……兄がこんなんだから、幼おさない頃ころになにか思うところがあったのだろう。自分がしっかりしないといけないと感じているらしく、母親以上に、人の世話を焼く傾けい向こうにある。ああ……この辺が、男子にモテる要よう因いんなのかもしれない。傍はたから見る分には凄すごくいいやつにうつるだろうな。……実じつ際さい一いつ緒しよに暮くらしてみれば、すぐにその「うざったさ」に気付くだろうけど……。世間の青少年が母親に抱いだく感かん情じようを、僕の場合は妹に感じる……と言えばわかりやすいだろうか。ああ、そう、例えば「勉強しなさい」とか、母親じゃなく妹に言われるってどうよ。母親よりも数すう段だんうざったい感じ、分かっていただけるだろうか。


　で、その我が妹。遠く離はなれた実家から、毎日、真ま面じ目めに、皆かい勤きん賞しようの勢いきおいで高校に通っているはずの、我が妹。彼女がこの風ふう景けいの中に存在するのは……明らかにイレギュラーだった。確たしかあの高校も夏休みに入る日は同じだったはずだから……まだ休みではないはずだ。


　未いまだにこの状況が呑のみ込めず、思わず周囲をぐるりと見み渡わたす。……見み慣なれた帰路。先せん輩ぱいの「帰き宅たく部ぶ部活動」をかわし、どうにかアパートの最も寄より駅まで逃とう亡ぼう、そこからホッとして歩いている途と中ちゆう……まさに、住宅街に入って、今日もおつかれさまと自分に声をかけるような、そんな自宅周辺の、最早落ち着く風景の中での……心しん臓ぞうに悪い出来事。あまりに突とつ飛ぴな、伏ふく線せんも何もない、アクシデント。


　ふと振ふり返ると、そこには不満そうに頰ほおを膨ふくらませたユウ。自分の専せん売ばい特とつ許きよであると思っていた「僕ぼくへの抱だきつき」という行こう為いが、他人に、しかも女の子に行われたことが余よ程ほど悔くやしいらしい。……あーあ、朝の料理の件けんでの機き嫌げんを回復したと思ったら……またこれだ。今回はちょっと難むずかしそうだな……と思いながらも、とりあえずユウに自分の妹を紹しよう介かいしておくことにする。変な勘かん違ちがいされても困こまるし。





[image: ]


「ユウ。その、コイツは──」


「兄さん！　駄だ目めだよ！　それ幽ゆう霊れいだよ！　声かけちゃ駄目！　情なさけかけちゃ駄目！　兄さん、人がいいし純じゆん情じようだから、ああいう可愛い子にはコロリと騙だまされちゃうよ！　ほっといたら、同どう棲せいとかしちゃいそうだよ！」


「う……あ、いや」


　妹の先せん制せい攻こう撃げきにたじろぐ僕。ユウは更さらに「むー！」と膨れ、傘に恨うらみの視し線せんを向けていた。……ああ、なんかこじれているよ……既すでに。僕はとりあえず妹を押おさえる方が先決だと判はん断だんし、「あのな」と説明を開始する。


「ユウは……この幽霊は、悪いヤツじゃないんだ。だから──」


「ほら！　兄さん、色いろ香かに惑まどわされちゃっているよ！　相手が美少女だからって甘あまいよ！　そんなに女っ気が部屋に欲ほしかったのなら、ほら、今日からは私が居いるから！」


「妹が居ても女っ気のカウントにはならないだろう……。って、お前、今日から僕の部屋に居座るつもりか？」


「うん」


　当然、というように頷うなずく妹。その言葉に、今まで黙だまり込こんでいたユウが遂ついに爆ばく発はつした。


「ダメ！」


　顔を真っ赤にし、僕の傍そばに来て、傘を引き剝はがしながら叫ぶユウ。傘は傘で意地を張はり、力ずくでも離はなれようとせずに、ユウから僕を遠ざけようとする。


「に、兄さん！　悪霊が本ほん性しようを顕あらわし始めたよ！　怖こわいよ、兄さん！　兄さん確たしか知り合いに巫み女こさん居たよね！　除じよ霊れいしてもらった方がいいよ！」


「な、なんですって！　失礼だよ、いくら妹さんでも！　私は、ケイの同意の上で、同棲しているんだから！　謂いわばラブラブカップルの自然な同棲！」


　それは違う。どちらかと言えば押しかけられている。同棲というより同どう居きよ、居い候そうろうだ。


「兄さんをそこまで誑たぶらかして……怖い女！　財ざい産さんが目的なのね！」


　それはそれで違ちがうと思うぞ、妹よ。


「違うよ！　っていうか大した財産ないでしょう、ケイは！」


「じゃあ、カラダ目的なの？　……ひ、卑ひ猥わいよ！」


「どっちの頭がよ！　どうしてそんなに私を悪者にしたいの！」


「兄さんを誑かす女性は皆みな悪よ！　絶ぜつ対たい裏うらがあるに決まっているんだから！　こんな冴さえない一いつ匹ぴき狼おおかみ……いえ、害がいがないから一匹羊、誰だれが好きになるっていうの！」


　妹が僕を精せい神しん攻こう撃げきしているのですけど。というか、肉体的にも、首をがっちり絞しめられていて、反はん論ろんどころか呼こ吸きゆうもままならない、割わりと大変なことになっているのですけれど、僕。誰か、お気付きでしょうか。


「す、好きなんて言ってないでしょ！　ケイとは、その、もちつもたれつの関係なの！」


　……もたれてばかりじゃないか、お前。


「そ、それはまさか……カラダだけの関係ということ？　淫みだらよ！」


　傘が真っ赤になって、あわあわと口を震ふるわせる。……ああ……我わが妹は、いつの間にこんなに壊こわれていたのだろう。


「だ・か・らぁ！　どこをどうとったらそういう方向に話が転がるの！」


「そんな淫らな同棲生活……見み過すごすわけにはいきません！　兄さんを汚けがさないで！」


　それ以前に殺さないでくれ、妹よ。首、首っ。ヒートアップするごとに絞まってきているんですけど！　というか最早抱きついているんじゃなくて、絞めているよ、それ！


　二人はしばし視し線せんで火花を散らした後……唐とう突とつに二人で僕に視線を向け、そうして、判はん決けつを僕に求めてきた。


「兄さんは、どうするの！」


「ケイ、私が家に居てもいいんだよね！」


　二人して真しん剣けんに僕を見つめてくる。ようやく首を解かい放ほうされ、僕は……げほげほと喉のどをさすりながら、とにかく、この場をどうにかするための提てい案あんをするのだった。


「とりあえず……二人とも居ればいいじゃん。面めん倒どう臭くさい」


　僕の回かい答とうに、顔を見合わせる二人。そうして二人でハモッて、ぐいっと詰つめ寄よってきた！


『二ふた股また！』


　……誰か、コイツらをどうにかしてくれ。





「で、なんでお前がここに居るんだ、傘」


　僕はテーブル前にムスッと正せい座ざする妹に尋たずねかけた。冷れい蔵ぞう庫こから炭たん酸さん飲料を取り出し、妹のガラスコップに注ぐ。ユウが「私も」と便乗してきたので、仕方なくもう一個こコップを持ってこようと台所の方に移い動どうしようとしたが、妹に服の端はしを摑つかまれ、「どうして兄さんが関係ない幽ゆう霊れいにジュースあげなくちゃいけないの」と言われてしまい、嘆たん息そくして、その場に座すわる。ユウはムッと顔をしかめた後、僕が脇わきに置いた１・５リットルのペットボトルを摑み、ごくごくとラッパ飲みを始めた。それを見た妹がまた「あなたね──」とつっかかろうとしたところで、僕は彼女の両りよう肩かたを押おさえた。


「待て待て。これじゃあ一向に話が進まないだろうが。ユウのことはいいから。まず、状じよう況きようを説明しろ。お前だって、今ここに当然のように居ていい人間じゃないんだからな。学校はどうした、学校は」


「兄さん！　だって、この女──」


「とりあえず置いといてくれ、そっちの問題は。……分かるだろ、傘。あんまり僕に心配かけないでくれ」


「む……」


　僕が困こまった顔をすると、傘はしおしおと勢いきおいをなくし、ペタンと座り込んだ。その光こう景けいに、僕は思わず苦笑する。


　昔からコイツは、僕が「困った風にする」と、元気をなくすやつだった。我が家の最終手しゆ段だんというやつだ。傘のやつ、どういうわけか、幼おさない頃ころから両親よりも僕になついている部分あって……。癇かん癪しやくを起こしてぎゃあぎゃあ泣いていても、僕が少しオロオロすると、まるで僕を困らせまいとするかのように、すぐに泣き止んで、それどころか僕を元気づけようとしてくるようなヤツだった。その性せい格かくは成長しても全く変わることなく……気がついてみれば、なかなかのブラコン性格が確かく立りつしてしまっていた次第である。まあ、しかし最近は僕も離はなれて暮くらし始めたし、大分良くなっているんじゃないかと思っていたが……未いまだにこれとは。


　僕は正面から傘に向き合うと、諭さとすように訊たずねる。


「まず、どうしてお前がここに居るんだ？」


「来たから」


「荷物は？」


「第二の実家……いえ、私にとってはある意味兄さんの居る場所こそ実家と言えるので……実家に行くのに、そんなの必要ありません」


「旅費はどっから出ている？」


「それは……両親の好意かな」


「……傘」


「うぅ。いいでしょ、なんでも！　妹が兄に会いに来るのに、理由がいるの？」


「いるよ。なんせ普ふ通つうなら今日は学校行ってなきゃいけないだろう。それがお前、理由無くなんて……」


「いいの！　だって兄さん……来るって予告したら、すぐになんだかんだと理由つけて断ことわるじゃない！」


「それは、そうだけど……」


　反はん論ろんできなかった。だって……このワンルームの部屋、他の人間と一いつ緒しよに暮くらせる余よ裕ゆうなんて、基き本ほん的てきにないし。それにこの性格の妹だ。折角の休みの日でも、怠たい惰だな生活ができなくなってしまう。交通費だって馬ば鹿かにならないし……あまり歓かん迎げいできるものではない。だから、確たしかに、夏休みや冬休みに妹がこちらに来たがっても、「じゅ、受じゆ験けんなんだから、勉強しなさい」とか言って、のらりくらりと去年はかわしてしまったし……。


「兄さんの隙すきをつこうと思ったら、平日しかないでしょ！　いいの、私は。一年生だし。夏休み直前なんだし！」


「やっぱり『直前』なんじゃねえかよ」


「兄さんだって沢たく山さん入院しているでしょ！　ちょっとぐらい私も休んだって、なんの問題もないの！」


「……不良」


「ふ、不良じゃないもん。ちょっとお茶目なだけだもん」


　お茶目……。なんて便利な言葉なのだろう。僕が嘆たん息そくしていると、今度は妹に攻こう撃げきのターンが回ってしまった。「それよりも……」とガラリと雰ふん囲い気きを変える我が妹。


「私が平日に突然来たのは、抜ぬきうち検けん査さの意味もあるんだからね！　夏休み入ってからだったら、絶ぜつ対たい身み構がまえられていたよ！」


「う……」


「そうしてみれば……兄さん！　学業に励はげむべき高校生が、女性と同どう棲せい……しかも幽ゆう霊れいと同棲ってどういうこと！」


「ど、同棲じゃなくて同どう居きよだって。えと、あ、そ、そういえば傘、幽霊見えるのか？」


「そんなことはどうでもいいでしょ！　兄さんに見えるものは、私にも見えるの！　元々は見えなかったけど……兄さんが見えるなら、私にも見えて当然なの！　いえ、見えなきゃだめなの！」


　なんだそれ。……執しゆう念ねんのチカラ、恐おそるべし。


「あ、それに、お前、僕が《霊れい体たい物ぶつ質しつ化か能のう力りよく》っていう能力あるのも知っていた……のか？」


「それはよく知らなかったけど……でも、幽霊とベタベタしているの目もく撃げきしたら、大体想そう像ぞうつくよ！　大方、兄さんのその能力目当てで、その女も同棲しているんでしょ！　お金が目的じゃないんなら！」


　大だい正せい解かいだった。ユウが「うぐ」と詰つまっている。確たしかに……こうして他の人間に改めて指し摘てきされると、僕、美少女に誑たぶらかされているカンジだよなぁ。


　しかしそうは言ってもこのまま妹に押し切られてしまうわけにもいかないので、僕は一つ溜ため息を吐つき、仕方なく反はん論ろんする。


「いや、そもそも、ユウとはお前の言うような淫みだらな関係とかじゃないからな」


「余よ計けいダメじゃない！　お荷物じゃない！　兄さん貢みつがされているだけじゃない！」


　……う、そうかも。


「い、いやいや。ええと、なんていうんだ？　だから、色いろ仕じ掛かけで騙だまされているわけじゃないというか……」


「じゃあ、兄さんがお人よしなだけじゃない！　お人よしの兄さんがつけこまれているだけじゃない！」


　うぅ……聞けば聞くほどそんな気がする。流石さすが我わが妹。痛いたいところばかりえげつなくついてくる。っていうか、反論する側の僕も常つね日ひ頃ごろから思っていることばかりついてくるもんだから、どうしようもない。


　僕は天てん井じようを見上げ……そうして、目を閉とじ、告げた。


「ユウ、さようなら」


「簡かん単たんに負けないでよ！」


　僕の言葉に、ユウが慌あわてて身を乗り出してくる。そうして、今度は僕の代わりに傘と向かい合った。ＶＳ妹、第二回戦。「押しかけ幽霊ユウ」対「押しかけ妹傘」。……で、どっちが勝っても押しかけられるわけだ、僕は。死にてぇ。


「私がケイと同居しているのは、ケイも納なつ得とく済ずみなの！　だから、いいの！」


「納得済みも何も……誑たぶらかしているだけじゃないですか！　甘あまえているだけじゃないですか！　人のいい兄に……優やさしい兄の善ぜん意いにつけこんでいるだけじゃないですか！」


「…………」


　……あれ？　僕の予想に反して、ユウは、傘のその一言だけで黙だまり込こんでしまった。悔くやしそうにこそしているものの、なにか……元気がない。闘とう争そう心しんとかそういうのが、無くなっている。……アイツ……。


　僕ぼくは心の中で舌した打うちすると、「傘」と声をかけ、妹にこちらを向かせた。そうして、きちんと彼女の目を見て、言う。


「同どう情じようが、そんなにいけないか？」


「え？」


「誑かされるのは、そんなに駄目か？」


「兄さん？　だって、そんなの──」


「……傘。それから、ユウも。よく聞けよ。もう……い、一度しか言わないからな」


　僕の言葉に、首を傾かしげる傘とユウ。僕は頰ほおを熱くしながらも……極力ユウの方を見ないで、妹に告げた。


「ああ、確かにユウとは恋こい人びとでもないし、御ご飯はんは勝手に食べるし、睡すい眠みんは邪じや魔まされるし……そういう意味で凄すごく迷めい惑わくさ。だけどさ……」


「…………」


「僕、コイツと居いると……楽しいんだよ。幸せなんだよ。それで、いいじゃないか。同居する理由なんて。……お前はこの状じよう態たいを、誑かされている、と言うかもしれない。実じつ際さいそうなのかもしれない。だけど……だけど、外部がどう思っても、僕は今、この状況、割わりと好きなんだ。気に入っているんだ。だから……許ゆるしてくれないか、傘。友達を……大切なやつを助けてやりたいっていう気持ち……一いつ緒しよに居たいっていう気持ち、分かって……くれないかな？」


　僕は顔を真っ赤にしていたと思う。頰が熱い。こういうセリフは……本人の前で言うものじゃないよ、普ふ通つう。だけど……このままじゃ、ユウが傘の言葉を気にしてしまうのは明白だったし……それに、これぐらい素す直なおに心から接せつしないと、この僕に似にて強ごう情じような妹は、決してちゃんと納得してくれないだろう。だけど……それだけに、僕が真しん剣けんに言葉を紡つむいだならば、コイツは絶ぜつ対たいに──


「ふぅ。分かったよ、兄さん。分かった。兄さんは、それぐらい甘くてこそ、兄さんだし。むしろ、これで彼女を見み捨すててしまうような兄さんじゃなくて……よかったかな、私は」


「傘……」


　傘は僕にそう告げると、くるりとユウの方を向く。びくりと縮ちぢこまるユウ。傘はそんな彼女に……ニコリと微ほほ笑えみかけ、そうして、ペコリと頭を下げた。意外な展てん開かいに、僕もユウも目を丸くする。


　傘は頭を上げると、微笑んだままでユウに告げた。


「私、式見傘と申します。式見蛍けいの妹です。今後とも、よろしくお願いします」


「え？」


「兄さんのお友達、なんですよね？　……ありがとうございます。ほら、兄さん、こんなんだから……中々本当の友達って、できなくて。そんな兄さんがここまで言うって……本当に、貴女あなたと居て、兄さんは楽しいんだと思います。幸せなんだと思います。だから……ありがとう。そして、これからも兄をよろしくお願いします」


「え、え、え？」


　豹ひよう変へんした妹の態たい度どに、戸と惑まどうユウ。僕は僕でそのセリフが異い常じように恥はずかしく、おろおろとする。


　傘はユウに向かってゆっくりと手を差し出す。ユウはしばし戸惑っていたものの……納なつ得とくしたように微笑むと、彼女の手を握にぎり返した。


「ユ、ユウです。こ、こちらこそよろしく、サンさん。あ……サンさんっていうのも、変だね……」


「うふふ、皆みなさんそう言われます。いいですよ、そのまんま、サンで。ユウさん」


　二人の間に流れる、穏おだやかな空気。ああ、良かった。これで一いつ件けん落着だよ……。


「うん……よろしくね、サン。私のことも──」


「呼よび捨すてでいいんですか？」


「ううん。『お義ね姉えさん』でいいよ、サン」


「…………」


「…………」


　ん、なんか、二人とも笑顔なのに、手に血けつ管かん浮き上がっているぞ？　どうしたんだろう。さっきからギリギリと、何かが力強く握られるような音もするし……。まあ、とにかく、良かった良かった、なんか仲良くなったみたいで。微笑ましいなぁ。


「これからよろしくねぇ、『ユウ』」


　おお、お互たがいもう名前を呼び捨てする仲みたいだ。一いつ瞬しゆんユウの額ひたいに血管みたいなの見えたのは、気のせいだろう。


「ええ……こちらこそ。義ぎ理りの妹と書いて義いも妹うとのサン」


　あれ、傘の額にも血管みたいなの一瞬見えた気がしたけど……そんなはずないか。二人とも、笑顔だもんなぁ。


「やだぁ、ユウ、面白ぉい、その冗じよう談だん。あはは、幽ゆう霊れいなのに、結けつ婚こんなんてできるわけないじゃないですかぁー。ジョークのセンス、最高だねぇ、ユウは」


「うふふ、そうねぇ。まあ、兄妹結婚よりは可か能のう性せいあるけどねぇ」


「あはは、やだぁ。まあ、結婚はできなくても一生一いつ緒しよに居ることはできますけどねぇ、兄妹」


「うふふ、幽霊なんて、ずっと若わかく美しいままで傍そばに居ることできるけどねぇ」


「面白ーい。ユウ、どうしてそんなに『ジョーク』を思いつくの？」


「ええー、サンも面白いよぉ。兄妹でずっと一緒なんて、とっても気持ちの悪い発想できる人、なかなかいないしぃ」


「あははー、私達、仲良くなれそうねぇ、ユウ」


「そうだね。致ち命めい的てきに気が合いそうねぇ、サン」


　実に微ほほ笑えましい光こう景けいだなぁ。二人とも、全然手を放さないよ。両手でガッチリ手を握にぎり合っているみたいだし。美しいなぁ、女性の友ゆう情じよう。なんか、さっきからぶちぶちと血管の切れる音が聞こえるのは、うん、気のせいだろう。


　かくして、我わが家に期き限げん付きで新たな同居人が加わったわけだが……。うん、どうやら二人とも気が合うようで良かった。これなら、これからの同居生活、何事もなく平和に過すごせるだろう。


　うん。良かった良かった。二人ともあんなに笑顔で、手、いつまでも握りあっちゃって。


　…………。


　しっかし、なんでだろうなぁ。


　さっきから、背せ筋すじの悪お寒かんと変な脂あぶら汗あせが止まらないよ。おかしいなぁ。病院、行った方がいいかなぁ。





　とはいえ、妹とユウと、三人（幽霊も含ふくむ）でのワンルーム同居生活というのは……やっぱり、少々キツイものがあった。女じよ性せい率りつが高い生活に憧あこがれる男子が、僕のクラスにもかなりの数いるが、しかし、実じつ際さいそういう状況になってみれば分かる。こういうのは、傍はたから、えっちぃ展てん開かいの部分だけとか見たら羨うらやましいかもしれないが、現げん実じつは地味な問題が山積みの日にち常じよう生活なわけで、つまり……気苦労が絶たえない。実際ラブコメ漫まん画がの主人公とか大変だと思うよ？　あんなドタバタの日常、普通、過ごしたくなくないか？　例えば、没ぼつ頭とうしている趣しゆ味みがあって、早くそれがやりたくてウズウズして、さあ帰ろうとしていても、女性に絡からまれて変なドタバタに巻まき込まれたら、それだけでその日の予定パーだぜ？　実際やってらんないって。男だって、野や獣じゆうじゃないんだから、女さえいればそれでいいなんて価か値ち観かんじゃ当然ないわけだし。


　それに僕の場合、女性率高いとこそ言ったが、一人は妹だし、一人は幽霊である。これでもまだ羨うらやましいと言う人間の気が知れない。とりあえず、「裸はだかを見てしまう」とかそういう分かりやすい、僕に得な展開もないし……ホント、僕はリアルに損そんしているだけだ。


　で、妹がこの生活に加わり、最初に露ろ呈ていした問題が……


「兄さーん♪」


「…………」


「うにゅー。兄さーん！」


「……傘」


「ん？」


「お前、ちょっと見ないうちにキャラ変わってないか？」


　ユウを押おしのけて僕に抱だきついている傘に、呆あきれながら声をかける僕。……そう。これが、まず、最初の問題だった。なんのまねか、我わが妹、再さい会かいしてからずっと僕に甘あまえがちなのである。ユウを押しのけて。だから、ユウなんてずっと不ふ機き嫌げんだし……僕は僕で、なにするにしても、体に妹が抱きついていたら、そりゃ、動きづらい。現げん在ざいはと言えば、バラエティ番組を、あぐらをかいて見ているのだが……そんな状況でも、傘は僕に抱きついている。ユウでさえ、こういうのはあまりない。ユウはよくベタベタしてくるヤツだが、離はなれる時はちゃんと離れるし、物質化範はん囲いに居いても、抱きつくまではしないで過すごしていることが多い。しかし……傘はと言えば、ちょっと今回は度を超こしていた。再会してからというもの、ホント、ずぅーっと……まるでユウから僕をガードするかのように、べったりなのである。……これにはさすがにまいった。


　そもそもからして、僕の知る限かぎり傘は、多少ブラコン気味でこそあったものの、ここまであからさまな行動はとったことなかった。これじゃ、ホント、どこのラブコメだ、とツッコマれても仕方ない。……元はと言えば、もっと世間的に普ふ通つうレベルのブラコンというか……。確かに世間の「兄妹」より仲のいい類たぐいではあったろうけど、あからさまにベタベタするとか、そういうものじゃなくて……。なんて言えばいいのか分からないけど。とにかく、普通、だった。傘の性せい格かく自体、人に甘えるというより、世話を焼く方が好きなカンジだったから、僕と接せつする際にも、僕がダラダラしていて、妹に世話されるという関係性で。だから、余よ計けいに今日の妹の態たい度どには僕も疑ぎ問もんだらけで、更に、初対面のユウからしたら、不満たらたらだった。


　僕は嘆たん息そくして、ユウを視し線せんで牽けん制せいしている傘に話しかける。


「だから、さっきも説明したけど。別にユウが僕に抱きついたりしたところで、特に体調が悪くなるとか、そういうことはないんだって。幽霊だけど……僕の場合、二メートル範囲内のは物質化するんだから」


「それは、分かっているけど……。ユウさんが抱きついていいなら、別に、私が抱きついたって問題はないでしょ？」


「いや、それはそうだけど……」


　チラリとユウを見る。彼女はもうずーっと、頰ほおを膨ふくらませて唸うなっている。……ああ……ストレスたまっているなぁ、アイツ。そのうち悪あく霊りようになっちゃうんじゃないだろうか。


　傘は、ユウを見てから、すぐにまた僕に視線を戻もどして、微ほほ笑えんでくる。


「兄妹なんだから、スキンシップはとるべきなんだよ」


「……はぁ」


「なんで溜め息吐つくかなぁ。女の子が抱だきついているのに」


「お前……ホント、どうしたんだ？　僕が居いない間になんかあったのか？」


「別にぃ。ただ、兄さんへの想おもいが募つのっていただけだよ。久ひさ々びさの再さい会かいなんだから、これぐらい、普ふ通つうだよ」


「普通……か？」


　他の兄妹の私生活とか見たことないから、基き準じゆんは分からないが……。こんなベタベタした兄妹ばかりでは絶ぜつ対たいないと思う。


「仲が良くて、悪いことなんかないでしょ？」


「それは、そうかもしれないけど……」


　妹の言葉にやりこめられてしまい、結局彼女を突つき放すこともできない僕。……昔からこうだ。僕は、口で妹に勝ったことがない。基き本ほん的てきに僕は僕で妹にだけ特例的に甘い部分があるからなのだろう。家族愛、兄妹愛なんてくすぐったい言葉を持ち出す気は毛頭ないが、それでも、相応に傘を大切には、深しん層そう心理のレベルから思っちゃっていて。つまり、彼女の要求やワガママを極力呑のんでしまう僕が居るというのか……。ああ、ごめんなさい。コイツがブラコンに育ってしまったのは、僕にも大分原げん因いんがあるみたいです、神様。


「兄さ～ん」


「…………」


　ごろごろと、まるで子こ猫ねこの如ごとく甘えてくる妹に、もう完全に降こう伏ふくして、好きにさせる僕。……死にたい。なぜ僕は、彼女居ない歴れき＝人生なのに、こう、変な女運だけあるのだろうか。幽霊と同居したり、妹にベタベタされたり、先せん輩ぱいに絡からまれたり、巫み女こに説教くらったり。こう……もっと報むくわれそうな出会いはないものか。「式見先輩……好きです！」みたいな、普通にドキドキの展開に突とつ入にゆうしそうな人間はいないものか。僕、そんなに多くのことは望んでないと思うんですけど。出会い……欲ほしい。


　そうだ、出会い……と言えば。


「…………」


　不ふ機き嫌げんなユウと甘える妹に注意しつつ、ちらりと時計を見る。午後七時十三分。……《あの約束》の時間まで三時間弱……か。


　それを確かく認にんして、思考を回転させる。ユウどころか妹まで家に来て、しかもベタベタしている現げん在ざい、夜、一人でこのコミュニティを抜ぬけ出すのは至し難なんの業わざだった。いい言い訳わけが思いつかない。どこに行くと言っても、ユウは確実についてくるだろうし……いや、違ちがう。そうか。むしろ当面ユウは大だい丈じよう夫ぶだ。なぜなら、ユウはここ最近九時～十一時台はなにかしらドラマを見ている。全すべて続きものだから……とにかく見み逃のがすのを嫌いやがるユウのこと、テレビさえつけておけば、僕についてくることはないだろう。これは、クリア。しかし……傘はどうする。今のコイツならば、どこにだって「兄さ～ん」とついてきかねない。しかも、ユウが家に居るとなれば、二人きりでなんて傘はいたくないだろうから、確実に僕ぼくについてくるだろうし……そうなるとマズイ。


　なにかいい案はないか……と思し索さくし、そうして、とりあえず、一つ一つ問題を解かい決けつしていこうと、話を切り出す。とりあえずユウから確実に潰つぶしていこう。


「ちょっといいか？」


　未いまだにむすっと膨ふくれたままのユウに話しかける。彼女は一回無む視ししたが、僕が「ユウ」と再さい度ど声をかけると、渋しぶ々しぶといった様子でこちらを向いた。僕は足を正座に直して、彼女にきちんと向かい合う。


「ユウ、話があるんだが」


「……なに？　妹萌もえ～のお兄さん」


「…………」


　コブシを強く握にぎりこむものの、ここは我が慢まん。当の妹はやっぱり僕に「ん～」と抱きついて頰ほおを摺すり寄よせていた。……死にたい。


「ユウ。その、非ひ常じように悪いんだが……」


「なに？」


「その、出て行ってくれないか？」


「！」


　僕のその言葉に、ユウは衝しよう撃げきを受けたように思い切り立ち上がり、直後、よろっと一歩背はい後ごに下がった。


「あ、あ、あ。ケイ……そんな……」


「あ、いや、まだ話は終わってなくて──」


「そんな！　ケイ！　本ほん格かく的てきに……本格的に妹さんとそういう関係だったなんて！」


　ユウが口を押さえて、僕と傘を代わる代わる見る。僕は慌あわてて取り繕つくろった。


「だから違ちがうんだって！　出て行ってくれというのは──」


「そう……ケイ、遂ついに禁きん断だんの関係に踏ふみ込こむのね。ボーイズラブ疑ぎ惑わくといい……。うん、私は、応おう援えんするよ。ケイにその覚かく悟ごがあるなら、もう私は何も言わない！　どこまでも突つっ走ればいいじゃない！　私なんて……過か去この女なんてポイと捨すてればいいのよー！」


「いいから、話を聞けって！　出て行けっていうのは、その、期き限げん付きでだよ。傘がここで暮くらす、数日の間だけ」


「え！　……ひどい」


「へ？」


「しばらくサンとベタベタした後は、また私を弄もてあそぼうというのね！　キープなのね！」


「またってなんだ！　僕がいつユウを弄んだ！　そうじゃなくてだなぁ……。単たん純じゆんに、その、さすがに無理あるだろう、この生活。正直、三人はきついよ。本気で。ユウだって、今……ほら、妹がこんな風に僕に抱きついてユウを牽けん制せいしている状じよう態たいでの生活、さっきから息苦しいだろう？」


「う……それは確たしかに」


　ユウはようやく落ち着いた。そうして「アニメにも集中できなかったし……」と小さく呟つぶやく。抱きついている傘も、口出しこそしてこなかったものの、ユウが出て行くのを期待している目はしていた。ただ……このままだと流石さすがにユウに悪いので、僕も少し譲じよう歩ほする。


「まあ、出て行けとは言っても、行く当てもなく……ということじゃなくて。とりあえず、ほら、鈴音に僕から一言入れておくから、基き本ほん的てきにちょっとの間、夜は鈴音の家で過すごしてくれっていう、それだけで。昼間は学校でいつものように会えるんだし……まあ、別にこの部屋に絶ぜつ対たいよりつくなってことでもないし。とりあえずの活動拠きよ点てんとしては、ほら、テレビとか見るのにしても、ユウだって、鈴音のところの方が今は落ち着くと思うし。それで、いかないか？」


　僕の提てい案あんに、ユウは「むぅ……」と唸うなり腕うでを組む。そうして……しばらく何かぶつぶつと思案した後、ぽつりと、「分かったよ……」と呟いた。傘がその発言に少し笑顔になる。それを見たユウは少しムッとした様子だったが……しかし、承しよう認にんを撤てつ回かいする様子は無かった。ホッと胸むねを撫なで下ろす。


　その後僕が鈴音にケータイで連れん絡らくを取ると、彼女もあれはあれで最近ユウとの仲は割わりといいから、すんなり受け入れてくれた。どうも鈴音は僕とユウが一いつ緒しよに居ると不ふ機き嫌げんになるくせに、ユウが一人で居る時は、相応に彼女と友達関係を築きずけているようだ。それに、鈴音の家に同居と言っても……僕のような能力はないから、物質化はしないし、特に場所をとってしまうとか、食費がどうとか、そういう問題もないし。それほど大きな迷めい惑わくをかけることもないだろう。


　ユウはいつまでもグチグチなにか渋しぶっていたが、結局、いじけたように僕を見て、物質化範はん囲いから離はなれ、ふわりと浮うく。


「……いいもん。鈴音さんの家行ったら……ケイの悪口で盛もり上がってやるんだから」


「はいはい、そうしてくれ」


「むー！　へへーん。じゃあ、今日は鈴音さんと一緒にお風ふ呂ろ入ってやる！　私は透すけるけど……裸はだかは見られるもん！　うらやましいだろ！」


「わー、ウラヤマシイナー」


　僕はバラエティ番組に視し線せんをやったまま答える。


　……別に、鈴音の裸なんて、今いま更さら……。…………。今更……。…………。


「あれ？　兄さん風か邪ぜ？　体温急きゆう激げきに上がったけど……」


　僕に抱だきついていた傘がキョトンと訊たずねかけてくる。僕はブンと激はげしく顔を逸そらした。その光景をニヤリと見守ったユウは、「じゃあねー」と絶ぜつ妙みようなタイミングで出て行く。……くそ、アイツ……最近僕の扱あつかい方を覚えてきたフシがあるな。一いつ旦たん離れて正せい解かいだったかも。


　ユウが出て行くと、テレビからは賑にぎやかな音が漏もれているのに、部屋の中は一気に静かになった気がした。不本意ながら……妙に落ち着かない気分になる。あるはずのものが無いと、これほど雰ふん囲い気きがガラリと変わってしまうとは思わなかった。ユウが単純に居ない状況は、今までだってそれなりにあったけど……こう、期限付きで本格的に居なくなるというのは、そういえば初めてで。なんか、ホント、妙にそわそわしてしまう。僕がそうしていると、何を勘かん違ちがいしたのか、傘がぽつりと耳元で呟つぶやいてきた。


「二人きりだね……」


　待て。


「お前なぁ」


「あはは。今のは調子乗った。ごめんごめん。さすがに自分でも気持ち悪かったよ」


　ユウが出て行ったからか、傘は僕から体を離すと、快かい活かつに笑った。……いつもの傘だった。思わず嘆たん息そくする。


「ホント、今日は変だぞ、傘。いつにもまして。……ホントにどうした？　ユウに単純に対たい抗こう意い識しき燃やしているだけ……ともちょっと思えないし」


「……そうだね」


　僕が尋たずねると、傘は力なく笑い……そうして、コツンと、抱きつくでもなく、僕の背せ中なかに頭を預あずけてきた。


「……変、だよね……私」


「……傘？」


「ごめんね、兄さん」


「いや、別に謝あやまることはないけど……。ホント、大だい丈じよう夫ぶか？　なんかあったのか？」


　こんな風な妹を見ると、さすがの僕だって心配になってくる。しかし、傘はやはり首を横に振った。背中に頭がこすりつけられ、さらさらと髪かみの擦こすれる音が微かすかに聴きこえる。


「ううん。ただ、ほら、あれだよ。兄さん大好きな妹がちょっと嫉しつ妬としちゃったっていう、その、とぉーっても可か愛わいい理由だよ」


　そう言いながら頭を上げて、ニコリと笑えむ傘。僕はその笑顔を見て……納なつ得とくいかないながら、嘆たん息そくした。


「へぇ、嫉妬ねぇ」


「そう。こぉーんな可愛い妹、中々現げん実じつじゃお目にかかれないよ？　兄さんは幸せ者だ」


「そうだな。そしてその可愛い妹は、これからかいがいしく僕の身の回りの世話をしてくれるわけだな。学校に行っている間は、掃そう除じやら洗せん濯たくやらしてくれるわけだ。今日は僕が作ったけど、夕飯も用意してくれたり……」


「あ、それは却きやつ下かだよ、兄さん。私、今回は休きゆう養よう目的で来ているんだからね。兄さんの世話なんて、ごめんこうむります」


「……兄にベタ惚ぼれの妹なはずだったんじゃ？」


「突つき放すのもまた愛あい情じようだよ、兄さん」


「都合のいい愛情だ」


「真の愛情だよ」


　傘はそう言って「えへへ」と笑うと、ようやくベタベタをやめた。そうして、その場にゴロンと、シャツからお腹なかを出して寝ね転ころがる。僕はなんだかやっと「いつもの実家の空気」になった気がして、苦笑し、そうして……ニヤリと口元を歪ゆがませると、彼女のわき腹をこちょこちょとくすぐった。傘は咄とつ嗟さに身をくねらせると、「あははっ」とお腹を腕うででガードして笑う。更さらにはいつもの不満顔で「ちょぉっとやめてよぉ！」と、膨ふくれ顔と共ともにクッションで殴なぐってきた。僕はそれを受けて、隙すきをついてまたわき腹をくすぐったりして……そうして、ドタバタとしばし兄妹でじゃれあう。


　……たとえそれが一時的なものなのだとしても……傘が心から笑った顔が、見たかった。


　小さい頃ころから成長していない自分と傘に、じゃれあいながら、思わず苦笑する。そうだった。幼よう児じの時からずっと、僕はこうだったなと、思い出す。傘が元気ないのが……一いち応おう兄である僕はやっぱり気に食わなくて、でも、悩なやみを聞いて解かい決けつしてあげるなんてことできる器用さもなくて。だから、結局いつも、こちょばしてしまうのだ。そうすると、迷めい惑わくそうにしながらも、傘は大声を出して笑ってくれて。そうしてじゃれあった後は……いつだって、傘は、すっきりした顔してくれて。


　……何も解決してやれない駄だ目めな兄だけど。でも……せめて、笑わせてだけは、あげたくて。それが……この年になっても、無む意い識しきにその発想が出てきてこちょばしてしまう自分に自分で心底呆あきれながらも……。


「あははっ！　ちょっと兄さん、ギブ、ギブだって！」


「ごめん傘。僕、英語の成せい績せき悪いんだ」


「ちょ、や、あは、死ぬよ！　死にそうだよ！」


「笑いながら死ねるって、素す敵てきだよな」


「この死に方は壮そう絶ぜつだよ！　ちょ……あははっ！　な、なんでこうも的てき確かくにツボを……」


「妹の体を知り尽つくした兄」


「なんか卑ひ猥わいだよその言葉！　あははっ、も、ホント、ダメだって！」


　目め尻じりに涙なみだを浮うかべながら笑う傘を見て、まあ、しばらくは成長しなくてもいいのかな、なんて、思ったりする。……喜んでいるのかどうか非ひ常じように微び妙みようだけれど。拷ごう問もんに近いものがなきにしもあらずだけど。……ま、笑っているんだからいいだろう。妹の元気ない顔ほど……僕の気が滅め入いるものもないし。


　そうして、たまに傘に逆ぎやく転てんされてこちょばされてしまい、今度はこちらが笑い死にしかけたりしながらも……僕はその「幸福」と定義されても全く文もん句くのない時間を、しばし過すごした。


　……ただ。


　頭の片かた隅すみには……ずっと、以前電話越ごしに聞いた鈴音のお姉さんの言葉が、こびりついて離はなれなかった。





『痛いたくもなく、苦しむこともなく死ねる方法、ありますよ。……近日そちらに行くからそこで詳くわしく。そうね。夜十時。私が出て行った当日のその時間に、《中に居る》の一いつ件けんのあった駅で会いましょう。勿もち論ろん、鈴音や周囲の人には何も言わないで下さい。いいですか？　じゃあいずれ』





　　　【夜１】








　アパートから一歩外に出ると、夏真っ盛さかりの生なま暖あたたかい風が頰ほおを撫なで、髪かみを揺ゆらす。クーラーの利いた室温よりも気温が高いにも拘かかわらず、今はそれさえ爽そう快かいで心地よく感じた。部屋で散々暴あばれて汗あせをかいてしまっただけに、自然の風がとてもありがたい。


　午後九時四十五分。僕はアパートから出て、外に居いた。傘には「コンビニに行って来る。立ち読みするから遅おそくなるかも」と言い訳わけした。五割わりぐらいの確かく率りつで彼女が「私も行く」と言いだすのを覚かく悟ごしていたのだが、こちょばしたかいあってか、傘は部屋でぐったり汗かいて寝ねそべったまま「いってらっしゃーい」と言ってきたので、僕ぼくはあまり苦も無く、一人で抜ぬけ出すことに成功していた。ユウが居たら、こうはいかなかっただろう。そういう意味では、妹が唐とう突とつに、鈴音のお姉さんと時期を合わせるように来てくれて、ある意味ではありがたかった。


　住じゆう宅たく街がいを駅方向に向かって歩き出す。駅側に歩行者はちらほら見えたが、付近には誰だれもいない。街灯が等とう間かん隔かくで蛾がを寄よせ集めている。虫が不得意な僕は、バチバチと街灯に蛾がぶつかりまくっている真下を歩く気もしなくて、道の真ん中を歩いた。意味も無く一休さんを連想したりする。とりとめもない思考。自殺の方法を聞きに行こうというのに、心は酷ひどく落ち着いていた。


　ここから駅までは十分弱で着く。約束の五分前には到とう着ちやくできるだろう。……こんな性せい格かくして、僕は時間に関してはきっちり守る男だ。神しん経けい質しつ、というレベルまではいかないのだけれど。人を待たせるよりは、自分が待った方が断だん然ぜんいいタイプというのだろうか。特に今回の相手は初対面の、しかも少し話しただけで性格が理解できてしまう……鈴音とは百八十度違ちがうタイプでありそうな、彼女のお姉さんだ。間違っても遅れたりするわけにはいかない。


　きちっとした格好をして行くべきなのかとも思ったが、しかし友人の姉に対し変にかしこまるのもおかしいだろうと考え……それに妹にコンビニに行くと説明してしまった手前もあり、結局はいつもの服ふく装そうを選せん択たく。白地に控ひかえめで前ぜん衛えい的てきな模も様ようの入ったＴシャツの上に、水色の半はん袖そでシャツを羽は織おる、ラフな格好。個こ人じん的てきにハーフパンツとか、素す足あしを晒さらすのが若じやつ干かん好きじゃないので、下にはいつもの穿はきふるしたジーパン。そして、学校や近所の買い物以外……「出かける」時に履く、底の薄うすっぺらい、機能性よりファッション性重視のスニーカー。……ホント、いつもの僕だった。大してオシャレするわけでも、しかし妙みような服着るわけでもない、個性の無い僕。クラスメイトはよくファッション誌を見ては「これいいよなぁ」なんて、とんでもない額がくの服に目を輝かがやかせているが……僕は、一人暮ぐらしをしてしまっているせいか、どうしてもその値ね段だんを食費や生活費に換かん算さんしてしまう結果として、安物の服しか買わない。アクセサリも、時計も、何もしない。興きよう味みないとまではいかないけど……大金出してまで手に入れたいとは思わない。


　歩きながら考えるともなしに服のことに意い識しきをやっていると……ふと、鈴音のお姉さんがどんな格好で来るのか聞いていないことに気がついた。駅で待ち合わせはしたけれど、彼女、どうやって相手を見つける気だったのだろう。ケータイの番号教えているわけでもなし。……今更気付いてしまった。


　まさか、分かりやすく巫み女こ服とか着ているわけでもあるまいし。


「…………」


　……まさか、ねえ。


　僕は少しイヤな予感に身を震ふるわせながら、駅入り口の階かい段だんに足をかけた。……ま、まあ、あの鈴音のお姉さんだし。対極な性格しているからって、ファッションセンスというか……そういう常じよう識しき的てきな部分まで対極なんてことは、絶ぜつ対たいないだろう。僕は決意を込こめて階段を一歩一歩上のぼりきり、そうして、構こう内ないへと出る。そうして、しばし、立ち止まり、思考。


「…………」


　うん。だからさ、


「…………」


　あれは、違ちがうよね。なんか券けん売ばい機き前で巫女装しよう束ぞく着て無む表ひよう情じような冷たい目で僕をジッと見ている方が居るのですけど。しかも異い様ような白はく髪はつロングへア。……とはいっても、老化が原げん因いんの脱だつ色しよくした白髪じゃなくて、ハリのある、健康的な力強い「ホワイト」っていうのだろうか。思わず見み惚とれてしまう類たぐいの白色。なんかもう、凄すごすぎる。……あれは、僕の友人のお姉さんじゃないよね。そうだよね。そうだと言って下さい、誰か。なんですか。今日は何の日なんですか。ただならぬ女じよ難なんの相が出ていたのでしょうか。朝、妙な朝食、昼、鈴音の殺意、夕、妹の急きゆう襲しゆう、そして今。……お近付きになりたくない類の人との、邂かい逅こう。


　最早嘆たん息そくや「死にてぇ」も出ない。諦あきらめの感情ばかりが心を満たしていき……同時に、なにか、彼女の睨にらみつけるような視線の前では、下手な反はん応のうもできない空気があって。そして、ちょっと立ち止まってしまっている間に気付いたことだが……


（あれ？　なんで皆みんなあの人に注目しないんだ？）


　僕が嘆息した理由は、あの人と話してなんていたら絶対注目の的になるだろう……というのが一点あったのだが、しかし、周囲の通行人を見ると……誰一人として彼女に奇き異いの視線を向けている人間が居なかった。意図して視し線せんを合わせないようにしている、という風でもない。本当に、視界に入っていないというか……。彼女──いい加か減げん現実を認みとめて、その、鈴音のお姉さんと思われる人は、服装がどうこうどころか、たとえ普通の格好していたところで、券売機の前でボンヤリしていれば確かく実じつに視線を向けられていいぐらいの美人（しかも異い様ような白髪）だ。キリッとした目や、細く小さい輪りん郭かくは外見からして「キャリアウーマン」という感じだし（実じつ年ねん齢れいは確たしか鈴音から聞く限かぎり十九だったはずだけど）。鈴音の「おどおど」「やんわり」とはまさに対極の印象だけど、その白い肌はだだけは、鈴音に共通しているように思えた。巫女服で分かりづらくはあるけれど、それでも推おし量れるぐらいにスタイルもやっぱり抜ばつ群ぐんっぽいし。





[image: ]


　こうなると、ホント、普通の服装していたところで注目されるような人なのだけれど……それなのに、周囲の通行人はやっぱり一いち瞥べつさえしない。巫女服よりも、そちらの方が僕にとっては気になり始めて、思わず通行人観察に視線が移い行こうしていた。──と、


「霊れい視し能のう力りよくのない人間には見えないようにしています。勿論、私は霊体ではありませんが。霊体の性せい質しつを、トレースしているということですね。結界、精せい神しん操そう作さの一種です。大したことではありません。注目されるのは好きではありませんので」


「へえ……そりゃすご──って！」


　気付くと、すぐ隣となりに彼女が居た。腕うでを組み、僕と同じように通行人を見つめている。僕は思わず一歩後こう退たいしてしまった。最近幽ゆう霊れいが見えるようになって大たい概がいの「ドッキリ」には慣なれてきたつもりだったけど……さすがに今のはびびった。が……そうはいっても、初対面の相手にいつまでも挨あい拶さつさえしないのも失礼だと思い直し、すぐに表情を取り繕つくろう。そうして、僕はペコリと一礼した。お姉さんが、表情を変えないまま僕を見る。


「あ、式見蛍です。初めまして。えと、あ、妹さんにはいつもお世話になっております」


「お世話になっている？　それは、一体どういうカタチでですか。明めい確かくに表ひよう現げんして下さい。もし霊関係のことなのでしたら、規き定ていの料金が発生して然しかるべきですが」


「あ、いえ……」


　ピシャリと突つき放すような、抑よく揚ようのない声。鈴音がこの人を不得意とする理由が、もう理り解かいでき始めていた。思わず沈ちん黙もくしてしまう。


　彼女は僕が返答に困こまっているのを見ると、首を傾かしげる。


「霊関係のことでないならば、特に問題はありません。その他の『お世話』に関しては、私に関係する範はん囲いではありませんので。当然、私に一言入れる必要もありません」


「はぁ……」


「申し遅れました。私、神かん無な深しん螺らと申します。生せい存ぞん中ちゆう、死後、共によろしくお願いします。ただ、無理に記き憶おくに刻きざみ付ける必要はありません。むしろ、変に刻まれて、死後迷めい惑わくかけられてもイヤですので。ただ、コミュニケーションの便べん宜ぎ上じよう、名前という記号は非ひ常じように便利であり、また自じ己こ紹しよう介かいに意味があることも認みとめざるをえません。個こ人じん的てきには名前というものに大した価か値ちは感じておりませんが、貴方あなたが同じ神無姓である鈴音とお知り合いであることを鑑かんがみるに、フルネームでの自己紹介はあってしかるべきだと判はん断だんしましたので。希望を言わせてもらえるのならば、意い思し伝でん達たつの齟そ齬ごを極力発生させぬためにも、私のことは『神無』ではなく『深螺』と呼よんでいただけると幸いです。ちなみに私の方からは、特に相手が目上ではない場合、基き本ほん的てきにフルネーム、敬けい称しようなしで呼ばせてもらっております。この点もご了りよう承しよう下さい、式見蛍。もし何か要望があればどうぞ、簡かん潔けつにお願いします。ただ、聞くだけは聞きますが、それが反はん映えいされるかどうかは分かりませんので、その辺はあしからず」


「…………」


　……なんていうか。マイペースというか……いや、それ以上の新しい単語作らないといけない感じというか。恐おそらく、この人、小さい子こ供どもと一いつ緒しよに歩いても、歩調を合わせたりしないどころか、むしろ引き剝はがすために加速するタイプだろう。


　僕がどう反応していいのやら考えていると、彼女は、「では」と話を区切ってきた。僕の来た駅入り口階段の方を向き、一言、「行きましょう」と告げる。僕が反はん応のうするまでもなく、彼女……深螺さんはスタスタと先へ行ってしまう。慌あわててその背せを追う僕。


「あ、あの、深螺さん？」


「はい、深螺ですが」


　振ふり向きもせずに電話みたいな反応をされる。


「えと……何ど処こに行くのですか？」


「駅の外に出ます」


「……それから？」


「まっすぐ二百メートルほど歩きます」


「……ええと、それで……」


「左折して、前方百二十メートル付近にあるコンビニを目指します。それから……」


「あの、最終的には何処に……」


「公園です」


「そうですか」


「はい」


　目的地を聞き出している間に、既すでに駅は出てしまっていた。……なんだか……今、非ひ常じように回り道の会話をした気がする。通常なら一歩で辿たどり着く地点に、五～六歩かけた気がする。


　段々とこの人の特とく殊しゆ性せいを実感しつつ、次に「公園になにしに行くんですか？」と訊たずねようとして、いや、待てよと首をひねる。その文章でＯＫなのか？　僕の求めた答えはすぐ返ってくるか？　……怪あやしい。非常に怪しい。なので、僕は少し考えてから切り出した。


「深螺さん」


「はい」


「どのような最終目的のために、公園を訪おとずれるのでしょうか」


「最終目的ですか。……そうですね。最終的には、富と名声を得て、世界を直ちよく接せつ的てきに動かしていくような、充じゆう実じつした仕事に関かかわりたいものです」


「はい？　えっと……それは、どういう……」


「ですから、最終目的ですよ。私の人生の」


「は？　え……と、それと公園はどう結びつくのでしょうか……」


「直接的には全く結びつきませんね。ただ、私の今、この時の行動……公園に行くという行動の延えん長ちよう線せん上の最果て、私の人生における最終目的というのは──」


「ああ、もう、すいません！　僕の質しつ問もんの仕方が悪かったです！」


「なにを怒おこっているのですか？　式見蛍」


「なんでもないです！　ええと、当面公園において貴女はなにをするつもりですか」


「式見蛍との会話と、ついでに依い頼らいのあった悪あく霊りよう退たい治じをこなすことが、公園における当面の目標ですね」


「そうですか……」


　僕はげっそりとうなだれる。そうこうしているうちに、場所は既にコンビニ前。……今回の会話は、「近所の店に行こうとしたら、ＵＦＯにさらわれて、気付いたら地球の反対側にワープしていました」みたいな感じだった……。行き過すぎたどころの話じゃない。


　もう、こうもコミュニケーションがとりづらい人は初めてだ。なんだって、公園で会話して、悪霊退治するっていうそれだけの内容に辿り着くのに──


「……悪霊退治？」


　今更その言葉に気がついて、深螺さんを再さい度ど見る。彼女は相変わらずの無表情で、こちらも見ずに、前だけ見て「そうです」と回かい答とうしてきた。僕は戸と惑まどいながら、訊ねる。


「あの……それ、本当に？」


「疑うたがわれるとは心外です。貴方と出会ってからこれまでの行動で、私は既に信用を失っていたのでしょうか。そうなのだとしたら、大変残念なことです」


「いえ、そういうことじゃなくて。その、冗じよう談だんとかじゃないですよね？　という意味で」


「ここまでの付き合いで、私はそのような冗談を言う人間に、貴方の目には映りましたか。それはそれで残念な限りです」


「いえ……。いや、もう、なんでもないです」


　僕ぼくは押おし黙だまった。ああ、鈴音……。なんか、キミが実家を出てこっちの学校へ来た理由、凄すごく良く分かった気がするよ。この姉と一つ屋根の下の生活……。……少し想そう像ぞうして、ふと、ユウや傘が天使のように思えてくる。もし同居することになったのがこの人だったら……僕、割わりと早い段だん階かいで、手段を選ばずに自殺していた気がするよ。


　沈ちん黙もくの中二人で歩く。妙みように長く感じる時間。ああ……ユウや傘と居いるとあっという間に時間が過ぎてしまって、「睡すい眠みん時間が～」という悩なやみを抱かかえるが……深螺さんと一いつ緒しよにこの流れの遅おそい時間の中を過ごすのも、負けず劣おとらず体力使うかも。


　公園が見えてくる頃ころには、僕の心はすっかり折れていた。これから悪霊退治するらしいが……正直、僕は参戦できる気力なんてありゃしない。今の僕なら一いつ瞬しゆんで殺せてしまうだろう。ある意味好都合かもしれないが、まあ、悪霊に惨ざん殺さつされるなんていうのは、痛いたいことこの上なさそうだし、やっぱり遠えん慮りよしておきたい。


「深螺さん」


「はい」


「悪霊退治ですけど、その、僕は何をしたらいいのですか？　正直、あんまり自信──」


「なにもしなくていいですよ」


「へ？」


「悪霊を視し認にんする必要さえないですよ。貴方は、私と話していればそれでいいです。悪霊退治の件けんに関しては、貴方に関係のないことですからね」


「えっと……それは、僕と別れてから一人で退治するということですか？　それは危あぶないんじゃ──」


「いえ。少し違ちがいます。……あ、ベンチありましたね。あそこで話しましょう」


　深螺さんは空いているベンチを前方に見つけると、さっさとそちらに向かって歩いていってしまった。僕もそれにとぼとぼついていきながら……ふと、今いま更さらながらに、この人気のない夜の公園の実状を知る。


（うわ……）


　僕らの向かっている所以外にも数すう箇か所しよベンチはあったのだが、その全すべてが「満まん席せき」だった。主に、カップルによって。更には、ほぼ百パーセントの確かく率りつで、男女の体の距きよ離りはゼロセンチ。つまり、そういう雰ふん囲い気きに満たされた公園だった。夜にわざわざこの公園来たことなかったから知らなかったけど……夜のここって、そういうスポットだったのか……。


　そうなると、激はげしく居づらくなってくる。それらのカップルの視線がこちらに向くことに、凄すごい「いたたまれなさ」を感じる。しかも一緒に居るのは巫み女こ装しよう束ぞくの美人。こんなのは注目の的と言って──て、ああ、そうか。深螺さんは、現在、他ほかの人間に見えないんだっけ。


「式見蛍。こちらです」


　深螺さんが先にベンチに腰こし掛かけて手て招まねきしていた。僕はそろそろと近付いて、「し、失礼します」と、緊きん張ちよう気味に、少し離はなれて座すわる。が、あまりに離れすぎたか、深螺さんの方から詰められてしまい、結果、肩かたが触ふれる。……ひ、非ひ常じように気まずい。多分、僕だけ、気まずい。心の中で汗あせをだらだらとかく。深螺さんに視線を合わせられるはずもなく、周囲を見るも、しかし周囲では──高校生は見てはいけないであろう光景が展てん開かいされていたりするもんだから、もう、そもそもこういうのに弱い僕にとっては拷ごう問もんだった。自然と俯うつむき、視線は自分の膝ひざを見るしかなくなる。自分でも今気付いたが、僕、めっちゃ拳こぶしを握にぎりこんで、膝の上に置いていた。手の中は汗でジットリだ。


「……な、なんでここなんですか……」


「なんで？　ですから、悪あく霊りよう退たい治じをしなければいけませんし、それに、立ち話よりは、ベンチに座って話す方がいいでしょう？　喫きつ茶さ店てんで話すという手もありましたが……私は個こ人じん的てきにああいう場所は嫌きらいですし、貴方あなたも、事前に調べた限かぎりでは金銭的に切せつ迫ぱくしているみたいですので……最良の判はん断だんだと思いますが」


「や、それは、そうなんですけどね……」


　そう言って、周囲を見み渡わたし……すぐに顔を熱くして、手元を見る僕。


「こ、この環かん境きようは……どうなんでしょう」


　僕の言葉に……しかし深螺さんは相変わらず無む表ひよう情じようだった。表情を変えることなくぐるりと周囲を見渡し、そうして、「ああ」とトーンの変わらない声を出す。


「大だい丈じよう夫ぶです。現げん在ざい、私は軽く結界を、このベンチの周囲に張はっています。他者からここは《見えない》……いえ、厳げん密みつには《意い識しきされない》状じよう況きようになっていますので、視線を気にする必要はない」


　サラリとそんなことを言う深螺さん。……結界。以前鈴音が、本当に必死で張っていたものを……この人は、なんの特別な挙動もせず、こんな風に会話しながら、大して意識している風でもなく張っているのだろうか。だとしたら……その能力は、やはり前まえ情じよう報ほう通り、とんでもない。


　ただ……今の問題は、残念ながら、注目されるとかされないとかと、ちょっと別だ。


「いや、そういうことじゃなくて……」


　僕は頰ほおを赤くしながら、呟つぶやく。深螺さんはまたくるりと周囲を見渡した。


「睦むつみ合っている男女の多い環境が、駄だ目めですか。確たしかに、爽そう快かいな環境とは言いがたいかもしれませんね。当然です。だからこそ、悪霊が出る」


「え？」


　僕が顔を上げて彼女の方を見ると、深螺さんはやっぱり、シラッとした目で、公園内の光景を観察していた。


「性せい欲よくイコール悪意とは言いませんし、子こ供どもを作るという行こう為いは基き本ほん的てきに尊とうとぶべき、そして愛に溢あふれた行こう為いと定てい義ぎしてもいいですが。少なくともここでそういう行為を行う者達の精せい神しんに割わり合あいとして多いのは、残念ながら、愛情よりも、単たん純じゆんな欲望の方のようです。そして、そういう人間の純じゆん粋すいな欲望の感情は、悪意の塊かたまりである悪霊において、非ひ常じようにいい《エサ》となる。《霊気》というのは幽ゆう霊れいを構こう成せいする要よう素そでもありますが、生きているモノだって誰だれしもが持っているものです。そして、人の体からはその霊気が常つねに感情を伴ともなって漏もれ出している。ごく少量ずつですがね。それこそ、貴方あなたも例外ではなく体から微び量りようの霊気を常に放出しているわけです」


「え？　でも、僕の場合は物ぶつ質しつ化か──」


「しませんね、それは。そこまで激はげしい物質化能のう力りよくならば、空気中の小さな霊気をかたっぱしから物質化して、もっと大変なことになっています。貴方の能力は、どうやら、ある程てい度どの密みつ度どの霊力を伴って初めて反はん応のうすると考えられます。それこそ幽霊のような一塊のものですね。しかし……そうですね。貴方、憑ひよう依いはされませんでしたが、《中に居いる》や《顔剝はぎ》、ひいては同どう居きよしているという霊体の《声》は聞き取れるでしょう？　しかし霊体の声というのは、声帯を震ふるわせて発せられるものではありません。魂の伝達です。心と心が直ちよく接せつ霊力のラインで繫つながれ、意い志しが伝わる……つまりは、テレパシーみたいなものですね。その《ライン》も、厳げん密みつには、霊気で構成されたものです。つまり──」


「ええと、つまり、少量の霊気なら、物質化能力は反応せず、僕に通ると、そういうことですね？」


「そういうことです。話を戻もどしましょう。この、人の、いえ、生物の体から出る微量の霊気の質というのは、その時のその存そん在ざいの《感情》により決定されます。これは理り解かいいただけるでしょう。悪霊と、善意の霊体の外見からして、霊気には《性質》があることが一目瞭りよう然ぜんなはずです。まあ、善意の塊という霊体は中々存在しませんがね。大たい概がいが悲しみや未練から現げん世せに残るので。ごくたまに人を守るためだけに現世にとどまる者が居ますが、これが、守しゆ護ご霊れいと呼よばれ……更さらに意志や力が強い場合には、しばしば《精霊》等などと呼ばれる存在にまで上り詰つめたりしますね。これに関しては私でも見たことのないほど稀まれな存在ですが。善意の塊より悪意の塊が多いというのが、この社会を如によ実じつに反はん映えいしているとも言えますね。ともあれ、霊気には性質がある」


　……確かにそうだ。ユウを見ても禍まが々まがしさなんて感じやしないが、しかし、ユウと同じぐらいの霊力量でも、どうしようもなく、外見とかだけの判はん断だんじゃなくて、空気として、気持ちの悪い存在も居る。それが、霊気の性質というヤツなのだろう。感情の性質というヤツなのだろう。


　深螺さんは公園の観察に飽あきたのか、ごそごそと、巫み女こ装しよう束ぞくの袖そでに手を突つっ込こみながら、言葉を紡つむいでくる。


「悪霊というのは、貪どん欲よくに成長しようとするものです。基本が飢うえているものですからね。そこらの霊体やら霊気やら、とにかく取り込みたくてしょうがない。肥ひ大だい化かしようとする。そうした際さいに、勿もち論ろん一気に霊力を得られるのは、霊気の塊である霊体を取り込むことですが……まだまだ自分の力が大きくない場合、それほどうまくは霊体を捉とらえられない。なので、その際は何をエサにするのかというと──」


「そうか。空気中の微量な霊気。しかも、性質が《悪意》寄よりのものなら、なおいい」


「そういうことです。魚を考えるといいかもしれません。大きな魚は小魚を食べますが、その小魚は、ホントに小さい存在である、プランクトンを食べて成長する。そういう、ことです。だからここは……この、欲望に満ちた空間には、ふらふらと、細々した悪霊が集まってくる」


　深螺さんはそう言うと、懐ふところから一枚まい、真っ黒な札を取り出した。ぎょっとする。それは、巫女という存在が使うには、あまりに禍まが々まがしく見えて……少なくとも、鈴音がそんなものを持っているところは一回も見たことがない。


　僕がそれを見つめていると、深螺さんはやはりこちらも見ずにその黒い札に念を込めながら、口を開いてくる。……念を込めながらも喋しやべれるなんて……やはり、鈴音とは一いち段だん格かくが違ちがうのかもしれない。


「この札が気になりますか？」


「あ、はい……。なんか、巫女の神しん聖せいなイメージとはかけ離はなれているようで……あ、すいません」


「いえ、いいのです。事実、これは悪意の塊ですから」


「え？」


「つまり、これが私……神無深螺が《漆しつ黒こくの巫女》などと呼よばれ畏い怖ふされる理由ですね」


　そう告げると、彼女は唐とう突とつにベンチから立ち上がり、僕から少し離れ、その札を上空に掲かかげた。瞬しゆん間かんにそれは《闇やみの光》を発し始める。夜の闇の中でも分かるほどに、一段レベルの高い「闇」。その黒い閃せん光こうが札から照しよう射しやされ、公園中に広がっていくが……カップル達は特に何も気付いていないようだ。僕からしたらこんなに激はげしい光景なのに……。こういうのを目まの当たりにすると、つくづく、最近日にち常じように溶とけ込み始めていた《霊》というのが、やっぱり一いつ般ぱん的てきな要よう素そではないのだと思い知らされる。


　闇なのに、眼めを細めたくなるほど眩まばゆい不ふ可か思し議ぎな光を放つその札。それを感かん嘆たんしながら見守っていると……


「うわ……」


　公園中のいたる場所から、黒い霊れい体たいが……悪あく霊りようと思われるものが、何体も、物もの凄すごい歓かん喜きの奇き声せいを上げながら飛び出してきた！　ザッと見ただけでも、十～二十体は居いる。それらが一いつ斉せいに……黒い札に向かって一直線に飛んできている！　


　その光景に流石さすがに僕が怖おじ気けづいていると、深螺さんは相変わらずトーンの変わらない声と無む表ひよう情じようで「もう少し離はなれた方がいいかもしれません、式見蛍」と声をかけてくる。すぐにそれが、彼女の近くに居ると霊体が物質化し、衝しよう突とつする恐おそれがあるためだと気付き、慌あわてて彼女から距きよ離りをとる。二メートル以上は既すでに軽く離れていたが、それでも、思わず更さらに離れる。


　そうして、一定距離を置いた場所から深螺さんを窺うかがう。相変わらず掲かかげた黒い札は妖あやしい……禍々しい光を発し続け、そこに──


「あ、危あぶない！」


　一斉に霊体が激しい勢いきおいで群むらがってくる！　元より悪霊なんていうのは頭のオカシイ存そん在ざいばかりだが、しかし今回のは……全部が全部、明らかに常じよう軌きを逸いつしたギラつき方だった。全すべての霊体が思い切り深螺さんに向かって飛行していく。


　そのあまりの光景に僕は叫さけんだものの、しかし、深螺さんは相変わらずの表情のままその場で黒い札を掲げ続ける。そうして……まさに衝突するかと思われた瞬しゆん間かん、黒い札の輝かがやきが、変へん質しつした。深螺さんがポツリと呟つぶやく。


「《吸きゆう》」


「な──」


　今まで放出されていた光が収おさまる。いや……収まったんじゃない。《逆ぎやく転てん》したような感覚。放出というベクトルじゃなく、それは《吸引》に向いた印象。なにがどうなったのかは分からない。霊力の操そう作さだけに、物理的に風が動いているわけでもない。……しかし、確かく実じつに何かが変質している。そして、その僕ぼくの考えは的中していた。


「────」


　あまりの光景に、絶ぜつ句くする。


　霊体が……十体以上群がってきていた悪霊が、全すべて……片かたっ端ぱしから、その札に……黒い札に《吸引》されていた。良く見れば札の中心に黒い渦うずが出しゆつ現げんしている。変質の瞬間に発生したものなのだろうか。それは、さながらブラックホールだった。悪霊だけを飲み込むブラックホール。


　最後の霊体は吸い込まれる前にその異い常じように気付き、逃にげようともがいたが、無む駄だだった。断だん末まつ魔まの叫さけびと共ともに、強きよう制せい的てきに黒穴に吸い込まれていく。全ての霊体が吸収されたところで……札の渦は消失し、深螺さんはその札をシャッと一ひと振ふりした後、何事もなかったかのように袖そでにしまった。そうして──


「さて、式見蛍。話の続きですが──」


　何事もなかったかのようにテケテケとベンチに戻もどり、ちょこんと座すわる。


「ちょおおっと待てぇい！」


　思わずツッコム僕。今まで敬けい語ごで話していたのも忘わすれるぐらい、ツッコミどころ満まん載さいだった。ベンチの方にダッシュし、立ったまま彼女に詰つめ寄よる。


「い、今の説明なしですか！」


「はい？　説明は、私の記き憶おくが確たしかならば、全て終わっているはずですが。会話のついでに、悪霊、退たい治じしました」


「ついでって！　あんな規き模ぼのことやっておいて『ついで』って！」


「さて、話の続きですが──」


「勝手に進めないで下さい！　なんですか！　なんでそんな『日にち常じよう茶さ飯はん事じです』みたいな顔しているんですか！」


「日常茶飯事ですから」


「い、いや……あ、貴女あなたにとってはそうでしょうけど！」


「何か問題が？」


「……う、うぅ」


　十数体の悪霊を一瞬で殲せん滅めつしといて、どうしてこの人、こうも切り替かえが早いのだろう。まるで僕の方が過か剰じよう反はん応のうしているみたいじゃないか。


　なんだか体力を使い果たして、僕は、深螺さんの隣となりに腰こしを下ろし、背せもたれにぐったりと背を預あずける。深螺さんが首を傾かしげた。


「どうしました？　疲つかれましたか？　私が知る限かぎり、貴方に体力を使わせるようなことはしなかったはずですが……」


「気疲れです」


「気疲れ？　それはまた面めん妖ような」


　面妖なのはどっちだ。


「ああ、もしかして、今の現象の説明をしてほしいのですか？」


「そうです」


「それは構かまいませんが。……そんな会話をしていると、今日は本題に入ることなく帰らなければいけなくなりますよ？　貴方、どういう風に言ったかは知りませんが、家に、同どう居きよしている幽ゆう霊れいを残してきているのでしょう？」


「え？　あ、いや、ユウだったら、鈴音のとこに……って、あれ？　神無家に今は居るはずですが、知らなかったんですか？」


　深螺さんは今日鈴音の家に居たのだと思っていただけに、不思議に思う。彼女は「いえ」と首を横に振ふった。その時、一瞬だったが、今まで冷れい淡たんだったその瞳ひとみに感かん情じようの流れが見えた気がしたが……次の言葉がすぐに紡つむがれたため、その感情の正体は見定められなかった。


「私はホテルに泊とまっています」


「ホテル？　なんで鈴音のところに行かないんです？」


「あそこは、『あの子の家』ですから。私が泊まっていい道理はありません」


「あの子の家って……」


　確かに、現在の鈴音の家は一いつ軒けん家やながら、別に両親が一いつ緒しよに住んでいるわけでもなく、確かに「鈴音の家」ではある。ただ、一人暮らしではない。神無家の財ざい力りよくの賜たま物ものなのか、鈴音専せん用ようの「お手伝いさん」（以前「メイドさん」と称しようしたら、なんか鈴音に怒おこられた）が住み込みで居る。名前は確か、梅うめさんだったか。名前だけでおばあさんを連想させる希き少しような感ある名前だが、鈴音曰いわく、そこは僕の期待に添そって若わかい女じよ性せいらしい。勿もち論ろん鈴音には下心なんてありはしないが、やっぱり家の中を歩き回る相手は自分と同年代ぐらいの同性が良かったらしい。う～ん、確かにそれは分かるかも。僕がリアルにお手伝いさん雇やとうとしても、相手が高こう年ねん齢れいすぎると逆ぎやくに気を使っちゃうだろうし。


　しかし……その「梅さん」が居たところで、それにしても深螺さんの寝ね泊とまりスペースなんて充じゆう分ぶんあるはずだ。それなのにホテル泊まりって……。


　そう思ったものの、しかしこの姉妹の関係性を考えると、まあ、そんなに不思議がるような状じよう況きようでもないのかなと思う。それよりも、現げん在ざいはもっと不思議なことがあったし。


「まあ、それはいいです。とにかく、今は、さっきのアレの説明を……」


「時間は大だい丈じよう夫ぶなのですか？」


　訊たずねられて、ハッとする。確たしかにユウは居ないが……代わりに今日は傘が居て、しかも、コンビニに行っていると思っているのだった。傘は十時からなんか見ているドラマがあるらしく、だからとりあえず最大で十一時までは探さがしに来ることもないだろうが……。そう思って携けい帯たいで時間を確かく認にんすると、既すでに十時半過すぎだった。ここからの歩行時間を考えても、あんまり悠ゆう長ちようにやってられないどころか……いや、本題を……自殺方法に関するマジな話を、落ち着いてやってられる時間もなかった。


「しまった……。あんまり時間ないな……」


「どうしたのです？」


「いえ、今日は妹が来ていて、彼女にはコンビニに行くと説明して出てきたのですが……怪あやしく思われないため、やっぱり一時間以内ぐらいには帰っておきたいんですよね……」


「そうですか。ならば、今日は帰るとしましょう。駅までは一緒ですよね？　先ほどの事象に関しては、そこまで歩行する間に語るとしましょうか」


　深螺さんはピシャリとそう告げると、すぐに立ち上がり、またも僕に何も言わず歩き出してしまった。段だん々だん彼女のキャラにも慣なれてきたものの、しかしやっぱり慌あわてて僕はその背を追う。その際さいに再ふたたび、もうかなり凄すさまじいことになり始めたカップルを見て、再さい度ど赤面して顔を逸そらす。


「あの、じゃあ、例の件けんに関しては……」


「また明日にしましょう。明日も、同じ時間に出て来られますか？」


「大丈夫ですけど……いいんですか？」


「ええ。元よりこちらに来た目的の大半は貴方あなたにありますから、貴方との接せつ触しよくはできるだけ多く持とうと思っていました。こちらとしては問題ないです。なんなら、私が滞たい在ざいする期間、毎まい晩ばん、この時間にこの公園で待ち合わせ……というのはいかがでしょう」


「毎晩、ですか」


「はい。貴方、明日《苦しくも痛いたくもなく死ぬ方法》を聞いたとして、その場ですぐに死ねますか？　決心はついているのですか？　死ぬ準じゆん備びにはぬかりはないですか？」


「それは……」


　返答に、詰つまった。……ちょっと前までの僕なら、ここで詰まりなんて、しなかったはずだ。しかし……今回、なぜか僕は、詰まった。それを見て、深螺さんが続けてくる。


「ならば、私の話を聞きながら、気持ちの整理をした方が賢けん明めいでしょう。その霊れい体たい物ぶつ質しつ化か能のう力りよくについて、色々語りたいこともありますし」


「そう……かもしれないですね」


「妹さんへの言い訳わけも、大丈夫でしょう。毎晩十時ごろにコンビニに行く習しゆう慣かんがあって、そうしないと落ち着かない、とでも言っておけば、当面大丈夫です。もし駄だ目めなら駄目で、貴方が来なくても私はかまいません。少しここで待って貴方が来なかったら、帰き宅たくすることにします。まあ、いよいよの場合は私が妹さんの精せい神しん操そう作さをしてもいいのですが……」


「あ、いえ、それは……いいです」


　身勝手な話なんだけど。なんとなく、軽いものでも、傘には……妹には、精神操作とか、かけてほしくなかった。それが害がいあるものじゃないって、分かっているのだけれど。それでも……できることなら、普ふ通つうに誤ご魔ま化かしておきたい。


「でも、わざわざ待っていただくのもなんですし……ケータイで連れん絡らくとればいいのでは？」


「いえ。私はどちらにせよ夜はここらを徘はい徊かいしますから。別に手間ではないのです」


「そうですか？　なら、いいんですが……」


「まあ、教えあっておいて損そんはないでしょうから、一いち応おう番号は交こう換かんしておきましょう」


　深螺さんに言われ、携帯電話の番号を交換する。巫み女こ服と携帯電話は微び妙みようにミスマッチな取り合わせだったが、彼女が「プロ」であることを考えると、持っていて当然のアイテムという気もする。番号交換が終わると、再び深螺さんは口を開く。


「まあ、今回の依い頼らいは、悪霊を捕ほ獲かくすればするほど報ほう酬しゆうの貰もらえる仕事ですから。ここは非常に良いスポットです。勿もち論ろん、ここ以外も回りますが、どちらにせよ、私はここを覗のぞきにくるので、それに関して貴方が引け目を感じる必要性はありません」


　僕は彼女の言葉に、眉まゆをひそめた。街灯の下を横よこ並ならびに歩きながら、一番気になっていたことを質しつ問もんする。


「捕獲……ですか。さっきのはやっぱり……そのお札に、《吸い込んだ》んですか？」


「ええ。そうです。これが、基本的な私の手法ですね。あの黒い札には、私が、あえてたっぷりと、《悪意的な質の霊力》を注いで、圧あつ縮しゆくしているのです。その含がん有ゆう率りつ、圧縮率たるや、普通の札の比ではありません。実際に使う際には、まず……今回の場合ですが。札に込められた悪意的霊力……それも高こう密みつ度どのものを放ほう射しやして、悪霊を《釣つった》。まさにエサですね。エサをちらつかせて、公園内に集まっていた悪霊を一気に引き付けた」


「…………」


「そうして、全部が出で揃そろったところで……今度は札自体の封ふう印いんを一いつ斉せい解かい放ほう。高密度に圧縮された霊力は、逆ぎやくに、他の霊体を《吸きゆう収しゆうする》力となります。悪霊と同じですね。強い悪霊が弱い霊体を取り込むのと同じ原理です。私が練ねりに練った高密度な霊気は、周囲の、エサを取り込もうと群むらがった悪霊を、逆に全すべて吸引する。あとはもうどうにでもなりますよ。成仏させたいなら、持ち帰って、念仏でも唱えてあげればいいし、逆に利用したいなら、性質を改善して手て駒ごまにするもよし」


　相変わらずの無む表ひよう情じようと抑よく揚ようのない声でそんなことを淡たん々たんと深螺さんは語るが……。それは、実じつ際さいとんでもないことだった。数十体もの悪霊を一いつ瞬しゆんにして吸引してしまうほどの霊力って……一体、どれほど膨ぼう大だいなものなんだ。それを、この人は、自分で制せい作さくし、まるで普ふ通つうのことのように扱あつかいこなす。……天才と呼よばれる所以ゆえんが、充じゆう分ぶんすぎるほどに理り解かいできた。同時に、鈴音が自分に自信を持てない理由も……痛いたいほどに理解できる。こんな姉が居いたのでは……確かに、自分の能力に自信なんて、持てないだろう。そんな思考に追い討うちをかけるように、深螺さんが呟つぶやく。


「まあ、大したことではありません。雑ざ魚こ散らしに過すぎませんね、こんなのは。恐おそらく、貴方が先日消しよう滅めつさせた《顔かお剝はぎ》レベルのものには通用しえないでしょう。こんな子こ供どもだましじゃ」


「子供だまし……ですか」


　鈴音だったら、とてもじゃないがあんな芸当はできない。彼女だってそれなりの霊能力者ではあるはずなのに、だ。それを……子供だましと切り捨すてるとは。


「ええ。実際これ、遊びで作ったようなものですからね。私以外には扱えないという汎はん用よう性せいの低さからも、まあ、失敗作と分類できるんじゃないでしょうか。もったいないので、雑魚散らしには利用していますが。《三種の神器》には遠く及およびません」


「じ、神器？」


　なんか凄すごそうなワードが出てきたなと顔をひきつらす。深螺さんは淡々と回答してきた。


「ああ、いえ、まさか本当に伝でん承しようのものとかではありませんよ。私が、便べん宜ぎ上じよう、自分の武器にそう名付けているだけです。現げん在ざい主に使っているのが丁度三つで、更さらには《鏡》《勾まが玉たま》《剣けん》にそれぞれ霊力を込こめているので、三種の神器、と言っているだけですね。使い勝手が良いのですよ。シンプルかつ強力というのが、一番いい武器です。──と、ここでお別れですね」


　そう言われて、ふと気付くと、既すでに駅前まで来ていた。深螺さんは無言で深々と僕に一礼だけすると、そのまま、スタスタと階かい段だんを上のぼっていってしまう。別れの言葉を告げる余よ裕ゆうさえなかった。


　僕は彼女の背中を嘆たん息そくしながら見送ると、今更、「あの巫女装しよう束ぞくにも霊力とか込められていたのかも」なんてことに気付いた。とりあえず、彼女が「意味も無く」巫女装束を着ているということは、無いのだろう。そんなことを考えて、自分も自じ宅たく方面に歩き出す。


　……ふと気付くと、なぜか、僕ぼくは笑んでいた。


　結局自殺方法に関する話なんかできなかったのに……そして、非ひ常じように疲つかれる一時間弱だったのに……。なにか、わけのわからない、充じゆう実じつ感かんみたいなのがあったのだ。別に何をしたわけでもないのに。悪霊を倒たおしたのだって僕じゃない。僕がしたことと言えば、あの人に散々振ふり回された、ただそれだけなのに。彼女と友好的関係を築きずけたわけでもないし、楽しい会話をしたわけでもない。ずっと無む表ひよう情じようで淡たん々たんとした言葉を聴きき続けただけだ。なのに……。


（不思議と、鈴音が言うほど、悪い印象は抱いだかなかったな……）


　確たしかにロボットみたいな人なのかもしれない。感情がない、冷れい徹てつな人なのかもしれない。でも……自分でもよくわからないけど、なぜか、彼女が嫌いじゃない自分が居た。不思議だ。鈴音に似にている部分があったわけでもないのに、妙みような親近感がある。


　僕はそのまま自宅マンション前まで歩いて……そうして、自宅の玄げん関かん前まで来たところで、唐とう突とつに、ようやく気付いた。


　同じだったんだ。あの人と。僕。異い質しつな能力を持ってしまっていることも勿もち論ろんだけれど。それ以上に親近感をもったのは。


　家の話をした時に瞳ひとみの中に見えたあの戸と惑まどいは、今思えば妹との距きよ離りを測はかりかねているような感情の色で。それが、今の僕とどこか共通していたからだったんだ。





　　　第三章　優やさしい日中










　左側、ムスッとした鈴りん音ね。……よって視し線せんが向けられない。


　右側、ムスッとしたユウ。……よって視線が向けられない。


　前だけを見て歩く僕。うん……前文がなければ、なにか、凄くカッコイイ言葉だった気がする。もう一度言っておこう。式しき見み蛍けいは、現在、前だけを見て歩いております。


　終業式当日。ユウがごねたらしく、今日はわざわざ鈴音が、僕の使う駅（昨晩お姉さんと待ち合わせた所）でユウと共に僕を待っており……当然一緒に登校することになったのだが、どちらも、最初から口数は少なかった。そこに加えて、沈ちん黙もくに耐たえ切れない僕が一人で喋しやべり、結果、余よ計けいなことを口走ったが最後。一気にギスギスした空間の完成だった。昨日の深しん螺らさんの理り論ろんを使えば、確実に現在、この二名からは「悪あく質しつな霊気」が噴ふん出しゆつしていることだろう。悪霊が群むらがって来るどころか、いや、あまりに悪質すぎて、悪霊も敬けい遠えんするぐらいかもしれない。それぐらいに、二人の雰ふん囲い気きが尋じん常じようじゃない。


「……不ふ潔けつだよ」


　無言だった鈴音が再さい度どいつものセリフを吐はいてくる。学校周辺の駅からの歩行途と中ちゆう、ユウと鈴音はまるで僕を連行する警察の如ごとく両サイドに陣じん取どっており、基き本ほん的てきに無言。たまに口を開けばこんな糾きゆう弾だんの言葉なのだから……ホント、死にたい。昨日のうちにちゃんと深螺さんに「楽な自殺方法」聞いておけば良かった。


　鈴音はジトッとした目を僕に向けてくる。


「まさか妹さんにまで手を出すなんて……」


「だぁかぁらぁ。どうしてそう、曲きよつ解かいするんだよ。漫まん画がじゃないんだ。実の妹とそんな変な展てん開かいになるわけないだろう？」


　僕の言葉に「でも」と反論してきたのは、左側に居いるユウだった。彼女の視線にも鈴音と同じ感情が含ふくまれているように感じる。いつも笑顔で抱だきついてくるくせに、今はまるで普通の、ちょっと仲の悪いクラスメイトみたいな距きよ離り感かん。……いや、待て。よく考えると、これが普ふ通つうなのではないか。まだ出会ってそう経たってないぞ、僕ら。むしろ抱きつかれまくっている方がどうかしているじゃないか。……こほん。とにかく、ユウの態たい度どには違い和わ感かんがありまくった。どうも本ほん格かく的てきにイライラしているらしい。


「一いつ緒しよの布ふ団とんで寝ねたんでしょ、ケイ。いやらしい」


「お前だってこの前一緒の布団で寝ただろうが！」


「な！　蛍！　それどういうこと！」


　ツッコミを失敗しました。知られなくていいことを、鈴音に知られる。結果、鈴音の不ふ機き嫌げんは二倍に膨ふくれ上がった。ああ……もう、死にたい。


「だから……ユウの場合もそうだけど！　僕基き本ほん一人暮ぐらしだし、部屋も狭せまいんだよ！　布団何組も普通持ってないだろ！　ソファとかだってないし！」


「なにその理由！　女性誘さそうにしても、もうちょっとマトモな理由つけられないの！」


「マジなんだから仕方ないだろう！」


「ケイ……異い性せいと布団にほいほい入る人だったなんて……」


「だからお前が言うなよ！　ユウ！」


「やっぱりユウさんとも寝たのね！」


「『寝た』とか言うな鈴音！　いや、まあ、そりゃ寝るには寝たけど……」


「!!」


「や、だから、本来の意味での『寝る』だよ！　さっきの僕の言い方も悪かったけど、なにもそこまで──」


「ああ……まさか蛍がそんな……」


「人の話聞こうよ！」


　鈴音が頭に手をやってふらふらしてしまい始めた。……ああ、確たしかに、僕は妹と一緒の布団で寝たさ。そうさ。その話を迂う闊かつにもこの二人にしてしまったさ。でも、それはなんていうか、僕や傘さんの中で割と普通のことで……。母親が来ても父親が来ても、同じだ。布団が二組もないし、それに、二組敷しくスペースだって殆ほとんどない。まあ、それに長期間滞たい在ざいするわけでもないし、それのためにもう一つ寝しん具ぐ買う余よ裕ゆうだってない。だったら、まあ、窮きゆう屈くつでも二人で寝ればいいじゃん、という感じのノリだ。当然そこにユウや鈴音の言うような不潔な展てん開かいなんてあるはずもない。あってたまるか。韓はん流りゆうドラマじゃあるまいし。……まあ、こちょばし合いの第二回戦はあったけど……そして、結果、あんまり眠ねむれなかったけど。だからって、何で妹との禁きん断だんの関係にすぐ発想が飛ぶのか。


　僕がもう登校前からして疲つかれていると、今度はユウがつっかかってきた。


「ケイ……。この短期間に二人もの女性とベッドインだなんて……恐おそろしい人」


「なんでだよ！　っていうか一人はお前だろ！　しかも何もしてないのはお前が一番よく分かっているだろ！」


「わかんないよ？　私がぐっすり眠ねむっている間に、ケイに何かされた可か能のう性せいは否いなめないよ」


「否めるよ！　否めよ！　僕、完全に意い識しき失っていただろうが、あの時！」


「じゃあ、私がケイにイタズラした可能性も否めないよ？」


「な──！　って、それ僕、被ひ害がい者しやじゃないか！　っていうかそこは本気で否ひ定ていしろ！　否定してくれ！」


「……ノーコメント」


「おいっ！」


「とにかく。ケイは野や獣じゆうっていうとこに行き着くわけで、妹さんと言えど、異性と布団に入ったなら、そこは疑うたがうべきっていう結けつ論ろんなわけだよ、うん」


「今の話のどこからそんな結論が出るんだよ！　むしろ糾弾されるべきはお前なことが判はん明めいしなかったか、今の会話！」


　僕は他人にユウが見えないのもすっかり忘わすれ、虚こ空くうに向かって思い切り叫さけび続けた。内ない容ようも内容だっただけに、周囲の登校生徒の空気は凄すごいレベルだったが、最近現守高校生徒の間では「二年の式見蛍は事じ故こ以来ちょっとおかしいから、ここは、生徒教きよう職しよく員いん一同、優やさしく見守ってやろう」という生なま暖あたたかな暗あん黙もくの了りよう解かいがあるらしく、全員気まずそうに視線を逸そらして早足で登校していっている。僕は僕でもう他人の視し線せんどころの話じゃないので、とにかくそのまま、学校に着くまで言い訳わけを繰くり返しまくった。


　結局のところ誤ご解かいは完全には解とけなかったものの、到とう着ちやくする頃ころには一いつ旦たんその話を置いておけるぐらいには、三人とも平静を取り戻す。……というか、実際はただ皆みな疲つかれただけだったのだけれど。


　教室に向かう廊ろう下かを歩きながら「そういえば」と鈴音がようやく話を変えてくる。ほっとしたのも束つかの間、しかしその話題もやっぱり僕にとってありがたいものではなかった。


「そういえば、蛍。昨日……姉さんと会ったの？」


　ぎくりとした。自殺方法の相談のことを糾きゆう弾だんされるかと思ったのだ。


「えっと……。鈴音、知っていたのか？」


「いや……昨日の夜、ホテルの姉さんから急に電話かかってきて。で、一言だけ『彼は面白いわね』とだけ言って切られたんだけど……。そう、やっぱり、蛍に会っていたんだ」


「う……」


　深螺さん……あんた自分でこの会合は内ない緒しよだって僕に言いませんでしたっけ？　まあ……マイペースな人だということは、もうイヤというほど知っているから、恨うらみ言の一つも出ないけど。


　僕は、「女性と深夜に二人きりなんて……不ふ潔けつ」とかまた言われるのかと思い身み構がまえたが……しかし今回の鈴音の反はん応のうは少し違ちがった。


「…………」


　何も言うことなく……僕を責せめる視線を向けるでもなく、ただ、元気をなくしたように俯うつむく。ユウは僕につっかかろうとしたみたいだが、鈴音の反応を見ると、彼女は彼女で、なにか気を使ったのか、言葉を途と中ちゆうで呑み込こんでしまった。


　俯いたままの鈴音をユウと顔を見合わせながら気にしつつ、廊ろう下かをそのまま歩行し、自分のクラスに辿たどり着く。窓まど側がわ後方の自分の席せきにカバンを下ろし、隣となりの席の鈴音を見る。彼女は机つくえの上にカバンを下ろし……しかしそのまま、なにをするでもなく、溜ため息を吐つきながらぼんやりと自分のカバンを見つめていた。僕は自分の席に座ると……未まだ立ちっ放しの鈴音に、恐おそる恐る声をかける。


「おい……鈴音？　どうかしたか？」


「え？　……ううん」


　彼女はやはり生気なくそんな生返事を返すと、カバンを机のフックに掛かけ、椅い子すを引いて座り……そうして、「ふぅ」と、机に頰ほお杖づえをついた。僕はユウと顔を見合わせ……そうして、再さい度ど話しかけてみる。


「鈴音？　その……悪かったな。勝手に深螺さんと会ったりして……」


　僕の言葉に、鈴音ではなく隣のユウが「シンラ？」と反応してくる。僕がユウに「鈴音のお姉さんだよ」と説明している間も……しかし鈴音は、やっぱり怒おこるでもなくボンヤリしていた。


「おーい。鈴音？　その……大だい丈じよう夫ぶか？」


　僕が流石さすがに心配そうに表ひよう情じようを歪ゆがめると……鈴音はようやく、作った笑みを浮うかべて「ん」と返してきた。そうして、一つ嘆たん息そくした後、ぽつりぽつりと話し始める。


「姉さんに会ったなら分かると思うけど……ほら、ああいう人だから。私がその行動に文もん句くとかつけても……仕方ないの」


「あー……。それは分かる気がする……」


　確かに。あの人は他人の意見で動きそうもない。僕に会うと言ったら鈴音がなんと言おうと会うだろうし……たとえ鈴音が実力行使で止めようとしても、コンマ数秒でなぎ払はらってしまいそうだ。


「それに、大体の目的は予想がつくわ。単たん純じゆんに……あの人は、蛍の物ぶつ質しつ化か能のう力りよくに興きよう味みがあるだけなのよ。それ以上でもそれ以下でもない」


「それは、そうだろうな」


　自殺方法に関することは……とりあえず、鈴音には漏もれていないみたいだった。


「鈴音……そんなにお姉さん、苦手なのか？」


「苦手って言うか……」


　複ふく雑ざつな表情をする鈴音。彼女はぎゅっと自分の手を握にぎりこむと……視線をその手元に向けたままで、呟つぶやいた。


「……尊そん敬けいはしている。凄すごいと思う。私の目標だし……うん、自じ慢まんのお姉さんだよ。子供の頃ころは……あの人の妹だっていうことが、私の、誇ほこりだった。……そういう意味では……あの人のこと、好きだった。でも……」


「…………」


「あの人にとって世界の全すべては二つに分かれている。興味深いモノと、どうでもいいモノ。だから……。ただあの人にとって蛍は前者で……そして私は……後者だっていう、それだけだから……」


「鈴音……」「鈴音さん……」


　自じ嘲ちよう気味に告げる鈴音に対し、何かかけるべき言葉を探すものの……結局、これといった「いいセリフ」なんて、そうそう湧わいてこない。元気付けるだけの無む責せき任にんな言葉ならいくらでもかけられる。「お姉さんはキミが思うよりもずっと本当はキミのこと考えているよ」だとか。「鈴音は鈴音でいいじゃない」とか。……でも……そんな風に僕ぼくの中に浮うかんでくる「いいセリフ」は、どいつもこいつも、何かのドラマで見たような……「僕の言葉」じゃなくて。それが分かるから……結局、何も言えなかった。あのユウでさえ、そうだった。相手が鈴音だから……大切な、友人だから。上辺だけの付き合いなんか、したくないから。だからこそ、彼女の本気の悩なやみに、軽々しい励はげましの言葉なんて言えなくて。自分の妹を笑わせるのにさえ、こちょこちょしか未いまだにできない、不器用な人間だから。


　だから僕は……


「あー、実は昨日、妹と、布団の中で結けつ構こう色んなところ触さわりあったりしたんだ、僕！」


　クラスメイト達が一いつ斉せいにむせるほどの音量で、僕はそんなことを言う。鈴音は僕の言葉に少しの間キョトンとしていたが……。ユウに「ほら」と微ほほ笑えみながら促うながされると……彼女もクスッと笑い、それから、いつものヒステリックな大声を上げてくる。


「ちょっと、蛍！　どういうことかちゃーんと説明してもらいましょうかぁ！」


　そう怒おこってくる彼女の表情は……怒っているはずなのに、なぜか、口元は笑っていたのだった。その顔にホッとする。……ま、実際のところ、何にも解かい決けつなんてしてあげられていないのだけれど。


　はぁ……僕の不器用さも、ホント致ち命めい的てきだな……。死にてぇ。





「後こう輩はい、帰るぞ」


　終業式のため午前だけの日につ程ていを終え、鈴音とユウと共に帰り支じ度たくを始めていると、唐とう突とつに学年の違ちがう女生徒が、なんの躊躇ためらいもなくクラスにずかずか入りながら声をかけてきた。カバンに教科書を詰つめていた視線をそちらに向ける。そして、思わず嘆たん息そく。


　相も変わらず無意味に自信満々な足取り、表情の人間がそこに居いた。まあ、このクラスの人間からすれば先輩にあたる……三年の人間なため、年ねん功こう序じよ列れつの精せい神しんで行けば確たしかに上の人間ではあるのだが。この人の場合、恐らく教きよう師しに対してだってこんな態たい度どだろう。それぐらいに……「実は亡ぼう国こくの姫ひめだったんだ」と説明されたら「ああ、どうりで」と普ふ通つうに納なつ得とくしてしまいかねない風ふう貌ぼう。


　また実じつ際さい容よう姿しだけは人ひと並なみはずれて美人なものだから、威い圧あつ的てきな態度も様になってしまって困こまる。長く艶つややかな黒くろ髪かみと、すっきりして小さい顔。明らかに神様にえこひいきされた顔パーツと、配置、及びプロポーション。いや、もしかすると、この人のことだから、生まれる前に神様でも脅おどしてこの造ぞう形けいを手に入れてきたのではないだろうか。


　真ま儀ぎ瑠る紗さ鳥とり。この、多分人間……だと思われる存そん在ざいの名めい称しようだ。僕との関係は、中学時代から通しての「先輩後輩関係」。まさにそのまま。その通り。よって、僕は彼女を「先輩」と呼よび、彼女は僕を「後輩」と呼ぶ。ある意味真の先輩後輩関係と言えよう。僕が「先輩」と口に出せば百パーセントこの人のことを指すし、この人が「後輩」と口にすればそれは百パーセント僕を示しめす。唯ゆい一いつ無む二にの先輩後輩関係。そして……ある部活の、部長と、部員の関係でもある。


　先輩は僕の机つくえの前まで来ると、不ふ敵てきに笑い、机に手を置いてもう一度声をかけてきた。


「今日は終業式だ、後輩。つまり、夏休み前の帰き宅たく部ぶの部活動は、本日で最後ということだ。これは、気合をいれなければなるまい」


　そう言って、カバンから、赤ペンで「超ちよう帰宅マップ～夏、恋こいの予よ感かん編へん～」などと大きく描えがかれた、この辺一帯の一枚まい地図が取り出され、僕の机に広げられる。鈴音とユウがそっと顔を逸らして無関係を装よそおう中……僕は更さらに嘆息する。


「……最近おとなしいと思ったら……」


「喜べ、後輩。三日ほど徹てつ夜やして製せい作さくしたんだぞ」


　真儀瑠紗鳥。三年。卒業後は大学進学予定。つまり、受じゆ験けん生せい。……こんな受験生が居てたまるか。


　先輩は目をらんらんとさせて、地図の説明を始めた。ふと気付くと鈴音とユウがそぉっと逃にげようとしていたので、とりあえず二人の襟えりを摑つかんで、ニッコリと、「そういや二人も帰宅部に入部したいって言っていたよな？」と声をかけてやった。瞬しゆん間かん、先輩の目がキュピーンと光る。鈴音とユウは慌あわてて僕の口を押おさえようとしていたが、時既すでに遅おそく……というか、本気で遅かったようで。


「ふふ、案ずるな後輩。神無鈴音、浮ふ遊ゆう霊れいユウ、星川陽慈は既に登とう録ろく済ずみだ」


「おお……」


　いつのまにか被ひ害がい者しやが倍ばい増ぞうしていた。鈴音とユウが『なぜ!?』と叫さけんでいたが、そんなのは無む視しする。よし。これで僕への被ひ害がいが分ぶん割かつされ──


「まあ、後輩は副部長だから、部員増えた分、今後はもっと私に献けん身しん的てきに仕えてもらうことになりそうだがな」


「…………」


「あと、先日の《顔かお剝はぎ》事件でまたゴタゴタしてしまったが、例のランチの件けんはまだ忘わすれてないからな。それも心こころ構がまえを怠おこたるなよ、後輩。ああ、更さらに、現げん在ざい夏休み中には《帰宅部合宿》も計画中だ。こうご期待」


「…………」


　僕が真っ白く……心が燃え尽つきて灰はいになっていると、鈴音とユウが、無言で僕の肩かたをぽんと叩たたいてきた。……いよいよ近いうちに死んだほうがよくなって来たな……。


　先せん輩ぱいはそのまま《帰宅マップ》についての説明を嬉き々きとしてしていた。僕はふと正気に戻もどると、慌あわてて「先輩っ」と声をかける。どういうわけか現在先輩の指はここから十五キロ離はなれた山の中を指し示しめしていたが……ま、まあ、そこは見なかったことにしよう、うん。


　先輩は説明を止められて不ふ機き嫌げんそうに僕を見る。僕は「その……」と少し恐きよう縮しゆくしながら口を開いた。


「あの……今、家に妹が来ていまして……」


「妹？　……ああ！　傘ちゃんか？」


　先輩は思い出したようにぽんと手を叩いた。その反はん応のうに、鈴音が「真儀瑠先輩は会ったことあるんですか？」と訊たずねかける。先輩は「ああ」と頷うなずいた。


「一回だけだがな。それも後輩と出会ってすぐの頃ころだったが……。しかし、激はげしく後輩には似にても似つかないいい子だと感じたことは、覚えている」


「そうなんですか」


「ああ。そうそう、思い出した。あれは、後輩の家に泊とまり込みに行った時だったな」


「な──」


　先輩の言葉に、鈴音とユウが絶ぜつ句くする。僕は慌てて先輩を止める。


「ちょ、先輩！」


「なんだ？　事実ではないか。そして深夜、二人、ベッドで大おお暴あばれしたではないか」


　先輩の言葉に、鈴音とユウの顔がみるみる赤くなっていく。……照れているのではない。あれは……殺意の色だ。
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「なんで変な言い方するんですか！　確かに大暴れしましたけど、あれは──」


「二人で夜明けのモーニングコーヒーも飲んだではないか、あの日」


「だからどうしてそう──」


「事実だろう」


「……事実ですけど」


　そこには壮そう大だいな……説明が非常に面めん倒どう臭くさい「真儀瑠紗鳥との邂かい逅こうの物語」があったのだけれど……。この、既すでに理り性せいとかなさそうな女性二人にはとても説明できたものじゃない。僕はもう話を切り替かえてしまうことで対たい応おうすることにした。


「と、とにかく！　妹が……傘が今家に来ているんですよ！　それで、今日は、できるだけ早く帰ってやりたいので──」


「ああ、なるほど。……まあ、とぉっても慈じ悲ひ深ぶかい私だ。そういう理由なら、今日の部活は免めん除じよしてやるが……。その分、ランチのランクはアップするぞ」


「なんでですかっ！」


「三日徹てつ夜やして作ったマップを、可か愛わいい後輩にないがしろにされた可か憐れんで繊せん細さいな美女先輩は、とっても心に傷きずがついたのだ。慰い謝しや料りようは貰もらわなければ」


「……ああ、もう、わかりました！　わかりましたから、今日は早く帰らせて下さい」


「ふむ。……相変わらずのシスコンぶりだな、後輩」


「はいはい、シスコンですよ。それでいいですよ。もう。……とにかく、今日は普ふ通つうに帰りましょう」


「……む、……つまらない」


　先輩はムスッと不ふ機き嫌げんになると、渋しぶ々しぶマップを回かい収しゆうし始めた。……本気でこの人、三日徹夜してこれを作ったのだろうか。たかが後輩とのふざけた部活のために？　……相変わらずわけのわからない人だけど……確たしかに、ちょっと悪いことしたかな。こりゃ……奢おごるランチは、いよいよ凄すごいランクになってきたかもしれないぞ……。最早、ランチの枠わくには収おさまらない規き模ぼかもしれない。下手すると「最高のランチのために三泊」やら「ランチのためにパスポート申しん請せい」やらまで発はつ展てんしかねない。確かく実じつに僕の用意する費用の中でだ。


　先輩がマップをしまい終えると、僕らはようやくカバンを持って教室から出た。まあ、普通に一いつ緒しよに帰るだけでも一いち応おうは「帰き宅たく部ぶ部活動」である。


　玄げん関かんから出てすぐに、ふと、校門脇わきで妙みような二人組を見かけた。他校の生徒だ。何か二人でこそこそとしながら、それでいて片かた方ほうはぎゃあぎゃあと周囲に聴きこえる音量で会話をしていたが、もう片方の声が小さいので、さすがに内ない容ようはよくわからない。ユウが、そこになにか面白いネタでも発見したのか、ふわりと飛んで行って二人の会話に聞き耳をたてていた。僕らは立ち止まるのも変なので、手て振ぶりで「先に行ってるぞ」という旨むねのことをユウに伝えると、そのまま歩き出した。


　二～三分で、ユウは戻もどってきた。なぜか、腕うで組ぐみをして唸うなっている。


「なんだったんだ？　あれ」


　僕の質しつ問もんに、ユウは首を傾かしげる。


「よくわかんなかった。……でも、多分、野次馬。なんか、現守高校には不思議が一いつ杯ぱいあるとかいう噂うわさを聞きつけて、探さぐりに来たみたいだよ」


「不思議？」


「うん。ええとね……『帰宅部という部が本気であるらしい』とか、『校内で噂話を集める幽ゆう霊れいが徘はい徊かいしているらしい』とか、『巫み女こさんが居いるらしい』とか……根も葉もない噂だよ。全く、噂にしても、根こん拠きよがないのは困こまるよねー」


　根拠ありまくりじゃねえか。噂じゃなくて、それ、事実じゃないか。……と言いたかったものの、鈴音も先せん輩ぱいも「全くだ」「困るわねー」と憤ふん慨がいしていたので……僕は、今のツッコミをそっと心にしまっておくことにした。……噂の当人って、案外自覚ないんだな……。勉強になる。そして、的てき確かくな情じよう報ほうを得ているあの二人に、拍はく手しゆしたい気分だ。あなた方は、この世界には珍めずらしく、実にマトモな部類の人だ、と。


　僕はユウに訊たずねた。


「で、彼女ら、誰だれなの？」


「ん？　学校名とかはわからないし、フルネームもわからないけど……。とりあえず、お互たがいを呼よんでいたのは聞いたよ。えとね……騒さわがしい方のギャルっぽい人が、『カズミ』で、無表情でぼそぼそ喋しやべっていた長ちよう髪はつの人の方が、『ショーコ』だった、かな」


「ふぅん……」


　世の中には、先輩以外にも暇ひまな女子生徒が居るようだ。僕は彼女らが先輩みたいに変な事件に自ら首を突つっ込こまないことだけを祈いのると、意い識しきを切り替かえて歩き始めた。他人の心配していられる状じよう況きようではない。


　しばし歩いた頃ころには、帰宅部活動を断ことわられた先輩も、いつもの元気を取り戻もどしていた。また意味も無く僕の隣となりで笑んでいる。……不ふ吉きつだ……。そう感じたのは、僕だけじゃなかったらしい。ユウが鈴音に「真儀瑠先輩って、蛍と会う前からしてこんなんだったの？」と訊ね、それを、鈴音が先輩に「翻ほん訳やく」して伝えていた。先輩は霊れい能のう力りよくがない。ユウを見ることも声を聞くこともできないから、二人がコンタクトをとりたい時は、こうして霊能力のある人間でワンクッション置く。


　僕もそれは興味ある話題だったので彼女の方を見ると、先輩は「ふむ」と口元に手をやっていた。


「……まあ、こんな風……というのは、どういう意味か良く分からないが。後輩と関かかわる前から、まあ、面白そうな事じ件けんには自分から首を突っ込んでいたな」


「事件？　例えば？」


　僕が尋たずねる。先輩はニヤリと笑った。


「連続殺人事件を解かい決けつしたこともあったぞ。陸の孤こ島とうとなった山さん荘そうで起きた連続殺人で、中学一年生だった私がトリックを見み破やぶり、『犯人はこの中に居る！』と宣せん言げんし、そして謎なぞ解ときをした後、いい話をして、犯はん人にんを泣き崩くずれさせたこともあったなぁ……。どこにでもある、いい思い出だ……」


　うっとりとする先輩。嘆たん息そくする僕。


「どこの名めい探たん偵ていですか……」


「犯人が使ったトリックは、なんと、叙じよ述じゆつトリックだった」


「リアルでどうやって！」


「主人公だと思っていたアイツが犯人だとは、つゆとも知らず」


「主人公ってなに！」


「結果、私とそいつ以外全員殺されたから、その時点で私は犯人を見破ったのだがな」


「それは推すい理りじゃない！　というか、先輩何気に大ピンチじゃないですか、その状況！」


「それは大だい丈じよう夫ぶだ」


「なんでですか！」


「だって私だぞ？」


　……なんか妙みように皆みな納なつ得とくしてしまって、この話は終わった。もう、事実でもフィクションでも正直どちらでもいい。この先せん輩ぱいなら、実際にそんなことに巻まき込まれていてもおかしくはないし、また、妄もう想そうを語っていたとしてもおかしくはない。どっちだったとしても、どうにもならないし。


　この先輩は、そういうことが非ひ常じように多い。無む駄だなことこそ全すべてと言わんばかりの人間なのだ。余よ計けいなことばかりに力を注ぐ。そのためには他人を振ふり回すことも厭いとわない。本来なら迷めい惑わくな人ここに極まれりだ。だけど……。


（あれ？　これって……）


　ふと、今、気付いた。今……この先輩とあほらしいやりとりしている、この瞬しゆん間かん。僕ぼく……悩なやみから解かい放ほうされている？　いや、当然この人に振り回されて感じる悩みはあるけど……それ以外の悩みを、この瞬間は、全て忘わすれ去ってしまっている。それも、本当に下らない、どうでもいいことで……他ほかの、割わりと深しん刻こくな悩なやみを、一時と言えど、すっかり忘れ去ってしまっている僕、ユウ、鈴音……帰宅部員がいる。鈴音なんて、今日一日、やっぱりどこか元気無かったのに……今は、すっかり先輩のペースだ。思わず先輩の顔を見る。


「……ん？　どうした、後輩」


「……いえ。こちょこちょで妹を笑わせてしまうような不器用な人間は、案外僕だけじゃなかったのかもな……と思いまして」


「？　何の話だ？」


「いえ、なんでも。……夏休みの合宿、海とか行きたいですね、たまには」


「？　ああ……別にいいが……。あれ、お前、そんなに乗り気だったか？」


「いいじゃないですか、たまには」


　僕の言葉に、先輩どころか、鈴音とユウも顔を見合わせて不思議がっていた。僕はそんな三人の前を歩きながら……少しだけ、ニヤリと笑む。とりあえず、合宿までは生きてみようかなと……そんな、僕らしくない、気の迷まよいのような思考まで、浮うかんだ。


　迷惑な人ばかりに囲まれた生活なはずなのに。……でも、もしかしたら、それが、僕がまだこの世界で生きていられている、一つの要よう因いんなんじゃないだろうか。そんな風に感じる。問題から逃とう避ひすることは……本当は、何も悪いことじゃない。そう、思える。


　だから、僕は、この時この瞬間、確実「幸せ」だったんだと思う。だからこそ、馬ば鹿かみたいな笑顔をまだ晒さらせていたのだろう。


　翌よく日じつ、その大切なものの一つが、自分の手からこぼれおちるとも知らずに。





「ただいまー」


「おかえりー」


　自じ宅たく玄げん関かんに入ると、当然のように妹の声が返ってきた。マジで実家に居いるみたいな不思議な気分になる。昔から両親は共働きだったから、僕にとって「おかえり」の言葉は、母親より妹に言ってもらった方が、懐なつかしさが湧わいてくる。


　僕が靴くつを脱ぬいでいると、室内に居たらしい傘はすぐに僕の方へ寄よってくる。今日はミニスカートにキャミソールという、兄としてはあまりそれで外に出て欲ほしくない類たぐいの薄うす着ぎだった。まあ、実家の方の気き候こうはここより全然涼すずしいからな……今日の快かい晴せいには耐たえられなかったのだろう──って。


「うあ、あつっ！　傘、クーラーつけてなかったのか？」


　室内に入ると、むわっとこもった空気が僕を襲おそってきた。傘が困こまったような顔をして、僕の手を引く。


「私もさっきまで服とか調達するのに出かけていたんだもん。それに、リモコン操そう作さもよくわからなくて……」


「ならせめて窓まどでも開けとけよ……」


　そう言いながら、僕はずかずかと室内に入っていく。布ふ団とんぐらいは上げてくれているかと思ったが、今回妹はマジで家事関連を一切やる気がないらしく、朝、眠ねむりこけた傘を残してきたその状じよう態たいまんま。敷しかれっぱなしどころか、掛かけ布団さえ上がっていなかった。


　クーラーをつけようかと思ったものの、空気のこもった感かん触しよくに、やはりベランダフルオープンに変へん更こう。傘が「えぇー、クーラーつけてよぉ」と文もん句くをぶーぶー垂たれていたが、それを無む視しして、もう一度玄関に行くと、ドアを開いて、靴をストッパー代わりにしておいた。こうしておくと、このワンルームを風が一直線に吹ふき抜ぬけていくため、一気に空気の入れ替かえが完かん了りようするのだ。大きく風が室内を横切り始めると、傘は「ふわー」と、気持ち良さそうに風にあたっていた。……いつの間にか僕に抱だきつきながら。


「なぜ、この状況で余よ計けいに暑あつ苦くるしいことをお前は……」


「兄妹スキンシップ、二日目ぇー」


「ふ、二日目もまだあったのか……」


　げんなりしながら、室内に戻もどり、すっかり置くのも忘わすれていたカバンを置くと……なんだかもう布団を今更あげるのも面めん倒どうで、掛け布団だけ片側に寄せて、そこに座すわる。傘もそれにならって横に座ると、「こっちは暑いねー」と、手でパタパタと胸むな元もとを扇あおぎ始めた。僕は嘆たん息そくする。


「誰かさんのせいで余計に暑いんだよ、今日は……」


「お、それは、妹のあられもない姿すがたに、血けつ圧あつが上じよう昇しようしているということですかな」


「……沸ふつ点てんに達しそうなほどの怒いかりという感情が湧わいてきている、ということだ」


「あは、は。……ああーなるほど。『お兄様』は、ユウと同どう居きよしても一向に手を出さないほどの紳しん士しですものねー」


　イヤミたらしくそんなことを言われる。僕は立つのも億おつ劫くうで、膝ひざで歩きながら冷れい蔵ぞう庫こに近寄ると、二リットルペットボトルの麦茶を出し、ごくごくとそれをラッパ飲みした。キャップを閉しめて冷蔵庫に戻そうとすると、傘が「どこぞの紳士お兄様は、妹に飲み物の一つもくれないのですかねー」とか言うので……僕は乱らん暴ぼうに、そのまま、ペットボトルを丸ごと渡わたした。傘が呆あきれた視し線せんで僕を見る。


「この家にはコップと言う素す晴ばらしい文化がまだ浸しん透とうしてないわけ？」


「……『本来一人暮ぐらしですからね』」


　こちらもイヤミ満まん載さいで返してやる。傘はむすっと膨ふくれた後、キャップをきゅきゅっと開けると、自分もラッパ飲みを開始した。それも……


「ごきゅ、ごきゅ」


「……おい」


「ごきゅ、ごきゅ、ごきゅ」


「……おーい」


「ごきゅ、ごきゅ、ごきゅ。……ぷはぁ」


　約二リットルあった麦茶が、明らかに半分以下の分量になっていた。本気で呆れる。


「……うちのご客人は、遠えん慮りよと言うものを知らんのかねぇ」


「あら。たかが麦茶ごときで、随ずい分ぶんめめしいことですのね、お兄様。あー、けちくさ。甲か斐い性しようなしー」


　傘はぷいっと顔を背そむけると、膝歩きで僕の前を横おう断だん、冷蔵庫にペットボトルをしまい、また布団の上に戻り、くたーっと寝ね転ころがった。……ちなみに、現げん在ざいのキャミソールの乱みだれ具合や、ミニスカートのまくれ具合は、既すでに他人どころか、父親母親にも見せたくない光景だ。鈴音やユウは変な嫉しつ妬としていたが……幼おさない頃ころからしてずっと自分の前で毎日こんな態たい度どとられていたら、もう、たとえもし血の繫つながらない兄妹だったりとかしても、流石さすがに興こう奮ふんとかはしないんではなかろうか。実際「血の繫がり」なんて目に見えたり心で感じられたりするものじゃないんだから、兄妹という関係性において一番大事なのは、どれだけ一いつ緒しよに時間を過すごしたか、どれだけ親しくなったかだろう。そういう意味で、生まれてこの方ずっと一緒に行動していたような僕らが、ブラコンやらシスコンやらと周囲から呼よばれてしまう関係性を築きずいているのは……割わりと当然のことと言えば当然のこととも言えた。


　流石に兄妹、傘も同じような思考をしていたらしい。ぽつりと、とんでもない格かつ好こうのまま、天てん井じようを見上げて呟つぶやいてきた。窓まどから入るセミの声が五う月る蠅さかったが、小さく声が聞きとれる。


「……兄さんが幽ゆう霊れいに頼たよられているの、なんか、納なつ得とくかも」


「ああ？」


「ふふ。だって昔っから兄さん、今のお茶じゃないけど、お菓か子しとか、何買うにしても、絶ぜつ対たい二つ買っていたよね。なにかの金きん額がく見る時、最初から、無む意い識しきみたいに、『×２』で計算しちゃっている人だった」


「……ああ。そういや、そうだな」


　僕は制せい服ふくのブレザーを脱ぬぎながら、そうだったなと、久ひさしぶりに子こ供どもの頃ころを思い出した。……確たしかにそうだった。なにを買うにしても、なにをするにしても、いつだって、僕は「×２」で勘かん定じようしていた。……僕と、傘の分。


　傘が「ふふ」と笑う。


「こんな暑い日は、二つ折りのソーダアイスにお世話になったなぁ」


「ああ、あれは人類の英知の結けつ晶しようだね。一個この値ね段だんなのに、二人で分けられるんだから、幼い僕にとっては画期的、そして経けい済ざい的てきなアイテムだった……」


「あの量が丁度いいんだよね。……兄さんと離はなれてから、去年の夏、一人で買って食べてみたけど……なんか、二本目は全然おいしくなかったな……」


「……そうだな」


　実を言うと、去年、自分も全く同じ感想抱いだいていたりしていた。……傘と話していると、どんどん、最近まで思い出しもしなかった映えい像ぞうが次々と脳のう内ないにリプレイされ始める。そしてその映像の全すべてに……自分で自分を客観的視し点てんでなんて見られないから、結局一番多く出しゆつ演えんしているのは……この、今、横であられもない姿すがたで寝ねそべっている我わが妹だった。それも、実に僕に都合のいいように再さい編へん集しゆうされているらしく、笑顔ばっかりだ。……本当は、泣かせた回数も相当あったというのに。人間なんて、いい加か減げんなもんだ。


　セミの声がイヤにけたたましくこだまする中、回想している僕らに沈ちん黙もくが降おりる。しばらくの静せい寂じやくの後……ぽつりと……丁度セミの声が途と切ぎれたため、妙みように耳に残る声で、傘が呟つぶやいた。


「私……。本当に、寂さびしかったんだから」


　傘は、先さき程ほどまで天井を仰あおぎ見ていたはずの眼めを、今は、左ひだり腕うでで隠かくしていた。どう言葉を返していいのかわからず……傘から視線を逸そらし、点ついてもいないテレビを見る。黒い画面に、情なさけない僕の顔が映うつっていた。


「兄さんがいないあの家は……寂しすぎるよ」


「…………」


「なにもかも……全部、つまらなくなっちゃったんだ。驚おどろいたな……自分でも。はは……まいったよ」


　妹の声が途と切ぎれ途切れだったのには気付いていたけど……彼女が笑顔とは対極のところに居ることは充じゆう分ぶんすぎるほど分かっていたけれど……僕は、こちょばすことさえできずに、だまって胡あ坐ぐらをかいていた。隣となりで寝そべったままの傘が、続けてくる。


「あんなにバラエティ番組が大好きだったのに。いつも、大笑いして、毎週楽しみにテレビの前に座っていたのに。……一人になった途と端たんに、急に、笑えなくなっちゃった。どうして、なにが面白かったのか……わからなく、なっちゃった。一人で笑っても……すぐに、すごく冷めた感情が自分の中を満たしていっちゃうんだよ……。私、なにしているんだろうって。馬ば鹿かみたいって」


「…………」


「料理や家事も、あんなに大好きだったはずなのに。楽しかったはずなのに。……一人になったら……それは、『仕方なくやること』になっちゃっていた……。自分で自分のために料理は……作る気がしなくて。……どうして……料理の何が楽しかったのかも、分からなくなっちゃった」


「…………」


「ゲームもそう。毎まい晩ばん、二人で競きそいあうようにゲームしていたのに……。片かた方ほうが居ない間に独どく占せんしてゲームしちゃうのも、あんなに楽しかったのに……。どうしてだろう……。もう、ゲーム機なんて、今は触さわってもいないよ」


「…………」


「……父さんも母さんも、大好き。仕事で忙いそがしい二人だけど……でも、ちゃんと私のこと考えてくれているし。だけど……だけどね、兄さん。父さんと母さんは勿もち論ろん家族だし、かけがえのない人だけど……。でも。兄さん。……私……寂しいよ。どうしようもなく……寂しいの。誰だれも居ない家に鍵かぎ開けて入るのだって……前だったらなんでもなかったのに……今は、溜ため息が出るの。友達と遊びまくっても、大おお勢ぜいの人と一いつ緒しよに居ても、でも……。変なの。ホント、使い古された表ひよう現げんだけど……。『心にぽっかり穴あながあいたよう』なの。なにをしても、つまらないんだ、兄さん」


　傘はそう告げると、腕は目を未いまだに隠したままで、口元を「ふふっ」と微ほほ笑えませた。


「でもね、兄さん。昨日は、楽しかったんだ。ホント……多分、兄さんが想そう像ぞうつかないくらい、幸せだった。自分でもびっくりするぐらいに……幸福だった。なにもしてなくても、そこに居るだけで……兄さんの近くに居るだけで、なにか、世界が色づいたみたいだった。だから……ごめんね。らしくなく、ベタベタしたり、ユウにもつっかかっちゃったりして。でもね……本当に、嬉うれしかったんだ。幸せだったんだ。もう……自分でも、どうしようもないくらいに。……あ、はは、これじゃ、ブラコンって言われても仕方ないよね、ホント。


　ご、ごめんね、なんか気持ち悪いよね、こういうの。こんなこと言われても普ふ通つう困こまるよね。もし逆ぎやくに兄さんがこんなこと言い出したら、私は困るもん。わ、忘れて忘れて」


　傘は腕をごしっと一回動かすと、上半身を勢い良く置き上がらせて、僕ぼくにむかってニッコリと微笑んだ。……でもそれは……。こちょこちょしてでも見たいような……僕が求める笑顔なんかじゃ、全く無かった。


　僕は……一つ「はぁ」と大きく嘆たん息そくして、それから、ぽかっと傘の頭を叩たたく。「いたっ！　い、妹虐ぎやく待たい！」と傘が非ひ難なんがましい目で見てきたが、僕は、それでも更にぽかぽかとあらゆる角度から叩き続ける。傘は「い、ちょ、な、ちょっと見ない間に兄さんがサディストにぃー」と涙なみだ目めになっていた。僕はそれを見み届とどけると……もう一度大きく嘆息して、それから、ハッキリと傘の目を見つめて、口を開く。


「お前なぁ。感かん傷しように浸ひたるのは死にたがりの僕の専せん売ばい特とつ許きよなの。兄妹してキャラかぶせるな。お前は、明るいのを素す直なおに担たん当とうしていればいいんだ」


「……へ？」


　涙目で上目づかいに僕を見てくる傘。


「寂しいってお前……そりゃ、どんな駄目兄だって、同居人いなくなりゃ、そりゃ寂しくもなるだろうさ。ブラコンじゃなくてもな。そんなの当然なんだから、そんなことで、イチイチうだうだ悩なやむな。いつからそんなネガティブ思考な子になったんだ、お前は。それに、友達と遊んでいても面白くないだぁ？　そういうのは、友達さんに激はげしく失礼だろ。友達と居る時ぐらい、素直に楽しめよ。周りのテンションも下がるだろうが、それじゃあ」


「あ、え、と、ごめんなさ……い？」


「それから。……こほん」


「？」


　僕は咳せき払ばらいをすると……頰ほおが赤くなっていることをできるだけ気け取どられないように視線を逸そらしながら、ぽつりと、告げた。


「さ、寂しかったり日にち常じようがつまらなくなったりしたのは、別にお前だけの悩みじゃないんだからな。その……自分だけが不幸です、みたいなのやめろ。僕だって、お前と同等かそれ以上には、その……『胸むねにぽっかり穴があいたような』生活しているんだから。おかげで、変な幽ゆう霊れいの同居までついつい認みとめちゃうぐらいだ」


「あ……」


　傘はキョトンと僕を見る。僕は凄すごく恥はずかしくなってきて、顔を完全に背そむけ、慌あわててテレビの主電でん源げんを入れると、見たこともない昼ドラを「お、おお、そうそう、いいとこで前回終わったんだよな」なんて言って見始めた。完全に話題逸らしのためだ。……しかし、しばらく見てみるに、どうもこれ、兄妹で愛し合ってしまった男女の泥どろ沼ぬま劇げきらしい。


　心と体両方に汗をダラダラかく。案の定、傘が背後から「兄さぁ～ん？」と、似に合あわない「妖よう艶えんっぽい声」を出しつつ、首に手を回しだきついてきた。背中に、男性には無い膨ふくらみが当たる。というか、当てられる。


「へぇ～、私達、両思いだったんだねぇ～？」


　明らかに僕をからかうモードに入った傘の声。しまった……あまりに傘が深しん刻こくな表情するもんだから、思わず「兄心」をくすぐられて、優やさしく接せつしてしまった……。元々、こいつはこういうやつだってことを、すっかり忘わすれてしまっていた。


「か、勘かん違ちがいするな。僕は単たん純じゆんに同情から慰なぐさめの言葉をかけただけであって……」


「あー、兄さん可愛い！　好きな子に素す直なおになれない少年って感じ！」


「お、お前はどうしてそう『禁きん断だんの領りよう域いきどんと来い！』みたいなスタンスなんだ！」


「あら、兄さんだって心の底では望んでいたんでしょ？　ほら……」


　そう言って、テレビを指差す我が妹。


『あん……いいわ、兄さん！　来て！』


『綺き麗れいだよ、さと子。実の妹であるお前とこうなる日を……何度夢ゆめ見みたことか！』


「…………」


　めっちゃ濡ぬれ場だった。こ、これだから最近の昼ドラは……。ＰＴＡの奥おく様さま方がたからしてこんなの見ているんだから、そりゃ世の中も荒すさむって。


「兄さんも夢見ていたの？」


　傘がクスクスと笑いながら僕に尋たずねてくる。


「…………」


　……ああ、今日は暑いなぁ。汗あせが、なんか、もう。尋じん常じようじゃないんですけど、僕。真夏日だなぁ……。


　僕がベランダから空を眺ながめて現げん実じつ逃とう避ひしていると、傘は更さらに調子に乗って、耳元で囁ささやいてきた。


「なんか今のこの状じよう況きよう、凄すごく官かん能のう小説の前ふりっぽい場面だよね、兄さん。セミの声……汗ばむ二人の体……求めあう兄妹……」


「いや、求め合っちゃいないだろ、おい」


「いやいや兄さん。さっき兄さんはポロリと本音を漏もらしてしまったじゃない。実は私が好きで好きでたまらなくて、禁断の一線を越こえないために、家を出たって」


「そんな事実無根な本音をポロリと漏らした記き憶おくはない！」


「ええじゃないか、ええじゃないか」


「わ、おま、なに、いつのまにか僕のシャツのボタン全部はずしてんの！」


　妹は恐おそるべき技を身に付けていたようだ。男性のシャツボタンを一いつ瞬しゆんではずすという……。……いや、兄としては非ひ常じように、なにかこう、妹が汚けがれてしまった感じでやりきれないスキルだが……。


　僕の、筋きん肉にくの全くついていない、それでいて白くぷにぷにの、胸むねさえ膨ふくらめば即そく女性のような情なさけない胴どう体たいが外気に晒さらされたところで、傘が「なーんてね！」と宣せん言げんする。


「ほら、どうせ兄さん着き替がえるんでしょ？　こっちまで暑苦しいから、さっさと制せい服ふくから部屋着に着替えなよ」


「あ……」


「あらぁ？　兄さん、まさか、本気で期待した？」


「……お前なぁ！」


「きゃっ!?」


　僕は遂にプチッと来て、体を力ちから任まかせに翻ひるがえすと、そのまま傘を布団の上に倒たおれこませた。そうして、そのまま腕をおさえつけて、ニヤリと微ほほ笑えむ。……こちょばしまくってやるつもりだった。傘にもその意図が伝わったのだろう。本気で「きゃー、兄さんのケダモノー！」と暴あばれだし、僕は僕で「逃にげられると思うなよ！」と大きく叫さけび、そして──


「な、なにやってるの、ケイ」


「…………」


　その状じよう況きようを──胸のはだけた僕が、『あん、あん』と兄妹濡れ場の展てん開かいするドラマをＢＧＭに、スカートやキャミソールの乱みだれた妹を布団の上に押おさえつけているという光景を──見事に、ベランダから様子見に来た幽霊少女……ユウに、目もく撃げきされたのだった。


　死に──


「ミラクル☆ユウ☆霊力最大・めがとんぱーんち!!」


　────　てぇ、と言う暇ひまさえありませんでしたよ、ええ。





　　　【夜２】








「ど、どうしたのですか、式しき見み蛍けい」


「……別に」


　夜十時。公園で出会った深しん螺らさんは開口一番、初めて戸と惑まどった様子でそんなセリフを吐はいた。今日はどういうわけか普ふ通つうの洋服で、だから表情も相あい俟まって、昨日より遥はるかに人間味に溢あふれて見える。こうして見ると……ホント、その白はく髪はつも相俟って、異い世せ界かいから来たような……そう、まるでアニメや漫まん画がから抜ぬけ出して来たような美女だった。現げん実じつ感かんがない。昨日の場合は、変な話、巫み女こ服で本質が隠かくれていた部分があったのだろう。いざ一いつ般ぱん的てきな服を着ると、その美人さが余よ計けい際きわ立だっていた。


　しかし現在その顔は困こん惑わくに彩いろどられている。恐おそらくは、僕のこの顔……ビンタの手形がくっきりと何発も残っているその顔に、壮そう絶ぜつなものを感じたのだろう。もしかしたらこの手形に込められた呪のろいの類たぐいの感情でも、天才巫女である彼女には感じ取れたのかもしれない。それも、百戦錬れん磨まの彼女でさえ一歩引いてしまうような、強力なものを……。


　深螺さんはベンチでしばし目を丸くして僕の頰ほおを観察していたが、しかし、ハッと気を取り直すと、少し頰を赤くして、コホンと咳せき払ばらいをした。そこで、僕は彼女の隣となりに腰こし掛かけながら、とあることに気付く。


「もしかして深螺さん……意外と赤せき面めん症しよう？」


「そんなことはありません」


　なぜか深螺さんの両耳がぴくぴくと動いた。


「…………」


「そんなことはありません」


　二回言われた。無む表ひよう情じようで僕を見ずに、だけど頰を赤くしながら、二回言った。そして、また、ぴくぴくと動く深螺さんの耳。


「……そんなことは、ありません」


　しかも付け足した！　ちょっと情感を込こめた言い方で言い直した！　更に、耳、ぴくぴく。……というわけで深螺さん、やっぱり赤面症だったようだ。しかも、どうやら図星を当てられたりすると耳が動く性せい質しつでさえある模も様よう。妹があれほどのものだし、姉ももしかしたらとは思ったが……。


　僕はくすくすと笑う。


「鈴りん音ねはまだいいですけど、性せい格かく的に、深螺さんにその性質は、苦労しそうですね」


「ええ、そうですね。頰に手形をつけた自殺志し願がんの青年にいじめられたりしますから」


　淡たん々たんとイヤミを言われてしまったが、なにか、それが彼女なりの最上級の照れ隠しのように見えてしまって、こうなると、もう深螺さんを単たん純じゆんにクールな人とは見られなくなった。また耳がぴくぴくしているし。僕はやはりニヤニヤしてしまい、深螺さんは明らかに「失敗した……」という後こう悔かいの表情を浮うかべていた。しかし……数秒すると、深螺さんは唐とう突とつに、「ああ」と何かを思いついたように呟つぶやく。そうして──


「式見蛍は近日中に自殺しますから問題ないですね、秘ひ密みつがばれても」


「おい」


　思わずタメ口でツッコンでしまった。この人は何を軽いノリで妹のクラスメイトの命を扱あつかっているのだろう。いや、まあ、自殺志願者では確たしかにあるけど……。


「神かん無な家の最重要機き密みつが漏もれてしまうところでした」


「赤面症が最重要なんだ！」


「ええ。この情じよう報ほうを守るために、代々、神無家は何人の命を奪うばってきたか……」


「こんなんで命散らした人報むくわれないですって！」


「ええ。百パーセントの確かく率りつで悪あく霊りようになりましたね。神無家が全部薙なぎ払はらいましたが」


「むごっ！　悪霊だけどむごっ」


「そうは言っても、赤面のことだけは何を犠ぎ牲せいにしても隠し通さねばなりませんし……。仕方のないことです」


「……なんか、壮そう大だいな秘ひ密みつあるんですか？　その赤面」


「はい。……近々死ぬ貴方あなただから言いますが……驚おどろかないで下さいよ？」


「（ごくり）」


「実は……」


「…………」


「凄すごく恥はずかしいのですよ、赤面症がバレるのは」


「サイテーですよねぇ！　神無家サイテーですよねっ！　そんなことで命を奪いまくっていたんですか！」


「黒歴史です」


「黒すぎます！」


　僕ぼくはツッコミ疲れではぁはぁと肩かたで息をした。深螺さんは相変わらずのシリアスな表情で前を向いている。……なんだこの人。本人は至いたって真ま面じ目めなのだろうけど、ここまでツッコミ所満まん載さいの人だったのか、実は。ユウや先せん輩ぱいとは違ちがう意味で、マイペースで、面おも白しろい人だ。面白いけど……疲つかれるな、やっぱり。少なくとも彼女と一つ屋根の下で暮くらすなんて、とてもじゃないけど、僕にはできないだろう。鈴音はよく頑がん張ばった方だよ。


　僕は息を落ち着かせながら公園を見み渡わたした。そうして……違い和わ感に気付く。


「あれ？　今日はカップル居ないですね……一組も」


　僕の言葉に、深螺さんは相変わらずのトーンで返してきた。


「昨日一気に掃そう除じしましたからね、悪い想念の類たぐいは。なので、しばらくはこの公園、カップルからすれば妙みように爽さわやかな空気があって、そういう行こう為いに及およぶには向かない場所になったのです」


「そういうもんなんですか」


「はい。人は、意外とスタンドアロンではありません」


「スタン……？　ああ、独どく立りつしてないっていうことですか？」


「はい。常じよう時じ接せつ続ぞくです」


「常時接続……」


　深螺さん、意外と巫み女こっぽい語ご彙いの持ち主ではなかった。相変わらず読めない人だ……。


「ダイヤルアップ接続に近い部分はありますが、基き本ほんはブロードバンドとも言えますでしょうか……」


「あの、たとえが逆ぎやくに分かりづらい気がするのは僕だけでしょうか……」


「そうですか？　そうですね……。つまり、人の心は常つねに外部から干かん渉しようを受けている、ということです。心というのは、言葉にしたり表情に出したりしなければ相手に伝わらないと、霊れい知ち識しきのない普ふ通つうの人は思ってしまいますが。実際には、人は、他人の感情の影えい響きようを受けます」


「まあ……それは、分かりますかね。幽ゆう霊れいが人にとりついたりしているのを見ると……そうなんだろうなとは思います」


「ああ、《顔かお剝はぎ》はまさに分かりやすいものでしたからね」


「……そうですね」


　あの一いつ件けんに関してはあまり思い出したくなかったため、少し表情を曇くもらせる僕。気付いたのかどうかは分からないが、深螺さんは話を進めた。


「感情の塊かたまりである霊体が人の精せい神しんに影えい響きようを及およぼすのは勿もち論ろんですが、生きている人間にだって、霊力はあります。それこそ昨日言ったように、微び量りようの霊気は体から感情を伴ともなって漏もれ出していますし、少し特とく殊しゆな状じよう況きようですが、生きている人間の心と心がラインで結ばれれば、感情のやりとり……俗ぞくに言うテレパシーのような芸当だってできます」


「……なるほど」


「話を戻もどしますが。ですから、人の心なんていうのは意外と外部に開いているわけです。完全に閉とざすことは……それこそ、私達のように、憑ひよう依いへの抵てい抗こうのために感情をシャットアウトする能力を身に付けたりしない限かぎりは、できないことなのです。そうですね……ああ、分かりやすいのは、結けつ婚こん式しきと葬そう式しき、かもしれません」


「？」


「例えば、式見蛍。貴方あなたはアイマスクと耳みみ栓せんをして、結婚式会場に入ったとします。その時、どういう感情になると思いますか？」


「アイマスクと耳栓をして移い動どうさせられるという事じ態たいに混こん乱らんしていることと思います」


「…………」


　なんか睨にらまれてしまったので、真ま面じ目めに答えることにする。


「……普通は何も気分なんて変わらないんでしょうけど……」


「…………」


「そうですね……。さっきの理り論ろんでいくと……楽しい感かん情じようの霊気が充じゆう満まんしているだろうから、僕も楽しい気分に……なる？」


「正せい解かいです。理解が早くて大変結けつ構こう。同じように、他ほかの情じよう報ほうはシャットアウトされていても、葬式会場に入れば、悲しい気分になるでしょう」


「……そういうものなのですか」


「はい。勿論個こ人じん差さや状態による差はありますがね。つまり、人の精神は周囲の微量な霊気の影響でさえ干かん渉しようを受けてしまうのです。例えば、誰だれかに激はげしく恨うらまれたりなどしたら、体調を崩くずしてしまうことがあっても不思議ではありません。俗に言う呪のろいですかね」


「……なるほど。じゃあ、ここの公園の場合は、昨日までは欲よく望ぼうの念が渦うず巻まいていたから、悪霊とかも集まってきていたけど……あの黒い札に全部ひっくるめて深螺さんが吸すい込んじゃったから、昨日はあった如いか何がわしい雰ふん囲い気きが消えた、ということなんですね」


「そういうことです。まあ……少しの間でしかないでしょうけどね。どうせまた一組二組とカップルが寄より付き始め、結局は元の状態に戻るでしょう。それが自然なことです」


「へぇ……」


　僕はなにか妙みように納なつ得とくして、それから、言われてみれば昨日よりなんとなく「明るい」気がする公園をもう一度見み渡わたした。本当に光度の意味で明るいわけではないが、しかし、なんとなく木々や花が昨日よりも活いき活きはしている気がした。ホント、《気がする》っていうレベルなのだろうけど……そういうことなんだろう、今の話は。


　僕がそうして感心していると……唐とう突とつに、深螺さんは衝しよう撃げき的てきな言葉を、なんの躊躇ためらいも無く、続けてきた。





「貴方の自殺志し願がんも、つまりそういうことなのですよ、恐おそらく」





「…………」


　時が止まったように思えた。そよそよと吹ふいていた風がなくなる。絶たえず走っていたはずの車の音が、消える。


　……のどが渇かわいた。どくんどくんと心しん臓ぞうが鳴り始めた。意味が分からないのに……でも、不思議なことに……「言い当てられた」気がしたのだ。自分のこの、不思議な、「自分でも説明に困こまっていた感情」に、的てき確かくな、理由を見つけられた気がしたのだ。驚おどろくほどしっくりきてしまったのだ。ストンと、心に、落ちてしまったのだ。


「そ……れは」


　カラカラののどから発声する。深螺さんは抑よく揚ようのないトーンで淡たん々たんと続けた。


「霊体物ぶつ質しつ化か能のう力りよく」


「っ」


「明らかに《異い端たん》のチカラです。実際に顕けん現げんしたのは先日の事じ故こからのようですが、元より、それは恐らく……生まれた頃ころより貴方の中にあった能力なのでしょう。つまり、貴方は、最初から異端だった。イレギュラーだった。世界は通つう常じようイレギュラーを抑よく制せいしますので、今までは辛かろうじて抑おさえられてきたのかもしれませんが、瀕ひん死しの事故に遭あい……つまり《死》に近付きすぎてしまったことにより、死と生の架かけ橋……霊体物質化能力は表に顕あらわれてしまった。まあ、顕れる以前から世界は貴方を排はい除じよしようとしていたので、死にたがりのレベルが極端に変わることはなかったでしょうが」


「それは……どういう……」


「分かりませんか？　世界は、生物は異端を拒こばみます。生物とはそういうものです。例えば天才に短命や自殺が多いのはこのためです。外部から、基き本ほん的てきに受け入れられていない。いや、単たん純じゆんな個こ人じんのレベルではなく、《世界の意い志し》とも言うべきものに、拒まれている。邪じや魔まだと。さっさと去れと。どこかに行けと」


　どくんどくんと心臓が鳴り始める。……何から何まで的確だった。この感情……死にたいというより、《居い心ごこ地ちが悪い》という……ここから……この世界からさっさと逃とう避ひしたいと感じる、この感情……。


「先さき程ほど呪いという言葉を出しましたが。同じことです。異端というのは、特定の個人から恨まれることこそないかもしれませんが、大おお勢ぜいの人間に拒まれている。ですから、一人一人の感情が『あいつ邪魔だな』ぐらいのものでも……いえ、もっともっと小さい感情でも、つもりつもれば、それは到とう底てい一人の心には背せ負おいきれない負ふ荷かとなる。結婚式の場、たかだか百人単位ぐらいの感情でも、影えい響きようを受けるのです。それが世界中の人間からのものとなれば……想そう像ぞうを絶ぜつしますね。私のような一いつ般ぱんには到底共感できないものでしょう」


「……でも……貴方も天才と言われて……」


「ええ、まあ、そうですね。ある程度は私にも向けられていますよ、悪意の感情は。ですが……貴方ほどのレベルじゃない。いや、過か去この天才達も、貴方ほどの状況ではない。貴方は……破は格かくなのですよ」


「え……」


「だって、貴方の場合、《大勢》とかそういうレベルの話じゃないですもの」


「…………」


「だって貴方──」


　深螺さんが、こちらを向いて、そうして、初めてどこか気まずそうに顔を歪ゆがめながら……その言葉を、発した。





「生きとし生けるもの、全すべてに拒きよ否ひされているんですから」





　　　【interlude─ユウ─】










　ズキンと、唐とう突とつに胸むねが軋きしんだ。今までハイテンションで喋しやべっていられたのに、一いつ瞬しゆんで、言葉を発するのさえ億おつ劫くうになってしまい……表ひよう情じようを曇くもらせる。


「どうした？　大だい丈じよう夫ぶか？」


　サンに挨あい拶さつしたいからと、一いつ緒しよに電車でケイの家に向かう途と中ちゆうだった陽よう慈じさんが、私の突とつ然ぜんの変化に心配げに顔を覗のぞき込んでくる。しかし……私はそれにも、何も返すことができなかった。


　胸がズキズキと痛いたかった。締しめつけられるように、痛い。理由もなく……痛い。


　いや、私は、この痛みに覚えがあった。《顔かお剝はぎ》事件の時に二度感じたもの。ケイに危き険けんが迫せまった時。そして……アヤさんが捕つかまった瞬しゆん間かん。その二回の感情に、酷ひどく似にていた。


　でも、ケイに危険が迫った時のあれは、感かん触しよくとして似てはいたけど、焦しよう燥そう感かんが大きくて、ちょっと違ちがうかもしれない。本当に似ているのは……むしろ、アヤさんが捕まった後、ケイが空を見上げていた時に感じていた、どうしようもなく胸を締め付けるあの感情かもしれない。


　それとなく、この感情の正体には気がついていた。鈴りん音ねさんも言っていたけど、私とケイとの間にはある種の『繫つながり』が出来ているらしい。だからこの痛みは……恐おそらく、ケイの心の痛み。詳くわしくは分かるはずもないけど……でも……どうしようもなく切ない、心の痛み。


　ケイに何かあったのだろうか。危険だ、という信号ではなかったけれど……でも、この痛みの方が、余よ計けいに私の心をかき乱みだす。ケイが苦しむ光景を想そう像ぞうしてしまって……言いようのない無力感に襲おそわれる。


　この痛みは……孤こ独どく？　どうしようもない、孤独。そんな風に感じられる。やっぱり、詳しくは分からないけど……。でも、彼が強く孤独を感じているのが分かった。


　まるでそれは……それは、私の悩なやみの代だい弁べんのようでもあって……私は戸と惑まどう。


　そう、まるでこれは、世界から取り残されたかのような……私が幽ゆう霊れいになりたての頃ころに感じていた不安、孤独じゃないか。


　何にも触さわれない。誰とも喋しやべれない。世界に干かん渉しようできない。……まるで全てに拒きよ絶ぜつされてしまったような……孤独感。寂せき寥りよう感かん。ケイから伝わってくるそれは、まさに、以前の自分のような感情の流れだった。


　でも、どうして。どうして、生きているのに、そんなものを感じなければいけないのだろう。ううん。生きながらにしてそんなものを感じてしまう状じよう況きようというのは……一体、どんなものなのだろう。生きているのに……世界から取り残されてしまう。それは、どんなに辛つらいことなのだろう。


「ケイ……」


　私は呟つぶやいて窓まどの外を見る。夜でも分かるほどに空はどんよりと厚あつい雲に覆おおわれ、星は一つも出ていない。びゅんと飛んでいけば、すぐにケイの傍そばに行くことは出来る。いつもならそうしている。でも……今は、飛び出すことが出来なかった。ケイに……かける言葉が、思いつかなかった。こんな孤独を感じてしまっている人にかけられる慰なぐさめの言葉が……思いつかなかった。


　なにより……怖こわかった。ケイの感かん情じようが、あまりに切なくて。世界で一人ぼっちという感情が流れてきて。こんな時に行って……彼に、邪じや魔まだと言われてしまうことが、凄すごく、怖かった。だって……私もまた、孤独だから。ケイに拒否されてしまったら……どうしていいか、分からないから。ケイが……ケイだけが、今の私の、全てだから。大げさでもなんでもなくて……本当に……彼が、彼だけが、今の私の心の拠より所だから。


「薄はく情じようだよね……私……」


　ケイは私が寂さびしい時、いつだって傍にいてくれる。でも私は……彼が孤独を感じている時、すぐに傍に行ってあげさえしない。自分が拒きよ否ひされるのが怖くて……。拒絶されてしまうのが怖くて……。そして多分……ケイも、他人が傍に来ることを、今は望んでいない。


「…………」


　だったらせめて……せめて、私は、いつもの私でいよう。ケイがどんなに落ち込こんでいても……明るく、騒そう々ぞうしく、迷めい惑わくをかけちゃうほどに元気一いつ杯ぱいの、私でいよう。


　私の前に明るい未来は、見えないけど。だったらせめて……今を明るくしていよう。


　限かぎられた時間だったとしても、彼を明るく、照らしてあげよう。


　不器用で無力な私には、彼の悩なやみを解かい決けつなんてしてあげられないから。


　だったらせめて……彼を笑顔に、してあげよう。馬ば鹿からしいことで、一時でも辛つらいことを忘わすれさせてあげよう。


　私が窓の外を真しん剣けんに見つめていると、陽慈さんが何かを察したように、優やさしく微ほほ笑えんだ。


「……不器用なヤツばかりだな、ケイの傍には」


　少し驚おどろいた。私は何も言ってないのに、陽慈さんがそんなことを言い出したから。でも……すぐに、気付いた。ああ、なるほど……この人もその「不器用なヤツ」の一人なんだなって。


「……そうですね」


　私はそれにニコリと微笑み返し。


　さて、今日はケイをどんな馬ば鹿か騒さわぎに巻き込んであげようかと、伝わって来る痛みを無む視しして努めて明るく考え始めた。


　窓の外には、しとしとと雨が降ふり始めていた。





　　　【夜３】








「────」


　最初に感じた感情は。やっぱり。《理り不ふ尽じんだ》という、その一言に尽つきた。


　呆ぼう然ぜんとする。何を言っているんだこの人は。


「……霊れい体たい物ぶつ質しつ化か能のう力りよく。これが、どれほどの異い端たんか分かりますか、式しき見み蛍けい」


「……いえ……」


「とんでもないのですよ、実じつ際さい。色々な概がい念ねんを崩くずしてしまっている。まさに《ありえない》もの……というより、《あってはならないもの》です。考えてもみなさい。様々な概念の中でも最も侵おかしてはならないような領りよう域いき……《生と死》という概念を、根底から覆くつがえしてしまいかねないチカラなのですよ？　死んだはずのものが、生きているものとかわらない生活を送れる。こんなの……普ふ通つう許ゆるされませんよね。命の冒ぼう瀆とくです。死の冒瀆です」


「で、でも……それは、その……。そうだ！　そんなの、言っても二メートルじゃないですかっ。世界中の生命に否ひ定ていされることなんて──」


「範はん囲いなんて問題ではありませんよ。その能力、それ自体が問題なわけで。それに……その、二メートルという範囲も、怪あやしいものです」


「え？」


「検けん証しようしてみましょう、ここで」


　深しん螺らさんはそう言うと、「立って」と指し示じしてきた。ベンチから立ち上がる。深螺さんも立ち上がり、僕の前に回り、そうして、手を、出してきた。


「物質化能力で何かつくって下さい。どんなものでもいいですから。片かた手てに載るぐらいのものがいいですね」


「…………」


　僕ぼくは意味が分からないながらも、仕方ないので、手の中で少し大きめの、ブルーのビー玉を創そう造ぞう、手から排はい出しゆつした。深螺さんは僕にぴたっと近ちか寄よると、それをつまむ。そうして、ポケットからメジャーを取り出すと、僕にその端はしを……ゼロセンチの場所を握にぎらせた。そこで、僕もようやくやろうとしていることに気付く。


「式見蛍。分かりますね？　私はこれからメジャー本体と、この霊体ビー玉を持って離はなれていきます。そうして、ビー玉が消えた瞬しゆん間かんの、このメジャーの目め盛もりが……」


「僕の物質化範囲、ですよね。でも……それは、方法は少し違ちがいますが、鈴りん音ねと一回入院中にやって、二メートルだって……」


「いいですから」


　深螺さんはそういうと、メジャーとビー玉を持って、ジリジリと、少しずつ後こう退たいを始めた。徐じよ々じよに……僕から離れていく。そうして、少しの間そうしていると……なんとなく、二メートルよりは離れてしまっている気がしてきた。そうして──


「あ」


　ある地点で、ビー玉が消えた。瞬間、深螺さんが、メジャーのメモリを見て、淡たん々たんと告げてくる。


「二メートル九十六センチ」


「！」


「三メートル弱、ね」


「そんな……だって、あの時は……」


「測はかり間違いじゃあないでしょうね。鈴音はそういうことはキッチリしている子だし、今の計測だって、間違う要よう素そはなにもない。つまり……」


　深螺さんはメジャーをピシッとまき戻もどした。僕の力を失った指から末まつ端たんが離れ、彼女の手元の本体に収しゆう納のうされる。同時に、彼女は告げてくる。


「貴方あなたの物質化範囲は広がり始めている」


「……で、でも……そうは言っても、まだ三メートル程てい度どですし、それにしたって世界から拒きよ否ひされるなんて、そんな……」


　なにを言い訳わけしたかったのだろう。自分でも分からなかった。でも、言い訳が、したくて。悪いことなんてしてないのに、糾きゆう弾だんされているのが、どうしても納なつ得とくいかなくて。


　しかし……深螺さんの答えは冷ややかなものだった。


「『まだ』、三メートルですね」


「…………」


「でも、広がっている以上、危き険けんであるのは必ひつ至しです。世界に害がいを及およぼすのは確かく実じつです」


「危険って……そんな……」


「十メートル」


「っ」


「これから少し成長して、十メートル。……アパートの隣となりの部屋や上下階の人も幽ゆう霊れいに触ふれて、襲おそわれるかもしれませんね」


「…………」


「百メートル。アパートは勿もち論ろん幽霊アパートとなりますね。幽霊の楽園。そのアパート内では死者も生前と変わらぬ生活ができる。そうなると、どんどん幽霊は押おし寄よせてくることでしょう」


「…………」


「一キロ。いよいよ事じ態たいは深しん刻こくです。その区画がまるまる、生と死の治ち外がい法ほう権けんとなる。大量に集まった悪霊は人々に害がいを及およぼし、少なくとも、とても人が住めるような状じよう況きようではなくなる。まるでＳＦね。ある区画だけが、化け物の跋ばつ扈こする異空間へと変へん貌ぼうする」


「…………」


「そうして、十キロ、百キロ……最終的には地球全域。そうなったら……世界は終わりですね。混こん沌とんが訪おとずれる。生も死もない世界。……地じ獄ごくね」


「そ、そんなの、行きすぎ……だ」


「かもしれない。でも……実じつ際さい貴方の能のう力りよく範はん囲いは数ヶ月で一・五倍になっている。……決してありえない未来絵図じゃない。半年で二倍としても、五年後には一キロに至いたるわ」


「そ……んな……」


　まるで……「まるで現げん実じつ味みがない現実」だった。周囲一キロが霊の治外法権になるのに、五年？　……想像がつかなかった。納得できなかった。


　深螺さんは嘆たん息そくして、ベンチに座すわる。僕は……呆ぼう然ぜんとしたまま、座ることさえできなかった。


「勿論、これは憶おく測そくでしかない。数ヶ月で一・五倍という表現をしたけれど、実際成長したのは一メートル。半年にして二メートルずつ、だけかもしれない。それでもまあしばらくすると割わりと大変なことにはなりますが……先さき程ほどの想定ほどじゃあ、ない。そもそも、その範囲拡かく大だいはいつか止まるかもしれない。……しかし。『かもしれない』だったとしても。それほどの……世界を、生と死を、壊こわしてしまいかねない存そん在ざい、普通は許きよ容ようできません。つまり、だからこそ貴方は……」


「世界中の全すべてから……邪じや魔まと、されて……いる？　死を……望まれて、いる……。だから僕は……こんなに……」


　僕の呟つぶやきに深螺さんはコクリと頷うなずき、そうして、珍めずらしく嘆息した。そうして、呆あきれたように呟いてくる。


「実際、大したものだと思いますよ、貴方。通常ならば……とっくに自殺どころか、精せい神しん崩ほう壊かいしていておかしくない状況です。生きとし生けるもの全てから拒否されるなどというのは……想そう像ぞうを絶ぜつする、どころの話ではありません。そんな感情の重じゆう圧あつに耐たえるなど、尋じん常じようではありません。死にたがり……ぐらいでよく済すんでいるものです。『死にてぇ』という口くち癖ぐせでどうにか気持ちを発散しているようですが……普通、そんなもので済まされるレベルはとうに超こえているのですよ。……幸か不幸か、赤子の頃ころから常つねにこの状じよう態たいを《デフォルト》として育ったために……強大な精神力に育ったのでしょうか。貴方の潜せん在ざい霊力が著いちじるしく高いのもそのためでしょう」


「…………」


　何も言い返すことができなかった。どうしていいのか分からなかった。どういう感想を持っていいのかさえ、分からなかった。僕は……怒いかるべきなのか、悲しむべきなのか……それさえも、分からない。ただただ単たん純じゆんに、ショックだった。衝しよう撃げきだった。心は、麻ま痺ひするしかなかった。


　力なくぐったりとベンチに腰こし掛かけ、背せ中なかを預あずける。……何も考えられなかった。


「……ですから、貴方は自殺、すべきなのです」


「…………」


「貴方にとっても、そうすべきだと、私は思います。実際問題……この世界で貴方は幸せには到とう底ていなりえません。私から見ても……その、《あまりにあんまり》な状況です。居い心ごこ地ちが悪いと貴方は言っているようですが……そんなのは当然です。世界の全てが貴方を拒きよ絶ぜつしているのですから」


「……幸せなことは、僕にだって、あります」


「そうでしょうか。……ハッキリ言いますと。貴方の感じているその幸せは、実際、《不幸中の幸い》というものですよ。普通の人間は、もっともっと、生きていること自体が嬉うれしかったり、楽しかったりするのです。貴方の心のレベルというのは、現げん在ざい、最低の位置にあると思って下さい。普通の人と同じレベルじゃないのですよ、《幸福》というものの感じ方が。そうですね……。喩たとえるなら、都心の高こう層そう住じゆ宅うたくに住むセレブな人間が世界三大珍ちん味みを食べて『美お味いしい』と言っているのと、日ひ頃ごろからまともに食事のできない環かん境きようで育った子こ供どもが、明らかに腐くさった果実でも、『美味しい』と言って貪むさぼり食べているのと同じことですね。貴方は勿もち論ろん後者。幸せは幸せかもしれませんが、それは、他ほかの人間の語るレベルと明らかに違ちがう、ということです」


「……随ずい分ぶんな言い種ぐさですね」


「随分な状況なのですから、仕方ありません」


「…………」


「……自殺、したいのですよね？　それは……他人から強きよう制せいされた感情ですが……。しかし、私は、自殺すべきだと思います。自殺というより……早くこの世界から解とき放たれた方が、貴方個こ人じんは余よ程ほど幸せだと思うのです。それが、ひいては世界のためにもなります。今までは周囲から死にたがりを否ひ定ていされていたかもしれませんが……実際のところ、逆ぎやくなのですよ。貴方あなたは死を望まれているのです。ですから、むしろ、貴方自身の精神は生きるために必死にもがいていると言えるでしょう。普通ならばとっくに死を選せん択たくしています。苦しいのがイヤとか痛いたいのイヤとか、そういうことさえ言ってられる状況ではないのですから。世界中から精せい神しんに圧あつ迫ぱくを受けている時点で……生きているだけで充じゆう分ぶん苦く痛つうなはずです。……というかですね。正直、私が一番分からないのは、なにが貴方をそこまでこの世界に繫つなぎとめているか、そちらの方ですよ。そこまでしてどうしてまだこの世界で生きているのですか？」


「……そんなこと言われても……分からないですよ……。僕には……僕には、何も……」


　もう、分からなかった。この……死にたがりの感情が他人から押し付けられたものなのだとしたら……じゃあ、本来の僕って、もう、なんなのか、分かるわけないじゃないか。何が自分で……何を信じたらいいのか、もう、分からない。僕って、何だよ。僕の本当の気持ちって、じゃあ、なんなんだよ。死にたがり以外のところに答えを見つけたところで……果たしてそれは、本当に僕なのか？　それはそれでまた、他人から影えい響きよう受けた気持ちなんじゃないのか？


　僕が黙だまり込こんでしまっていると……深螺さんは時計を見ることもなく、「そろそろですね」と告げて、ベンチから立ち上がった。そうして、うなだれた僕の方を振ふり向く。


「今日もまた本題……自殺の方法まで行きませんでしたが……いいでしょう。こうなったら、私は、単純に貴方の決心を待つことにしましょう。まだ、私はこちらに滞たい在ざいしています。ですから、最後の滞在日までに、答えを出してきて下さい。死を選ぶのならば、その場で、私が貴方を殺してあげます。勿論……全力を持って、楽に、死なせてあげますよ。それが……あまりに不ふ遇ぐうな星の下に生まれた貴方に私ができる、唯ゆい一いつのことでしょうから」


「深螺さん……」


「では、本日はこれにて」


　深螺さんはそれだけ告げると、振り返り、公園から出て行こうと歩き始めた。僕は……僕は、「深螺さん！」とその背中に声をかける。彼女は振り返ることなく、立ち止まった。僕は……ベンチから立ち上がって、彼女に、叫さけぶ。


「深螺さんは……深螺さんは、どうなんです？　天才……だったはずです。異い端たん、だったはずです。鈴音がそうなように……貴女あなたを畏い怖ふし、敬けい遠えんし……悪意の感情を向けられることは、少なくなかったはずです。そんな貴女は……どう、なんですか？　生きていることは……辛くはないのですか？　理り不ふ尽じんだと思わないのですか？」


「そうですね。私のレベルで貴方の悩なやみに答えを出すことはできませんが。……それでも確たしかに、あんまり他人と比ひ較かくして幸せな人生は歩めていないかもしれません。それこそ、私にとっての《幸せ》は、腐った果実の側の幸せなのでしょう。こんな風に……自分でも分かる程ほどに無む感かん情じように人じん格かくが形成されてしまったのも……心の防ぼう衛えいのためでしょうし」


「…………」


「しかし。それでも……それでも私は、生きて、いこうと思っています」


「なぜですか？」


「……さあ。それを聞いても、意味はないと思いますよ。生きる理由なんていうものは、他人にどうこう言われるものじゃありません。……それでは、また明日」
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　深螺さんはピシャリとそれだけ告げると、一度も振り返ることなく、そのまま歩いていってしまった。僕はその背中を呆ぼう然ぜんと見送り、そうして……一人になった公園で「ははは……」と、力なく笑う。そうすると、まるで……そう、まるで世界が僕を嘲あざ笑わらうかのようなタイミングで、雨が降ふってきた。どしゃ降りでもなく、しとしとと、僕を濡ぬらすためだけのように。


　空を見上げて……更さらに、乾かわいた笑いを漏もらす。


「はは……は」


　しばらくそうして笑った後……顔についた水分を……雨以外にも数すう滴てきあった水分を拭ぬぐいながら、小さく呟つぶやく。


「……馬ばっ鹿かじゃねぇの……」


　何に対して言っているのかは、自分でも分からなかった。ただただ……本当に、なにもかも、馬鹿らしかった。


「……なんだよ……。なんなんだよ……。なにしたっていうんだよ……。僕が……」


　顔が、体が、どんどんと濡れていく。中でも一番ぬれていたのは、顔を拭う、その袖そでだったかもしれない。


「そんなんなら……最初から、この世界に誕たん生じようさせてんじゃねえよ……」


　どうしようもなく胸むねが痛いたい。いつか誰だれかが言っていた。全ての生命は祝しゆく福ふくされて生まれて来るって。いらない命なんてないんだって。でもそれは……その言葉は……どうやら、僕が生まれるまでの期き限げん付きの名言だったみたいだ。はっ……ホント、笑えてくる。「居い心ごこ地ち悪い」だって？　そりゃそうだ。この世界の住人全員が全員、僕に「死ね」という感情を向けているのだから、そりゃ、居づらくもなるだろうよ。深螺さんは僕の精神力が強きよう靱じんだからまだ生きているとか言っていたけど……違ちがう。どう考えても、僕はそんなに強い人間じゃない。ただ僕は、鈍どん感かんだっただけだ。どうしようもなく鈍感だから、でも、だからこそ、生きてこられたんだ。他人の気持ちに……悪意に極力気付かないで。人と無む意い識しきに距きよ離りをとっていたのも……クールになろうとしていたのも……全部……《僕に残された僅わずかな生せい存ぞん本ほん能のう》からだったんじゃないか……。


　何でこんな話を唐とう突とつに、なんの脈みやく絡らくもなく告げられたのだろう……と考え、いや、そうかと思い直す。深螺さんはやっぱり……僕ぼくに死んで欲ほしいんだ。だから、このタイミングで、唐突に、こんな話をして、僕の心に打だ撃げきを与あたえてきた。神無家とやらは、霊関係の被ひ害がいを排はい除じよする仕事だ。そんな彼らからしたら、確たしかに、霊を実体化させる僕という危き険けん要よう因いんは……世界にあだなしかねない僕は、排除するべきものなのだろう。……改めて、自分が死を望まれているのだと実感する。そりゃそうだ。さっきの話が実じつ現げんして……世界中で悪霊が実体化なんてしたら……大変なことになる。それは……僕だって、いやだ。


　正直「世界」のことなんて考えられるほど、僕は大きな心を持ってはいないけれど。


　それでも……。ふと、ユウや、鈴音や、先輩や、陽慈や、傘の顔が思い浮うかんで。……心が決まった。


　そっか……。


　僕……。


　自分が死にたいのは勿もち論ろん。


　皆みんなのためにも……死ぬべきだったんだな。……なんだ……。……それなら……何の問題もないじゃないか。


　何の問題も……。


　…………。


　……なのに、なんで。こんなに、眼めに水分が溢あふれてくるのだろう。おかしいな。僕、死にたくて死にたくて仕方なかったはずじゃないか。


　あれ。


　おかしいな。


　なんだろう。


「…………」


　ごしごしと袖そでで目元を拭ぬぐう。


　…………。


　ああ……そうか。


　生きたくなんかはないけれど。


　アイツらと会えなくなるのが……僕、寂さびしいんだ。生きたいとか死にたいとか、そういうレベルの話じゃなくて。


　単たん純じゆんに、寂しかったんだ、僕。


　深螺さんの不思議がっていた、僕がこの世界にしがみついている理由も。こんなに単純だったんだ。友達と……大切な人たちと、別れたく、なかっただけなんだ。


　はは……僕、そんなに、好きだったんだな……皆のこと。


　でも……。


　だからこそ余よ計けいに……。


「…………」


　僕はぐっしょりと濡ぬれた袖を何度も動かすと……それから、星の見えない空を見つめなおして……諦あきらめるように……でも、少しだけ微ほほ笑えんで、答えを見つけて、呟つぶやいた。





「ああ……死にてぇ」





　深螺さん。時間なんて貰もらわなくても……とっくに、僕、決心、ついちゃったみたいだよ。





　　　第四章　隠かくし事の深夜










「兄さん、ちょっと、びしょ濡ぬれじゃない！」


　帰き宅たく早々、傘さんが玄げん関かんまで出てきて驚おどろいていた。慌あわてて室内にタオルをとりに戻もどっていったが、少しするとまた玄関に戻ってきて「……タオルどこかわからない……」と残念そうにシュンとする。僕は苦笑して、濡れたままで室内に入った。クローゼットを開け、自分でバスタオルを取り出し、わしゃわしゃと頭を拭ふく。


「兄さん兄さん」


　僕がごしごしと自分で拭いていると、傘が袖そでを引っ張ぱる。どうやら、自分が拭いてやるとアピールしているらしい。実じつ際さい問題殆ほとんど頭の水分は拭ぬぐえていたのだけれど、傘が凄すごく「やってあげたい」という感情を目に浮うかべていたので、苦笑して「じゃあ、お願い」とタオルを渡わたし、自分は敷しきっぱなしの布ふ団とんの上に胡あ坐ぐらをかく。傘は僕の背はい後ごに膝ひざ立だちで陣じん取どると、張はり切ったようにわっしゃわっしゃと頭をかき回し始めた。水分がどうこうじゃなくて、その行こう為いが、単純に気持ちいい。僕は目をつぶってしばらくその感かん触しよくを楽しんだ。


　傘と僕は下らないやりとりを数分繰くり返し、いつものごとく最終的にはグダグダな感じで終える。頭はもうパサパサで、それに反して服はびしょびしょのままだった。傘の目も気にせず下着以外全部脱ぬいで、それをそのまま洗せん濯たく機きの中に放り込む。そうして、シャワーでも浴あびようかと逡しゆん巡じゆんしていると、ふと、室内から傘が声をかけてきた。


「兄さん……なんかあった？」


「え？」


　内心ぎくりとしながらも……笑顔で振ふり返る。傘は怪け訝げんそうに表ひよう情じようを歪ゆがめた。


「だって、なんか兄さん……」


「いつも通りだろう？」


「それはそうだけど……。でも、なんか……」


「なんだよ」


「……分かんない。自分でもなにが引っかかるのか分からないんだもん」


「なんだそれ」


　僕は苦笑しながら、トランクス一枚のまま一いつ旦たん室内に戻もどり、新しいバスタオルを一枚まいとると、シャワーへと向かう。相変わらず傘が不思議そうに僕を見ていたので、僕は、話題を逸そらすように彼女に尋たずねかけた。


「傘はもう入ったのか？」


「え？　……あ、うん。そ、そうだね」


　なにか反はん応のうが妙みように感じた。が、すぐにそんな様子は消え、傘は続けてくる。


「えへん。綺き麗れい好きな私は、朝と、そして兄さんが出かけている時の二回も入っちゃっているのだ。綺麗な妹が兄さんは好みでしょう」


「綺麗なのはいいけど……水道代の無む駄だ遣づかいはやめてくれ」


「む。ケチくさいなぁ。……あ、わかった。あれでしょ。水道代もったいないからとかいう理由で、私と一いつ緒しよに浴あびるという提てい案あんをしようと画かく策さく──」


「別に僕はいいけど、一緒でも」


「……そういう冷静な反応されると、こう、なにか非ひ常じように悔くやしくなるんだけど、私」


　傘は本気で悔しそうに拳こぶしを握にぎりこんでいた。妹の裸はだかに鼻血とか出す兄の方がいいのだろうか。……なんなんだコイツは。僕は嘆たん息そくし、「じゃあな」とユニットバスの扉とびらを開ける。が、しかし、再さい度ど傘は声をかけてきた。


「お兄ちゃん！」


「？」


「……なんでもない」


「…………」


　傘はなにか本当にシュンとしてしまって顔を伏ふせた。……僕は……でも、この悩なやみは妹にだって言うべきようなことじゃないから……やっぱり、笑顔で話を逸らすしかなくて。近々本気で死のうと思っている、なんて、言い出せるはずもなくて。ニヤリと笑うと、いつものように彼女をからかった。


「『お兄ちゃん』」


「あ」


　傘が顔を真っ赤にする。僕はくすくすと笑った。


「未いまだに直なおってなかったんだなぁ、それ」


「う、うるさいなぁ！　ちょっと口が滑すべっちゃっただけだもん！」


「元々は『お兄ちゃん』だったんだから別にいいじゃん、それでも。小学校高学年ぐらいから『兄さん』に切り替かえたけど」


「そ、それは……。……恥はずかしいじゃない、いつまでも『お兄ちゃん』なんて……」


「そう言う割わりには、咄とつ嗟さの時とか余よ裕ゆうない時はいつも『お兄ちゃん』って言うよな、お前。まだ直ってなかったみたいだし」


「う、うぅ。い、いつまでも下着でうろついてないで、さっさとシャワー入んなさい！」


「はいはい」


　僕はニヤニヤとした笑みを浮うかべたまま、ユニットバスへと入っていく。傘は頰ほおをぷくっと膨ふくらませていたが……ドアを閉とじる直前最後に見た顔は、やっぱり、複ふく雑ざつそうに表情を歪めた、元気のない姿すがただった。


「…………」


　シャワーの蛇じや口ぐちをひねり……お湯になるまで、少し待つ。


「……余裕のない時は、『お兄ちゃん』……か……」


　傘は僕が本当は色々思いつめていることに、ハッキリと気付いていたのだろうか。


　…………。気付いているんだろうな……。僕も、傘が何かを隠かくしていることに気がついているように。


　シャワーのお湯を、体を洗あらうでも頭を洗うでもなく、しばし無心に浴びてしまう。


　水道代を無駄にしているのはどっちだと一人心の中で笑ってみたが……やっぱり、結局はうまく笑えなかった。





　腰こしの周りにバスタオルを巻き、頭から湯気を昇のぼらせてユニットバスを出ると、傘はいつもどおりの様子でテレビを見ていた。僕は元々穿はいていたトランクスを洗せん濯たく機きに放り込むと、そのまま彼女の背はい後ごを通り、クローゼットから新しいのを出す。


「そういえば、傘。お前、洗濯物はどうしているんだ？」


　洗濯機の中にはとりあえず傘の衣服は入ってなかったなと思い出し、訊たずねる。彼女はこちらを振ふり返ると、どこかしどろもどろで返してきた。


「あ、そ、それは……。……年とし頃ごろの女の子だから」


「だから？」


「……えと。や、野や暮ぼなこと訊きかないの！」


「？　別にいいけど……」


　傘が何か焦あせっている様子だったので、別に僕としてもそれほど掘ほり下げたい話題でもなかったし、すんなり引き下がる。……どうもこっちに来てからの傘はおかしい。


　僕が首を傾かしげていると、傘は「は、早く服着てよ！」と話を逸そらすように声をかけてきた。仕方ないのでトランクスを取ると、僕はそれを穿こうと……


「ここで穿くなっ！」


　傘が真っ赤になって抗こう議ぎしてくる。僕は嘆たん息そくして反はん論ろんした。


「お前がテレビの方とか見てりゃいいだけの話じゃないか？」


「そういう問題じゃない！　一いつ瞬しゆんでも兄さんが背後で裸はだかになるっていうのは──」


「いうのは？」


「……ど、ドキドキするじゃない」


　傘が頰ほおを赤くして顔を背そむける。……僕はニヤリと笑んだ。


「おやおや、変へん態たいはどっちだろうねぇ」


「た、たとえ兄さんでも、背後で裸になっていたら、女の子はいやがって当然だよ！」


「そうかな？　だって兄妹だぞ？　素すっ裸でいても何にも感じないのが普ふ通つうだと思うけどなぁ。っていうか、それなら、僕、何ど処こで着き替がえろっていうんだよ」


「昨日はちゃんとユニットバスの中で着替えてきてくれたじゃない！」


「今日は部屋で着替える日なんだ」


「なんで決まってるのよ！」


「というわけで、バスタオルとるぞ、傘」


「なんでよ──って、わー、わー！」


　僕がバスタオルに手をかけると、傘はきゃあきゃあ言いながらそっぽを向いた。実を言うとここで着替える気なんて毛頭無かったのだが、傘をからかうのが楽しいので、僕もすっかり悪ノリしてしまっていた。……シリアスな空気になるのもイヤだったし……。


　僕がほらほらと言いつつ、バスタオルに手をかけながら妹の前に回りこみ、それを見て傘がまたきゃあきゃあ言うというやりとりを数回繰くり返す。そうしてすっかり調子に乗っていると──


「ケイー！　今日はごめんね！　すっかり勘かん違ちがいしちゃって！　それはそうと、傘に挨あい拶さつしたいって言う陽慈さん連れてきたから、ドア開け──」


「…………」


　壁かべをすり抜ぬけて唐とう突とつに入ってきたユウと目が合う。……固まる僕ぼく。状じよう況きよう認にん識しき開始。


　涙なみだ目めで怯おびえる妹。半はん裸らで迫せまる兄。しかも下半身に巻まきつけたバスタオルを今にもはずしそうな──


「ま、まあ、落ち着け、ユ──」


「必ひつ殺さつ!!　ビッグバン・ユウ・スクリューパーンチ、エクストラ!!」


「なんか拳こぶし光ってる！」


　というわけで、僕は本日二回目のノックダウン。最後に認識したのは、勢いきおいでハラリと舞まってしまったバスタオルと、きゃあと叫さけんだ傘の咄とつ嗟さのボディーブローがスローモーションで僕に迫せまってくる様子と、鍵かぎのかかってなかった玄げん関かんから陽慈が「お邪じや魔ましまーす」と入ってきた音声と、顔を赤くしたユウがなぜか第だい二に撃げき目めを構かまえた光景だった。……深螺さん、僕、貴女あなたに答え提てい出しゆつするまで生きているかどうかさえ怪あやしくなってきましたよ。





「今回は自じ業ごう自じ得とくだよ、兄さん」


「全くだよ、ケイ」


「ねー、ユウ」「ねー、サン」


　起きて最初にかけられた言葉は、そんな無む慈じ悲ひな女じよ性せい二名の言葉だった。直後に、苦く笑しようして覗のぞき込こんできた陽慈に「大だい丈じよう夫ぶか？」と声をかけられ、思わず、本気でボーイズラブの世界に走りかける。おいおいと泣きながら、僕は陽慈の胸むねに顔をうずめた。彼が「よしよし、怖こわかったな」となだめてくれる。……女性、怖い。


　気付くと、陽慈が着せてくれたのか、シャツとトランクスを着ていた。彼に訊たずねると、陽慈はその爽さわやかな顔で苦笑して、僕にだけ聴きこえるように「……あのまま裸はだかにしていたら、お前、あの二人に何されたかわかったもんじゃなかったぞ」と耳元で囁ささやかれる。その言葉に僕はぞくりと背せ筋すじを震ふるわせ、もう一度「陽慈ぃ」と彼に抱だきついた。ユウが部屋の片かた隅すみで妹に、「サン。ケイはとある一いつ件けんで最近あっちの世界に目覚めちゃいがちだから、同どう居きよ中ちゆうは気をつけて見み張はっていてね」といらんアドバイスをし、傘は傘で「うん、分かったよユウ！」とマジで受け止めていた。……いよいよ味方は陽慈しかいない気がしてくる。


　僕が起き上がり、部屋着のスウェットを穿はき終えると、ようやく少し落ち着く。ワンルーム、しかもテレビや棚たななどを除のぞいた生活空間となるとそれほどの範はん囲いも無いため、四人も居る現げん在ざい、結局ごちゃっと部屋の中央あたりに集まる結果となる。ユウを見て、ふと、自分の物ぶつ質しつ化か範囲はもう三メートル弱なのだから、下手すると、僕が部屋の中央に居れば、割わりと彼女は広範囲で動けるのではないかと思った。ふと、深螺さんの範囲拡かく大だいの説明を思い出す。……確かに、あまり余よ裕ゆうはないように思えてきた。


　僕が複ふく雑ざつな顔をしていると、陽慈が「どうした？」と覗き込んできた。「いや、なんでも」と苦笑し、彼に返す。相変わらず普段憎にくまれ口をたたく割わりには、人の心配はすぐに、条じよう件けん反はん射しや的てきにしてしまうヤツだ。


　陽慈……星川陽慈は、僕の昔からの友達だ。場合によっては「親友」という表現でもいいのかもしれないが、僕は生あい憎にくなにをもって親友とするのかはよく知らないので、まあ、とりあえず友達ということで。少なくともボーイズラブな関係では「まだ」ないから、安心してほしい。まだというのは……最近、周囲の異い常じよう女性陣じんを見ていると、陽慈がかなりまともに見えてきてしまっているから、僕が傾かたむくこともありえなくはない状況になっているという、そういうのと、プラスアルファ……


「蛍。ついに……ついにメール来たんだぜ、ケイコさんから！　『陽慈さんはお優やさしい方なんですね。おほほー』って！」


「あ……そ、そう。それは良かったね」


　さっとテーブルの上にあった自分のケータイを隠かくす。……そこには、実じつ際さい、「送信メール」として、陽慈が喜びまくっているメールが保ほ存ぞんされているのだ。……事情は……話したくない。送ったのは昨日。電話で直接やりとりするよりは、そちらの方が正体がばれにくいだろうと思っての、メールでのやりとり提てい案あんだった。それに、陽慈は僕の電話番号知っちゃっているけど、メールアドレスはまだ知らないという状況なので、ケイコと蛍の二人を使い分けることもできたし。
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「ああ、良かった！　良かったよ！　傘ちゃんへの挨あい拶さつついでに、お前にこれを報ほう告こくしてやりたくてな！　蛍！　このままいけば、オレの彼女居いない歴れきが終わりを告げる日も近いぞ！　悪いな、蛍。オレ……一抜ぬけだ！」


「……お前に彼女ができるその日、僕には彼氏ができるわけだが……」


「ん？　どうした、蛍。顔が青いぞ」


「……なんでもない。よ、陽慈。その、ケイコさんだけど、実際問題、その……」


「ああ、既すでに付き合っている可か能のう性せいか？　大だい丈じよう夫ぶだ。実を言うとな、蛍。オレ、誰だれにも言ってないが……お前が《霊体物質化能力》を持っているように、オレにも、霊れい視し能力以外の特殊能力があるんだ。それは……《恋愛遍へん歴れき目視能力》」


「うそくさ！」


　しかも陽慈がとんでもない恋れん愛あいばっかり（主に僕絡がらみ）しているだけに、余よ計けいに眉まゆ唾つばだった。ユウと傘も疑うたがいの視線で陽慈を見ている。陽慈はしかし自信満々に胸むねを張はった。


「いやいや、これは結けつ構こうマジだぞ。まあ、詳くわしいことは全然分からないけどな。その人が何人ぐらいの人間と付き合ったかと、今付き合っているやつ、もしくは好きなやつが居るのかどうか……そういうの、なぜか一目で分かるんだ。で、実際訊きいてみると、ほぼ百パーセントの確かく率りつで合っている」


「……ホントに？　意外な長所だね……」


　ユウが感心したように陽慈を見る。僕も同じ感想だった。人は見かけによらないというか……。恋愛の機き微びを見抜ける能力が宿る人間にはどうしたって見えないけど。まあ、これは、能力というよりは、多分、「観察力に長たけている」っていうことなんだろう。陽慈は純じゆん粋すいな心の塊かたまりみたいなヤツだから、人の本質を見抜く能力にも長けているのかもしれない。……性別を見抜く能力は無いのに。


　陽慈は一つ咳せき払ばらいをすると、話を再さい開かいした。


「その上で、オレが見るに……ケイコさんは今好きな人は居ない！　その上、なんとあの美び貌ぼうで付き合った人さえゼロと見た！　イマドキ珍めずらしい清せい純じゆんさだ！」


「それは悪かったな」


「？　なんでお前がすねるんだ？」


「……なんでもない」


　やばいやばい。思わずツッコンでしまった。陽慈……そこまで観察力あるのに、なぜ、なぜ一番重要な部分に気付いてくれないか……。


　──と、僕はふと気になって、陽慈に質しつ問もんしてみる。


「あ、じゃあ、ユウとか傘のことも分かるわけか？」


『え』


　僕が陽慈に尋たずねると、二人が表ひよう情じようを引きつらせて、変な声を上げた。陽慈が「おお、それはな」と、二人に構かまわず僕に答える。


「ユウさんも傘ちゃんも、意外なことに付き合った人間はゼロだな、もう、あからさまに。ここまでハッキリ『ゼロ！』って感じの人相は、あとは神無さんと紗鳥ぐらいしか居ないぞ。現げん在ざい進行形の恋愛に関しては……う～む、こっちは分かりにくいな。神無さんは凄すごくわかりやすかったけど。どうも傘ちゃんもユウさんも、『気になっている人』が『身近に居る』ようだが──」


『わー！　わー！』


　と、そこまで陽慈が僕に告げたところで、傘とユウが同時に陽慈に飛び掛かった！　そうして、彼の腹ふく部ぶに二人して一いち撃げき、なにかいれちゃいけない感じのパンチを入れる。ゴフッと、息を吐はき、目を閉とじる陽慈。……さっきの僕もこんな感じだったのだろうか。目の前で起こった猟りよう奇き的てき事じ件けんに、僕はブルブルと身を震ふるわせた。そうしていると……ユウと傘が、ニッコリとこちらを見る。


「兄さん♪　陽慈さんから、今、なぁんにも聞いてないよね？」


「ケイ♪　今、ケイは、陽慈さんからなぁんにも聞かなかったし、見なかったよね？」


「……うぅ」


　笑顔ながら物もの凄すごい威い圧あつ感かんを伴ともなう二人と、悪夢にうなされるように呻うめいている陽慈。……こんな状況では、僕の返せる言葉なんて、一言しかなかった。


「僕は何も聞きませんでした。っていうか、陽慈って誰ですか」


「うぉい」


　目を覚ました陽慈が僕の手を摑つかんで何か凄く悲ひ愴そうな顔をしていたが、僕は彼に「すまない……」と涙なみだながらに告げると、彼の手を弾はじいた。……その時の陽慈の絶ぜつ望ぼうしきった顔といったら、僕は一生忘れられないだろう。僕に見み捨すてられたのを機に……陽慈は、そのまま少しずるずるとユウと傘に「あちら側」に引きずられ、そこから、「今後二人の恋愛情報については語りません誓せい約やく」を、拷ごう問もんまがいの……というか、拷問で誓ちかわされていた。あまりにむごいその光景に、僕は途中から現げん実じつ逃とう避ひの意味で耳を塞ふさぎ視し線せんを逸そらして「神よ、おお、神よぉ」ばかり繰くり返していたので、緻ち密みつな描びよう写しやはできなくて残念な限かぎりだ。


　陽慈の「処しよ理り」が終わると、二人は何事もなかったかのように世間話を再さい開かいしていた。恐おそる恐る振ふり返ると、陽慈はうつぶせにぐったり倒たおれており、なぜか半はん裸らだった。心の中で悲鳴をあげつつも、二人を刺し激げきしないように、そろりそろりと陽慈を「こっち」に回かい収しゆう、膝ひざ枕まくらをしてやる。仰あお向むけにした陽慈の表情は、もう、なんというか……隣となりにパトラッシュを描えがけそうな勢いきおいだった。


　僕が涙なみだぐんで彼の手を握にぎると、彼は目も開く気力無しといった風に瞑つぶったままで、満足そうに微ほほ笑えんでいた。ケイコさんに膝枕してもらっている夢でも見ているのだろう。


　僕は、そぉっと一いつ旦たん陽慈を膝から下ろした。ケイコを演えんじる必要が無くなり、ようやく一息つく。……あのキャラ……いつまでやればいいんだろう。最初はとっとと陽慈を振って終わらせてしまおうと思っていたのだけれど、彼の情じよう熱ねつを見ていると、もう、下手に昔から知っているだけに、振るなんていうのが不ふ憫びんで不憫で……。で、現在までグダグダと至いたってしまっているわけだが……。ああ、人に告白するのも難むずかしいことだろうけど、同等かそれ以上に、人を振るっていうのも難しいことなんだな……。


　陽慈の顔を複ふく雑ざつな気分で眺ながめていると、ふと、もうかなり深夜なのに気がついた。まあ、明日から夏休みだから別にいいといえばいいけど……。


「ユウ？　お前、そろそろ帰る……っていうのも変だけど、鈴音んところ戻もどった方がいいんじゃないか？」


　僕が声をかけると、ユウはちょっと不ふ機き嫌げんそうに顔を歪ゆがめた。


「む……やっぱり、私、ここに居いちゃ駄だ目めなの？」


「駄目っていうか……僕も傘も、ちゃんと寝ねたいしなぁ」


「『妹とちゃんと寝たい』!?」


「変な風に受け取るなっ！」


「……最近のケイの行動見ていると、あながち冗じよう談だんじゃない感じだからなぁ……」


　ユウがジロリと僕を睨にらんでくる。う……それは、確たしかに。今日ユウが見た光景なんて、妹に僕が襲おそい掛かかっている場面の連発だ。信用なんてゼロどころかマイナスの域いきなのは当然だった。


　僕が困こまっていると、傘が苦笑しながら、加か勢せいしてくれる。


「大だい丈じよう夫ぶだよ、ユウ。今日のは全部勘かん違ちがいだから」


「サン……」


「それに……」


　傘がこちらをチラリと見て、それから、ほんのり頰ほおを染そめて笑顔でユウに告げる。


「私、兄さんに襲われても割わりと問題ないし──」「今日は私もここに泊とまるね」


　即そく答とうだった。ユウ……なんか、目が怖こわい。なぜか僕を物もの凄すごい勢いで睨んでいる。もう、断ことわれる状じよう況きようじゃなかった。今までレベル高い悪あく霊りように勝利してきた僕だけど、今のユウにはどうあがいても勝てる気がしない。


　仕方ないので、嘆たん息そくしつつも、ユウの宿しゆく泊はくを認みとめる。まあ、ユウは基き本ほん的てきに寝なくていいのだから、布ふ団とんに関しての問題はないだろう。一いち応おう、夜中騒さわがないで僕と傘をちゃんと寝させてくれるということは、約束しておいた。それより問題なのは……。


「……これ、どうする？」


　気き絶ぜつして転がっている陽慈を指して、ユウと傘に意見を求める。


「陽慈さん、下宿だし、本当はこの時間まで外出ているのはマズイらしいよ？」


　ユウがそう告げてきた。僕は腕うでを組む。


「どちらにせよ、ここに居いさせるわけにはいかないわけか……」


　僕は陽慈の顔をぺちぺちと叩たたく。彼は「んぅ……」と、ゆっくりと意い識しきを覚かく醒せいさせた。そうして、ガッツポーズ。


「くう、我われながらいい夢ゆめみたなぁ！　ケイコさんのふともも、柔やわらかかったなぁ！」


「そ、そう」


「ああ！　お前にも体たい験けんさせてやりたいぐらいだぜ！　て、おっと、駄だ目めだ駄目だ！　ケイコさんの体はオレのものだからな！」


「いや、僕ぼくのものだと思うぞ」


「え？」


「いや、なんでも」


　いかんいかん。反はん射しや的てきにツッコミいれてしまう。


　陽慈は夢見ごこちの表情でしばしホワンとしていたが、唐とう突とつに、勢いきおい良よく立ち上がる。そうして……


「こうしてはいられない！　折角あんないい夢見たんだ！　さっさと帰って、布団に入って、夢の続きを見なきゃ！　ケイコさんの感かん触しよくを忘わすれないうちに！」


「後生だから忘れてくれ」


「羨うらやましいのか？　羨ましいんだな、蛍！　へへん！　いいだろう！　オレは早速帰って、夢の中でケイコさんと……」


「け、ケイコさんと？」


「……そこから先は十八禁きんだ、蛍」


　背せ筋すじに物凄い悪お寒かんが走った。


「じゃあな、蛍！　いい夢みたら、また報ほう告こくするからなー！」


　陽慈は一方的に告げると、そのまま凄い勢いで去さっていってしまった。ちゃんと靴くつ履はいたのかさえ怪あやしい勢いだったが、玄げん関かんを見るとちゃんと靴はなくなっていた。……愛の力、おそるべし。そして、僕はケイコがアイツの夢に出しゆつ演えんしないことを切に願う。いや、もう、かなり本気で。


　陽慈が帰ると、三人になった室内では再ふたたびユウ＆傘が覇は権けんを取り戻もどしてしまった。僕は逃とう避ひするように、仕方なく、ケータイを持ってベランダに出る。涼すずしく、そして邪じや気きの無い空気は爽そう快かいだった。ああ、深螺さんの説明はホント的てき確かくだったな。今の室内には、色んな感情の霊気が……主に僕に攻撃的なのが渦うず巻まいていて、だから気持ち悪かったのだろう。しばらく家にひきこもってから外に出ると凄く爽快に感じるのも、もしかしたら霊気が関係していたのかもしれない。非日常だと思っていた「霊気」云うん々ぬんっていうのは、よく考えると、生活に密みつ着ちやくした要よう素そだったようだ。


　そんなことを考えながら、巫み女この電話番号を呼よび出す自分に少し苦笑しつつ、鈴音のケータイをコールする。ユウが今日は我わが家に泊とまることを伝えるためだ。数回の呼び出し音の後、『もしもし』と鈴音が出る。なぜかホッとした。


「よう、巫女娘むすめ」


『ツー、ツー』


　即そつ行こうで切られてしまった。アイツ……先せん輩ぱい関連には最近イヤに敏びん感かんだな……。


　かけなおす。


「お姉さん。僕、たっくんって言うの。どこに居るのかって？　それはお姉さんの──」


『ツー、ツー』


　案外シャレにならないジョークだったかもしれない。


　かけなおす。


『いい加か減げんにしてよね、蛍！』


　こちらが何か言う前に怒ど鳴なられた。僕は「悪い悪い」と苦笑しながら謝あやまる。


「ただのお茶目じゃないか。怒おこるなよ、鈴音」


　妹直伝の言葉「お茶目」を早速使ってみる。


『お茶目ってなによ！　謝る気あるの！』


　激はげしく逆ぎやく効こう果かだった。どうやら僕は使っちゃいけない言葉だったらしい、「お茶目」。僕の語ご録ろくからその言葉は削さく除じよすることにした。


「まあまあ。ほら、こんなことするのは、仲がいい証しよう拠こだろ？　深螺さんには絶ぜつ対たいできないことだぞ」


『…………。……ま、まあ、いいけど』


　なぜか鈴音の機き嫌げんが回かい復ふくした。仲がいいという言葉にでも反はん応のうしたのかもしれない。深螺さんには絶対できない……あたりもポイントだったか。


『それで、なに？』


「なにって？」


『蛍が用件もなしに私に電話してくるなんて、絶対ないじゃない』


「…………」


　そう言われてしまうと少しムッと来たので、天あまの邪じや鬼くな僕は、本題をひっこめた。


「そうとは限かぎらないだろ」


『じゃあ、なんなのよ』


「えと……り、鈴音の声が、聞きたくなって」


『…………』


　沈ちん黙もく。少し間を置いて、鈴音のどもった声が聞こえてきた。


『そ、そんなわけないでしょ。も、もう』


　なぜか滅め茶ちや苦く茶ちや動どう揺ようしていた。面白いので、もう少し続けてみる。


「いやいや、ホントだよ、鈴音。鈴音の声が愛いとおしくて愛おしくて……」


『や、やめてよ、ちょっと！』


　どうも、冗じよう談だんと分かっているのに、しかしそれでも焦あせってしまうようだ。


「相変わらず可か愛わいい声だね……鈴音」


『変へん態たいっぽいよ、なんか！』


　最近僕は万人から変態扱あつかいされている気がする。開き直る。


「どんな下着穿はいているの、はあはあ。そして、今日の夕飯は何食べたの、はあはあ。あまっていたら僕にもわけて、はあはあ。っていうか、メシプリーズ、はあはあ。食費が最近きついんだよ、はあはあ」


『単たん純じゆんに飢うえているだけじゃないそれ！　っていうか絶対私の下着とかどうでもよかったでしょ、それ！』


　ち。ギャグのノリで食料確かく保ほしようと思ったんだが……。


「覚えてろよぉ」


　とりあえず負けた悪役はそのセリフを吐はくべきだと思うので、僕はそう言って、電話を切ろうとする。と、鈴音が『ちょっと！』大きな声をあげてきた。


『本題はどうしたのよ、本題は！』


「あ、すっかり忘わすれてた。ユウ、今日こっちに泊とまるから。じゃ」


『それだけの電話になんでこんな時間かかってるのよ！』


「深螺さんチックだろ？」


『姉さんから変な影えい響きよう受けてる！』


「僕はすっかり深螺さん色に染そめられてしまったよ……」


『そういう関係だったんだ！』


「大恋愛だったな」


『あの姉さんと？』


「……実はな、鈴音。深螺さん、僕にはメロメロだぞ」


『うそっ！』


「ホントホント。あまりにメロメロ過すぎて、逆ぎやくにそっけない態たい度どをとってしまうのだと、僕は見た」


『……結局そっけないのね……やっぱり』


「愛あい情じようの裏うら返がえしだよ、あれは」


『蛍……意外と幸せな人ね』


　どういう意味だ。


「深螺さんに訊きいてみろよ。家にいるんだろ？」


『……はぁ』


　鈴音はいい加か減げん僕のジョークに付き合うのにも疲つかれていたみたいだったが、律りち儀ぎに、電話の向こうで「姉さーん。蛍が、姉さんは蛍にベタ惚ぼれだっていう話をしているんだけど、本当？」と訊たずねてくれていた。対して深螺さんの答えは……


『……ある意味では世界で一番興きよう味みのある男性と言えるかもしれませんね』


　鈴音のケータイ越ごしに、深螺さんの抑よく揚ようのない声が聞こえる。好意ではなく興味ってあたりが、深螺さんらしかった。電話口に鈴音が戻もどる。


『大好きだって。驚おどろきね』


「ああ、僕が一番驚いたがな」


　鈴音と二人、はははと渇いた笑いを漏もらす。あの人に好かれるって……なんか、逆に嬉うれしくないかもしれない。鈴音もこれに関しては「不ふ潔けつよ」とか言う気もないらしかった。


『で。そろそろ切っていい？　電話』


　鈴音はノリが悪かった。深螺さんまでノってくれたというのに……。


「鈴音……つまらない女」


『なにそれ！』


「いいよいいよ……僕は、らぶらぶな深螺さん一ひと筋すじさ」


『はいはい。姉さんと蛍が結けつ婚こんしたら、私は義いも妹うとね』


「おお、巫み女こで義妹でクラスメイトなんて、凄すごく美お味いしいキャラだな、鈴音」


『……あのさ』


「ん？」


『ふざけたいなら真ま儀ぎ瑠る先せん輩ぱいと話してなさい！』


　その言葉と共に、電話は切られてしまった。……今日はちょっとふざけすぎたか。少なくとも、深夜に電話してあんなテンションだったら、普ふ通つう怒おこるわな、うん。


「……あれ？　でも、なんで深螺さん、鈴音の家に居いたんだろう？」


　ふと気になって首を傾かしげる。深螺さん、ホテルに泊とまっているはずじゃ……。鈴音になにか話しあったのかな？


　色々と気になることはあるものの……。


「まずは、この中から鍵かぎのかけられたベランダをどうにかするのが当面の問題だな」


　僕は窓まど際ぎわでニヤニヤしている傘とユウのコンビを見て、深く嘆たん息そくするのだった。





　　　【interlude─鈴りん音ね─】










「鈴音。……貴女あなた、巫み女こより女じよ優ゆうの方が向いているわよ」


「…………」


　蛍けいとの通話を終えた私に、姉さんはそう声をかけてきた。窓まど際ぎわで外を見ながら立っている私に対して、姉さんは一人がけソファにスラリと長い足を組んで座すわっている。窓に反はん射しやして映うつるその姉さんの像ぞうと、目があった。私は慌あわてて目元を拭ぬぐったが、恐おそらく意味は無かっただろう。姉さんは、既すでに、私が蛍と話している最中ずっと涙なみだが流れていたのを知っていたから。


　姉さんから蛍の能のう力りよくと自殺志し願がんの関係性、そして今彼がどういう選せん択たくを迫せまられた状じよう況きように居るのかを聞いたのは、ついさっき……蛍から電話の来る直前だった。


　生と死の概がい念ねんを著いちじるしく侵しん害がいする異い能のう。蛍の物質化能力が、確かに異常なものだということは分かっていた。だって、質量の無いものに質量を与あたえるなんて……物理法ほう則そくに反している。明らかに世界にとっての異い端たん。イレギュラー。でも、それを、それをそのまま「世界にとって邪じや魔まなもの」なんて、私は……私は結びつけて考えられていなかった。恐らく……私自身が、蛍を必要とする人間だったから……そういう発想が、湧わかなかった。


　姉の語った「世界の異物」理り論ろんに、私は最初反発した。蛍が物質化能力を持っていることなんて、一部の人間しか知らないことじゃない、と。どうしてそれで世界中から悪意が彼に向くのかと。しかし……その反発にも、姉は相変わらずの無表情で、淡たん々たんと答えた。


「何も式しき見み蛍という人間を知った上で、生物は異端を拒きよ否ひするわけじゃない。そういう意味で、別に、誰も式見蛍を狙ねらい打ちにしているというわけじゃないわ。ただ、人は……いえ生命は、本能として、異端を嫌きらう。特に生と死や、物理法則等の概がい念ねんを覆くつがえすような存在は、どう考えたって『あってはならない』でしょう？」


「それは……」


「だから、生きとし生けるものは常つねに、微び量りようでも、この感情を含ふくんだ霊れい気きを外部に放っている。鈴音、あなただって例外じゃないわ。そうして、その異端を嫌う気持ちは、まさしくその異端に作用する。天才と呼よばれる者、狂きよう人じんと呼ばれる者。しかしその中でもとりわけ……そう、生と死なんてものの概念に関かかわってしまう式見蛍には、一分野での天才などとは比ひ較かくにならないほどの、圧力が加わるという、それだけのこと。そういう意味で、個こ人じんの気持ちというよりは、式見蛍は、それらの集合体……『世界の意い志し』に拒きよ絶ぜつされていると言えるわね」


「…………」


「ちなみに、彼の能力が最近まで発はつ現げんしなかったのも、この『世界の意志』によって、自分達の法則を覆されないよう、抑よく制せいされていたからでしょう。しかし、彼が事じ故こによって死に近付きすぎたため……抑制の壁かべは、壊こわれてしまった。だから余よ計けいに危き険けんなの。今まで抑制されていたもの……抑えつけられていたものだけに、一度世に放たれると、あとはどんどん広がっていくしかないと思われるから」


　姉のその無む慈じ悲ひで的てき確かくな言葉に、私はショックを受けた。「どうしようもない」というのが、最初に胸に湧いた感想だった。どうしようもない。解かい決けつ法ほうなんて、どこを探さがしたって見つかりそうもない。そういう……自分のどうにかできる範はん囲いを超こえた問題の、どうしようもなさ。


　いつも「死にてぇ」と口くち癖ぐせのように吐はき出す蛍の姿すがたを連想して、思わず涙なみだを流してしまった。彼はよく理り不ふ尽じんだ理不尽だと言うけれど……間ま違ちがっていなかったんだ。彼は……だって、この世で一番理不尽な環かん境きように、いるのだから。生きていること自体を拒絶される生命なんて……そんなの……あまりにあんまりじゃないか。他人から「死にたい」という感情を押おし付けられるなんて……あまりに……。


　しかし、その理論が恐らく完全に正せい解かいなのだろうことも、私は理解していた。星川さんも言っていたけど……あの蛍の……本当は人一倍優やさしい蛍の「死にたい」っていう感かん情じようは、それだけどこか不自然だった。でも、この理論なら説明がつく。そりゃ、不自然で当然だ。自分で説明できなくて、苦しくて、当然だ。この世界が居い心ごこ地ち悪くて当然だ。だってそれは……世界が、蛍に押し付けたものなのだから。


　そうして、姉の前で私が嗚お咽えつを漏もらしている最さ中なか……さっきの、蛍の電話がかかってきた。数回すぐに切ってしまったのは……何も、彼がふざけていたからだけではない。心を落ち着けるための時間が欲ほしかったからだ。


　それでも……それでも、ふざけて楽しそうな彼の声を聞くと、どうしようもなく胸むねが痛いたんだ。大声で問いかけてやりたかった。どうして、貴方あなたは自分がそんな状況に居るのに……それを自分でも知ったばかりだというのに……そんな風に、いられるのかと。楽しそうに……ふざけたりしていられるのかと。……でも、その答えは、自分ですぐに気がついた。……彼には「死ななきゃいけない」という事実が今日突つきつけられたけど……でも、死ぬこと自体は、彼は、ずっと……それこそ、幼少の頃ころから考えてきたことなんだ。今いま更さら、死に際さいして心の準じゆん備びがどうとか……そういうことは、ないのだろう。なんて……なんて皮肉なのだろうか。


　彼のふざけて明るい声を聞いていると、余よ計けいにやりきれない気分になった。これが……快かい活かつで優しくて面めん倒どう見みのいいという……そういうのが、「本来の式見蛍」なんだって、分かってしまったから……。死にたがりの感かん情じようさえなければ……明らかにもっと明るい人生を送れたのが見えてしまい……もう、耐たえ切れなくなる。


　私は彼に本題を促うながすと、それを聞いて……そして、それでもいつまでも明るくふざけ続ける彼の声が聞いていられなくて、こっちから、怒ど鳴なって通話を切ってしまった。これ以上話を続けていたら、私は声をあげて泣き出してしまっていたから。


　姉さんは私に声をかけると、しかし優しい言葉なんて続けてもくれずに、「さて」とソファから立ち上がった。


「私はホテルに帰るわね。……後々、式見蛍を殺してあげなければいけませんし」


「っ！」


　思わずキッと姉を睨にらむ。彼女は無表情のままで、こちらを見返した。


「私を恨うらむのは筋すじ違ちがいというものじゃないですか、鈴音。私はむしろ、彼を楽に死なせてあげるために動いているのですから、感かん謝しやされてもいいぐらいです」


「…………」


「まあ、別にいいですけどね」


「…………」


　姉さんはそう言うと、さっと振ふり返ってそのままドアの方へと歩いていく。彼女がドアを開け、廊ろう下かに出ようとしたところで……私は、「姉さん！」と声をかけた。振り向きもしない彼女に、そのまま大きく叫さけぶ。


「なんで……なんで！」


「……それは、何に対する疑ぎ問もんですか？」


　そんなのは私にも分からない。ただただ、納なつ得とく、できなかった。納得、したくなかった。とめどなく涙なみだが溢あふれてくる。嗚咽を漏もらしてしまう。それでも……姉は振ふり返ることはなかった。そのままの体たい勢せいで、酷ひどく冷たく、ぽつりと呟つぶやく。


「多数のために少数を犠ぎ牲せいにすることは、悪だと思いますか？　一人の命で百万の命を救う行こう為いは、悪だと思いますか、鈴音」


「…………」


「正義のヒーローがとる選せん択たく肢しでないことは確たしかですけどね。しかし、残念ながら、鈴音。この世界には『正義のヒーロー』も、『正しいものに結果がついてくるルール』も、『心の力で打だ破はできる危き機き』も、何一つありません。まあ……貴女あなたにとっては、知らない人間百万の命より、式見蛍一人の命の方が大事みたいですが」


「っ！」


「あなたの恋こい心ごころなど、知ったことではありません。客観的に見て、式見蛍は、この世界から退たい場じようしてもらうべき、それだけです。押し付けられた感情といえど、本人も死ぬことには抵てい抗こうないみたいですし、さほど問題はないでしょう」


「さほど問題は……ない？」


　怒いかりで我われを忘わすれそうだった。そんなことをしても何にもならないのは分かっているのに……姉さんを、押し倒たおしてやりたかった。


「別に、貴女に何をしろと要求しているわけではありません。貴女は、これからも日常生活を送ればいい。学校へ行き、勉強して、帰き宅たくして、御ご飯はんを食べて、寝ねればいい。何の問題もない。ただ、そこから式見蛍という一要素が消えるだけです。しかし、通つう常じようの生活を行う上で、式見蛍という要素が消えたからといって、別段、貴女の生命活動には何一つ影えい響きようないでしょう？　そういうことです。では……いずれまた」


「ちょっと！」


　姉は無む慈じ悲ひに告げることだけ告げると、私の制せい止しも今度は聞かず、そのまま立ち去っていってしまった。私は……私は姉を追おうとしたのだけれど……。


「……う、く……」


　足に力が入らずその場にぺたんと座すわり込こんでしまう。絨じゆう毯たんにぽたぽたと水すい滴てきが落ちた。


「う……う、ぅぅ」


　目をきつく閉じる、それでも、涙なみだは止まることなどなかった。


　体中の力がぬける。


　世界で一人ぼっちになってしまったような孤こ独どく感かん。


　闇やみの中。


　寂せき寥りよう感かん。


　どうしようもない、喪そう失しつ感かん。


　世界から取り残されたような、気持ち。


　世界に自分の大切な気持ちを、壊こわされた、衝しよう撃げき。


　皮肉なことに、ここにきて、初めて蛍の気持ちが理り解かいできた。


　顔を両手で覆おおう。


「死にたい」と呟つぶやいてしまいたい衝動に駆かられたけど、結局は、嗚お咽えつしか漏もらすことはできなかった。




　　　第五章　砕くだかれた午前










　朝、起きると傘さんの寝ね顔がおがまず目に入った。ユウの反発もあって傘とは反対方向を見ながら寝たはずだが……。狡ずる賢がしこい傘のことだ。うまいことやって、このポジションを獲かく得とくしたのだろう。おでこがぴったりとくっついていた。


　僕ぼくが嘆たん息そくしていると、唐とう突とつに、目は瞑つぶったままで傘の口が動く。


「……むにゃ……兄さん」


　どうやら寝ね言ごとのようだが……。寝言で「兄さん」なんて出るあたり、実に兄妹冥みよう利りに尽つきるというもの──


「兄さん……ジュース買ってきて」


「パシリかよ！」


　妹の願望を垣かい間ま見みて、ショックを受ける兄、十七歳さい。コイツは……もっとこう、心こころ温あたたまる感じの寝言言えないのか。「兄さん……大好き」とかが定番じゃないのか。


　僕がイライラとしていると、傘は二言目の寝言を発した。


「兄さん……」


　そう言い、ぽっと頰ほおを赤らめる。お、これは、中々いいセリフが期待──


「裸はだかで町内回って、なにしてるのよぉ」


「本気でなにしてんだよ僕！」


　妹の中の「兄さん像ぞう」は案外とんでもないことになっているらしい。傘は「もう……」と照れながら、布ふ団とんから手を出して、なにかちゃかちゃかやっていた。……どうやら、僕に服を着せているらしい。……夢の中の僕、なんで自分で服着られないんだよ……。


「兄さんは、私が居いないとなぁんにもできないんだからぁ」


　幸せそうな傘。


「介かい護ご受けるほどに何もできないのか、僕」


「まったく……あ、兄さん、また服脱ぬいじゃって……」


「僕完全に露ろ出しゆつ狂きようじゃないか！」


「むにゃ……。もう……知らない」


「見み捨すてるなよ！　服着せてやれよ！」


「ふみゅ。……あ、兄さん！　早く隠かくれて！　警けい察さつが──」


「捕つかまるのかよ！　早く服着せないからだぞ！」


「……お、お兄ちゃぁぁぁぁん！」


「どうしたんだ僕！　っていうか『お兄ちゃん』出るほどの状じよう況きようなのか！」


「……う、うぅ。……私、お兄ちゃんの分まで強く生きるよ」


「過か去こにされた！　僕、過去になった！」


「むにゅ……。…………。……兄さん、大好き♪」


「今いま更さら信じられるかぁ！」


　朝っぱらから全力でツッコンでしまった。……僕、昨日の夜、凄すごくシリアスな事じ態たいに直面していた気がするのだけど……あれは夢ゆめだったのだろうか？





「今日もいい天気だね、兄さん！　ん～！　良く寝た！　よく覚えてないけど、いい夢見た気がするし！」


　傘が起きて最初に発した言葉がそれだった。僕はユウが目をこすりながら僕の上から降おりたと同時にむくりと起き上がり、そうして、傘に告げる。


「傘……絶ぜつ縁えんしよう」


「ええ!?」


　傘は僕の唐とう突とつな宣せん言げんに激はげしく動どう揺ようした後、「なんで？　なんで？」と必死で訊きいてきたが、僕はもう心を閉とざしていたので、淡々と布団を畳たたみパジャマから着き替がえるのであった。


　朝食時になっても傘は僕の絶縁宣言に戸と惑まどいまくりだったが、結局は普通に、三人で食しよく卓たくを囲む。僕の完全に心を閉ざした状態に、ユウが、鮭さけを箸はしでつつきながら訊たずねてきた。


「け、ケイ？　あの……なにかあったの？」


「別に。ただ……そう、ただ少し、家族ってなにかなって、思っただけさ」


　朝から哲てつ学がく的てきな僕。フッと微笑み、茶ちや碗わんを持ちながら外を遠い目で眺ながめる僕。ユウは「ケイのキャラが変わってる！」とショックを受けていた。……そりゃ、妹のあの本心を知っては、キャラも変わってしまう。


「ケイ？　えと……それで、あの、サンのことは……」


「あれはもう僕の妹じゃない。……敵てきだ」


「そこまでランク下げなくても！」


　ユウが叫さけぶ。傘は「う、うぅ、なんか分からないけど唐突に縁切られたぁ」と泣きそうになっていた。……泣きたいのはこっちだ。兄を露出狂と認にん識しきし、果ては死し刑けいにしてしまう妹だったとは。……死にたい。


　傘はちらちらと泣きそうな目で僕を窺うかがったあと……溜ため息を吐ついて、そうして、自分の鮭をすっと僕に差し出してきた。


「仕方ない……兄さん、これで何なに卒とぞ」


　賄わい賂ろだった。ユウがそれを見て、実にわかりやすくコケる。


「そんなんでこの溝みぞが埋うまるわけ──」


「うむ、いい妹をもって僕は幸せだ、傘」


　妹の頭を撫なで撫でする僕。ユウは一人「埋まるんだ！」とツッコンでいた。どうやら、僕ら兄妹が揃そろうと、ユウでさえツッコミに回らざるをえないらしい。恐おそるべし、式しき見み家。ちなみに、母親と父親が揃うと、僕ら兄妹でさえツッコミに回らざるをえないことを付記しておこう。


　そんなくだらないやりとりをしながら、ゆっくりと、朝食を摂とる。今日から夏休みである。普通なら心こころ浮うき立つところだが……流石さすがに、今は未来に明るいビジョンを描えがくことはできなかった。意い識しき的てきにふざけてみても、心の底から「それ」を忘わすれることなんて、やっぱりできなくて。


　傘もユウもどうやら、そんな、一見した分には分からないはずの僕の状じよう態たいに気付いているようだった。気付いていて、しかし、何も言ってはこない。僕という人間は、自発的に言い出さない限り……訊きかれても話さない性せい質しつだということを、既すでに彼女らは理り解かいしているのだろう。……正直、少し申し訳わけなく思った。


　僕は意い識しき的てきに話の方向性を別ベクトルへと向ける。


「さて、今日はどうする、傘。どっか出かけるか？　せっかくだし……」


　僕明日死ぬかもしれないし、という言葉を呑のみ込む。傘は少し戸と惑まどった顔をした後……


「いや、いいよ」


　と、少し挙きよ動どう不ふ審しんな態たい度どで返してきた。僕は首を傾かしげ、再さい度ど訊ねる。


「いや、でも、僕に会いに来たという割わりには、二人で外に出るでもないし……」


　インドア体たい質しつの僕でも、流石にちょっと不ふ健けん康こうに感じる。ユウも「そうだよ、出掛けようよ！」と恐らく自分が楽しみたいからだろう提てい案あんをしていたが、傘はしかしそれでも「ううん」と首を横に振った。


「いいの。私は……私は、兄さんに会いに来たんだから。人の居場所ってね、兄さん。空間じゃないんだよ。人なんだよ」


　困こまったように、しかし柔やわらかく微ほほ笑えむ傘。……どうしてそんな顔をするのかが、僕にはやっぱり分からなくて……。


「……いや、でも──」


「はい、ごちそうさまー！　今日は、兄さんと部屋でいちゃいちゃすることに決定ぇー」


　傘は僕の発言を遮さえぎると、そのまま床ゆかにくたっと寝ね転ころがってしまった。仕方なく、「おい、牛になるぞ」と声をかける。


「モー。……あ、えっちぃ、兄さん」


「なんでだよ」


「牛と言えば乳ちち。……えっちぃ」


「飛ひ躍やくしすぎだろ！　……まあ、安心しろ、傘。お前は大だい丈じよう夫ぶだ」


「え、何が？」


「お前、乳にゆう牛ぎゆうじゃなくて肉牛だから」


　僕はそう言って、寝転がってシャツの端はしから出ている彼女の腹はらをつまんだ。ユウがくすくすと笑っている。傘はぷるぷると震ふるえていた。腹の贅ぜい肉にくもぷるぷると震える。


「あ、そうか。鮭を僕にくれたのはそういう意味──」


「兄さん！」


　そうして、朝っぱらからドタバタが再さい開かいされる。……確たしかに、どっか出で掛かけてしまうよりは、家でこういう団だん欒らんを楽しむことの方がよっぽど重要かもしれないと、ふと、思った。


　そう……。僕にとってこれが、最後の団欒になるのかもしれないのだし。





　さて、そうは言っても部屋でドタバタしているだけっていうのも、中々虚むなしいものがある。しかも今日は夏真っ盛りの快かい晴せいだ。とりあえず三人でトランプとかをしてみるものの、やはり外の燦さん々さんと輝かがやく太陽を見ると、一いち抹まつの虚むなしさは拭ぬぐえない。僕はばば抜ぬきが終わると同時に「……誰だれか呼よぶか？」と提てい案あんした。


「陽よう慈じとか、鈴りん音ねとか、先せん輩ぱいとか……」


　僕の提案に、ユウは賛さん成せいしたものの、しかし傘はなぜか難なん色しよくを示しめした。そうして、ふと、「そういえば……」と話を少し逸そらすように告げてくる。


「綾あやさんは？　あ、別に呼ぼうってことじゃないんだけど……。兄さん、この前再会したって電話で言っていたよね？」


「アヤは……」


　そう言って、ユウと顔を見合わせる。実際、彼女、警けい察さつからはとっくに解かい放ほうされていたし、ちゃんとあの後会いもした。いつもの「あははー」という声も聞けた、でも……それが完全憑ひよう依いの後こう遺い症しようなのか、はたまた警察取調べの精せい神しんダメージなのか……やっぱり、問題がないわけではないようで。彼女の担たん当とう医いに、事件の前後に関かかわった僕らは、とりあえずしばらく顔を合わせるべきじゃないと言われてしまった。僕らもそれはそうだと理り解かいしたので……それ以い降こう、アヤには会っていない。


　しかし、傘に事の顚てん末まつを説明するのも考え物である。僕は取り繕つくろうことにした。


「えっと、今、逆ぎやくに帰き省せい中なんだよ。だから、今いま頃ごろはあっちだ」


「ええー。入れ違ちがいかぁ」


　傘は残念そうにしていた。アヤと傘は、小学校低学年の頃は勿もち論ろん、僕が少しアヤと離はなれてしまって以降も仲が良かったから、残念に思うのも無理はないだろう。


「アヤさんいないのかぁ」


「陽慈とか先輩とか鈴音とか呼ぶか？」


　僕の再度の提案にも……傘はなぜか難色を示す。彼女が臆おくする意味が良く分からなかった。ユウも怪け訝げんそうに傘を見て、それから僕と視し線せんを合わせる。……最近、ユウとの間にはアイコンタクトが成り立つ。これは守しゆ護ご霊れいの繫つながりができてきている証あかしだろうか。今回のユウからのアイコンタクトは……


〈あ・ま・なっ・と・う〉


　だった。…………。……アイコンタクトできても、相手の思考が飛ひ躍やくしていると、全く意味がないということを悟さとる僕。


　ユウが次のアイコンタクト〈さ・ば・の・み・そ・に〉を送ってきていたが、僕はその視線を軽く無視すると、傘の方に顔を向けた。ユウが背はい後ごで「夕飯リクエストが無視されたよぉ！」と頭を抱かかえていたが、あれは、もう背景だと思うことにする。守護霊って、通常そんな主しゆ張ちようする存そん在ざいじゃないだろう。


　傘は……少し唇くちびるに人差し指をやって（彼女が考え事する時のクセだ）、沈ちん黙もくした後、ぽつりぽつりと口を開き始めた。


「えと……鈴音さんっていう人は、話は聞いたことあるけど、会ったことないから……」


「ん。いや、全然、気を使うようなヤツじゃないぞ？　あと、巫み女こだぞ？　中々見られないから、見ておくべきだぞ？」


　僕の発言に、ユウが背後で「鈴音さんは見せ物じゃない！」と怒おこっていたが、無視。


「えと……。で、でも、ほら、やっぱり、私は団だん欒らんを楽しみたいから……初対面の人居ると、気き遣づかっちゃうもん」


「ふむ……」


　なんだか、やっぱり傘らしくなかった。そんなこと言い出したら、ユウだって先日出会ったばかりである。でも、あの時は最初から少しも気なんて遣ってなかったじゃないか。まあ……無理にとは言えないけど。


「じゃあ、元々知っている先輩や陽慈だったらいいか？」


「え……と。……真ま儀ぎ瑠るさんは……ちょっと」


「？　お前、別に先せん輩ぱいは苦手じゃなかったろう？」


「そ、そうなんだけど」


　やっぱり歯切れが悪い傘。しかし……そんな彼女の困こまった顔に僕ぼくは弱いわけで、仕方なく、「わかったよ……」と折れた。


「陽慈だけ、呼ぼう。それは、いい？」


「うん」


　傘は安心したように微ほほ笑えむ。……しかし……なんで陽慈が良くて他ほかがダメなのかが、イマイチ、ピンとこなかった。このメンバーの中で、陽慈だけ、なにかあったろうか？　いや……確たしかに今のメンバーの中じゃ陽慈が一番傘と親交あるけど、しかしそれにしたって、まだまだ友達と言えるようなレベルじゃない。というか、陽慈がいいなら、先輩もいい気がするぐらいのレベルである。


　……やっぱり納なつ得とくいかなかったが、まあ仕方ないので、朝食の片かたづけをした後、ケータイで陽慈に連れん絡らくをとる。単たん純じゆんに「家に来い」というだけのことを告げた。これで来てくれるのだから、全く、陽慈の人の良さも末まつ期きである。


　しばらくすると、陽慈が律りち儀ぎにアパートにやってきて、部屋はなんだか一気に狭せまくなった。先輩や鈴音も呼ぶなどと提てい案あんしたが、あれ、やらなくて正せい解かいだったかもしれない。ワンルームのアパートに六人って、正気の沙さ汰たじゃない。しかもぞろぞろと若い女の子が僕の部屋に入ってくるところなんか見られたら、僕、近きん隣りん住民から絶ぜつ対たい凄すごい目で見られるし。……まあ、傍はたから見たら、今この部屋には男二人に女の子一人なんだけど。ユウは見えないから。だからまあ……って、それはそれで結けつ構こう危あぶないんじゃないか？


　男二人と女の子一人が居る部屋って、近隣住民、それはそれで変な妄もう想そうしそうである。実際は兄妹一組に自覚なしボーイズラブ野や郎ろう一人だから、これ以上ないってくらいに危き機きなんて微み塵じんもないんだけど。


「で、蛍。なにするんだ？　っていうか、外で遊ばねえ？　鬼おにごっことか」


　陽慈は相も変わらず白い歯を爽さわやかに輝かがやかせて提案してきた。


「鬼ごっこって。陽慈……今年大学受じゆ験けんの人間が言うことか、それ」


「なんだよ。鬼ごっこ馬ば鹿かにすんなよ！　あれほど楽しい遊び、他にないぜ？　オレから言わせれば、なんで大人になるにつれ止やめちまうのかが分からない」


「お前、オトナになったんじゃなかったのか？」


「それはそれ、これはこれ」


「……まあ、とはいえ、傘があまり外での活動は乗り気じゃないみたいなんだ。ユウだって、傍からは見えないし、例えば鬼ごっこしたところで、ユウは僕以外触さわれないんだから、中々無理があるだろう？　結局、物ぶつ質しつ化か範はん囲いで寄より添そって遊ぶようなものが一番いい気がするし……今日のところは、インドアでいこうじゃないか」


　陽慈は不満そうだったが、しかし、傘とユウをちらりと確かく認にんすると「わかったよ……」と折れた。ユウも傘もこれには当然賛さん成せいである。


　実際、四人集まれば、いくらでも楽しいことはあった。単たん純じゆんに四人で世間話しているだけでも充じゆう分ぶん楽しい。ここ一年、一人で毎日淡たん々たんと生活してきた僕にとって、それは懐なつかしい温かさだった。基き本ほんは一人が好きだと思い込こんでいた僕だけど……こうして、気心の知れた人間となら、ワイワイやるのもそれはそれで凄すごく楽しいものだ。……中学校の頃ころ、軽いイジメ（死にたくなるほどの酷ひどさじゃなかったが）にあって以い降こう、集しゆう団だんというものに少し拒きよ否ひ反はん応のうを起こすようになっていたから……。久ひさしぶりに体たい験けんした「わいわい」というのは、心の底から、楽しかった。……一人でいつも居た自分の部屋に、こうして、仲間が集まっているのが、ただ、それだけで……なにか、嬉うれしかった。そうして、再さい認にん識しきする。


（ああ……僕、コイツらが好きで……まだ、死んでなかったんだな……）


　それが、今いま更さらながらに理解できた。一人だったら……本当の意味で一人だったら、僕は、十七歳さいまでさえ生きてこられてなかったろう。世界からの疎そ外がい感かんに、とっくに身を任まかせてしまっていただろう。それを踏ふみとどまらせてくれていたのは、やっぱり……コイツらだったんだろう。


　だから、『中に居る』の一いつ件けんの時に僕が自殺を決心したのも、そういうことなのかもしれない。あのタイミングだったのは……一年……傘も居ない、一人の生活を続けて。心が、段だん々だん押おし潰つぶされかけていた、時期だったからかもしれない。そりゃ、鈴音や先せん輩ぱいは居てくれた。でも……それだって、あくまで学校生活等の中での話だ。帰き宅たくしたら……結局毎日、長い、一人の時間がある。ただただ死の衝しよう動どうしか湧わいてこない……長い、一人の時間だ。それを僕は不幸とは思っていなかったけれど……今思えば、それはあまりに陰いん鬱うつな状じよう況きように思えた。今の僕には、その頃ころの僕が……僕の状況が、少し怖こわくさえあった。たった……たった一ヶ月前の、僕なのに。今とは、違ちがう僕に思えた。


「いっけぇー！」


「うわ、なんだそれ！」


　陽慈と現げん在ざいレーシングゲーム（卵たまご形がたの未来的乗り物でスピードを競きそう大味なものだ）で盛り上がっているユウの横顔を見る。……癪しやくだけど。「今の僕」と「あの時の僕」に変化があったのだとすれば、それは間違いなく、コイツのおかげだった。ずかずかと僕の孤こ独どくな生活に入り込んで……でも、そのおかげで、一人で死への衝しよう動げきを抱かかえる時間を、すっかりなくしてくれていた、コイツ。ユウ自身は、別にそんな深いことを考えているわけじゃないだろう。でも……それにしても、僕を救ってくれたことには……精せい神しん的てきに救ってくれたことに変わりはない。……コイツのおかげで散々な目に遭あうことは沢たく山さんあった。でもその「散々な目」っていうのは……肉体的に大変なだけで、本当は、コイツの持ち込んだ問題を解決している間、僕は自分の問題をすっかり放ほう棄きしておくことができたから……。もしかしたら、これが……こうやって、一つ一つ、目の前の問題をがむしゃらに解かい決けつしていくっていう、それだけの行こう為いが、「生きる」ってことなのかもって……それはそれで、ユウと一いつ緒しよなら、案外充じゆう実じつしているななんて……思わせて、くれたから。


「……っ」


　唐とう突とつに、意い識しきしてないのに、視し界かいが潤うるんだ。……なんだ、僕。おかしいな。僕……絶ぜつ対たいこんなヤツじゃない。もっとひねくれていて、周囲のことなんて考えもしないで、死ぬことばっかり考えているヤツ。それが、僕なはずだ。似に合あわない。似合わないけど……


「ユウさんすごぉい！」


「サン、見たでしょ！　私のドライビングテクニック！」


「ドライビングテクニックもなにも、お前、裏うら道みちなんか卑ひ怯きようだぞ！」


「楽しんだ人だけが見つけられる道なんだもん。見つけるのも実力のうちだよー」


「おま、これ、さっき初めてやるゲームだって言って──」


「……お茶目な女の子って、いいよね」


「悪あく魔まめぇー！」


「小悪魔的と言ってほしいなぁ」


　ユウ達の楽しそうな顔見ていると……どうしようもなく、寂さびしかった。死が。あれほど、魅み力りよく的てきだった死が。今は少し……怖こわかった。


　今でも、それへの衝しよう動どうは何も変わらない。どうしたって、僕の中からは、死への衝動が湧わいてきてしまう。だから、死ぬこと自体は、別に怖くもなんともない。だけど……だけど、この仲間達と会えなくなることは……言いようが無く、怖かった。寂しかった。一人の世界に行ってしまうことが……とても、悲しかった。


　でも……逆ぎやくに、このメンバーを大切に思うからこそ……余よ計けいに、僕は、それを選せん択たくしなければならない。……僕の物ぶつ質しつ化か範はん囲いが広がり続けた際さいに……真っ先に被ひ害がいを受けるのは、他ならぬ、彼女らだからだ。そして……それ以上に、この物質化範囲問題がコイツらに露ろ呈ていした場合、十中八九、このお人よし連中は、僕を守るだろうということも、イヤというほど分かった。予想がついた。


　僕が死ぬのを拒きよ否ひし続け、物質化範囲がいよいよ放置していられるレベルを超こえた時……まず間ま違ちがいなく、深しん螺らさん始め、世界は僕を排はい除じよしにかかる。それが、当然だ。それは悪でもなんでもない。むしろ、そっちが正せい義ぎだ。世界にあだなすモノを排除しようという行こう為いは、何も間違ってなどいない。でも……それを、ユウや鈴音、先せん輩ぱいや陽慈、そして傘は、絶ぜつ対たい納なつ得とくしないだろうと、予想がつく。このメンバーなら……相手がなんであれ、状じよう況きようがどうであれ、結局僕側に立って、世界を敵てきに回してしまいかねない。いや、十中八九……どころか、百パーセントそうするだろう。別に自分への友情に自信があるわけじゃない。彼らの信念が……そういう選せん択たく肢しをとらせるだろうと、そう、思うだけだ。


　だからこそ……そうなる前に、僕は、自分からこの世界を去るべきなんだ。大切だから。大好きだから。別れたくないほどに、大好きだから。だからこそ、別れなきゃ、いけない。


〈プルルルルル〉


　そんなことを考えながら三人を眺ながめていると、唐突に、ケータイが鳴り出した。画面を見てみると……


（深螺さん？）


　深螺さんからの電話だった。どういう用よう件けんかは分からないが、とりあえず三人にはあまり聞かれるべきことじゃあないだろうと、「もしもし」と小声で出る。部屋から出なかったのは、そんなことをすれば逆ぎやくに怪あやしまれ、ユウや傘に面白半分に聞き耳たてられるかもしれないと考えたからだ。


『式見蛍？』


　いつもの深螺さんのフルネームコールが聴きこえてくる。僕は「はい」と返した。


『少し早まったけど、時は満ちた。約束の時間をあげられなくてすいませんが。タイミングとしては、今が最善』


「……は？」


『今から公園に来なさい』


　それは、なにか、今までの深螺さんよりも、更さらに一いち段だん上うえの……冷たい、言葉だった。なぜか背せ筋すじがゾクリとする。断ことわっちゃいけないのが、本ほん能のう的てきに分かる。しかし……それでも僕は、楽しそうにしている三人を見て、聞き返した。


「あの……今じゃなきゃ、ダメですか？」


『はい。このタイミングが最善なのです。……ふむ。あと、十秒ほどでしょうか』


「はい？」


『……六、五、四、三、二、一、零ゼロ』


〈ピンポーン〉


　深螺さんの意味不明なカウントダウンが終わった瞬しゆん間かん、玄げん関かんのチャイムが鳴った。ユウと傘と陽慈が顔を見合わせたが、僕は「あ、続けてていいよ」とだけ告げると、玄関に出る。ユウと陽慈は対戦を再開しようとしたが、僕が玄関の方に出るとユウがコントローラーを持てなくなってしまったらしく、「ああー！」という叫さけび声が聴きこえてきた。……そういえば、物ぶつ質しつ化か範はん囲いのことがあったか……。


　そうは言っても仕方ないので、僕は玄関のドアを、深螺さんと電話したまま開ける。──と、そこには……


「よ、後こう輩はい」


「け、蛍……おはよ」


「先輩……それに鈴音まで。なんでここに？」


　そこに居いたのは、私服の先輩と鈴音だった。彼女らを呼よぼうという提てい案あんは先ほど確たしかに出たが、しかし、結局誰だれも連れん絡らくなんてとっていないはずである。僕も電話しなかったし、ユウが直ちよく接せつ呼びに行くようなこともなかった。


　僕が呆ほうけていると、電話口から深螺さんが声をかけてきた。


『私が手配した』


「へ？　深螺さんが？　なんで……」


『真儀瑠紗さ鳥とり。恐おそらく彼女の口から吐はかれるであろう言葉を、良く聴きなさい、式見蛍』


「は？」


　意味が分からない。全く意味が分からない。僕がボンヤリしていると、客の来らい訪ほうに気付いたのか、陽慈とユウと傘がぞろぞろと、玄関にやってきた。そうして……それを見て、先輩が、ニヤリとして、口を開く。……ん、この言葉を、よく聞けっていうのだろうか？　意味が分からないながらも、とりあえずちゃんと──


「全く、『男二人』で室内こもるなんて、気持ち悪い──」


「────」





　瞬間。全すべての意味が分かった気がした。





　バッと振ふり返る。三人。


　陽慈・ユウ・傘。ちゃんと三人居る。三人視し界かいに入る。先輩から見たら、僕も含ふくめて、四人、視界に入る。


　四人、視界に入る。


　ユウは先輩には見えないから……幽ゆう霊れいだから……。


　三人、視界に入る。


　三人。


　三人の……はずだ。そうでなきゃ……いけない。


　いや……。


　そうであって、ほしい。


　傘に目を向ける。彼女は……僕の視線に気付いて、青あお褪ざめて、下を向いた。
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　それが、全すべてだった。





　僕が全てを察して呆ぼう然ぜんとしていると……先輩と鈴音は、いつの間にか、「お邪じや魔まします」と玄関に上がっていた。次の瞬間……電話口に、深螺さんの声。


『封』


　瞬間……「何か」が、部屋を取り囲んだのが分かった。鈴音が顔を強こわ張ばらせる。陽慈とユウ……そして傘が、何かを感じたように首を傾かしげる。先輩は何も反はん応のうしていない。つまり……霊れい的てきななにかが展てん開かいした。


『式見蛍。公園に来なさい』


「ちょ、今のは──」


『分かっているのでしょう、式見蛍。今です。今こそが、そのタイミングではありませんか？　死ぬにはうってつけのタイミングです。……気付いたのでしょう？　絶ぜつ望ぼう、心の中に広がりませんでしたか？　ハッキリ言ってあげましょうか。その場に居るらしい貴方あなたの妹、式見傘は──」


「分かりました」


　僕は……彼女が全てを告げる前に、答えを返していた。……はは……神無深螺。さすが……さすが天才。そういう……そういう攻せめ方をしてくるわけか……。……まいったな……効こう果か、抜ばつ群ぐんだよ。……参った……な。


『では、公園に来て下さい。そこで、貴方の最終決けつ断だんを聞きます』


「……分かりました」


『ああ、ちなみに、今貴方の家に結界を張はりました。これで、貴方以外の人間は、その部屋から出られません。出ようとすれば、心が壊こわれそうに軋きしみ、進めなくなるはずです。人間でも、幽霊でも』


「……なるほど。僕ぼくの……僕の決心を鈍にぶらせる要よう因いんを、遮しや断だんする気なんですね……。だから、僕を監かん視しして……陽慈が来たタイミングで、先輩と鈴音もここに来させて……」


『私なりの配はい慮りよです。鈴音に私の結界は壊せるはずもありませんしね。……式見蛍。では、後ほど』


　深螺さんは一方的に告げると、それで通話を切ってしまった。残されたのは、全てを悟さとった僕と……不思議そうに首を傾かしげるユウと陽慈、結界に気付き焦あせり始めた鈴音、全員の様子におかしさを感じ始めたらしい先せん輩ぱい、そして……。


「兄さん……」


　僕を、涙なみだ目めで見つめる傘、それだけだった。僕は……僕は、傘に向き直り、そうして……聞きたくはないけれど……それでも……質しつ問もんを、した。震ふるえる声で……質問を、した。


「傘……」





　どうして、傘は唐とう突とつに来たのか。


　どうして、傘は幽霊が見えるのか。


　どうして、傘は荷物を持っていなかったのか。


　どうして、傘は僕にベタベタしたのか。


　どうして、傘は僕の居いない間にシャワーを浴あびたと言うのか。


　どうして、傘は洗せん濯たく物ものを出さないのか。


　どうして、傘は外に出るのをいやがったのか。


　どうして、傘は陽慈以外の人間を拒こばんだのか。


　どうして、傘は──





　僕と傘に、全員の視し線せんが集まる。先輩には……恐おそらく、僕が虚こ空くうに話しかけているように……見えているはずだった。


「お前……」


「…………」


　そうして……ぐっと唇を嚙かんで……言葉を、吐はき出す。





「お前……幽霊……なのか？」





　僕の問いに、傘は俯うつむき……そうして、コクリと、弱々しく頷うなずいた。


　瞬しゆん間かん。


　僕は駆かけ出した。「ダメ！」という鈴音を押おしのけ、靴くつに足を突つっ込こみ、玄げん関かんから走り出す。誰も追いかけてはこられなかった。玄関から、出ることはできなかったのだろう。


　僕は携けい帯たい電話を強く握にぎり締しめたまま……袖そでで目元の涙を拭ぬぐいながら、とにかく、ガムシャラに、公園へと、走り続けた。


　もう……心は、決まっていた。





　　　第六章　絶ぜつ望ぼうの昼










『……蛍けい……』


　電話で聞いた母親の第一声は、今まで聞いたこともない、弱々しい声だった。


　公園に向かう前に、状じよう況きよう認にん識しきのため、歩きながら震ふるえる手で両親のケータイに電話をかけた。僕が声をかける前から、母親はおかしかった。


「母さん。……傘さんのことで……僕に、何か言うことない？」


『ごめんなさい。……ああ……ごめんなさい……』


　電話口の母さんの声は途と切ぎれ途切れで、どうやら、時折口を押さえているようだった。なぜか、僕に何度も「ごめんなさい」と言ってくる。対して僕は……僕は、イライラしていた。本当なら、母親を気き遣づかわなければいけない状況なのは、百も承しよう知ちなのだけれど。それでも、頭で考えることと、感情は別物だった。早く……傘のことが、聞きたかった。


「母さん。落ち着いて。……僕、もう、大体分かっているから……。でも、どうして、連れん絡らくくれなかったんだよ」


『ごめんなさい……ごめんなさい……』


　この時になって、今いま更さら、僕はこの「ごめんなさい」が「連絡しなくて」「ごめんなさい」なのだと気付いた。


　母さんはどうにか気を持ち直したらしく、ようやくハッキリと言葉を紡つむぎ始める。


『あの子が……傘が、蛍には連絡してほしくないって……まだ意い識しきのあるうちは、そればっかり言っていて……』


　まだ意識のあるうち、という言葉が、酷ひどく無む慈じ悲ひに思えた。手が震える。でも、涙は出ない。でも、口はガタガタと鳴っている。……家族愛、兄弟愛、なんて言葉が出てくるような家族じゃなかったのに。普ふ通つうの……たまにうざいと思ったり、思われたりするような、そんな、どこにでもある家族だったのに。特別、大切だと認識なんて誰も……おそらく、お互たがい、してなかった、家族なのに。……どうしようもなく、心が揺ゆれていた。母親も、僕も、おそらく父も。


　大切なものは失って初めて気付く、という言葉を聞く度たび、僕はそれを「馬ば鹿かじゃねえの」と思っていたけれど。大切なものぐらい、初めから僕は分かっているって……思っていたけれど。違ちがった。全然違った。傘のことは……確たしかに大切だと思っていた。唯ゆい一いつ無む二にだと、ちゃんと思っていた。だけど……だけど。分かっていなかった。「どれほど大切なのか」が、頭で理り解かいはしていても、心が分かっていなかった。大切は大切でも……絶ぜつ対たいに失ってはいけない、大切なもの。そういうものがあることを……全然分かっていなかった。


　僕が何も返さずにいると、電話口からは母親の僕を心配する声がかけられた。僕は「大だい丈じよう夫ぶ」と、本当は大丈夫でもなんでもないのだけれど取り敢あえずそう答え、話を促うながす。


「それで……どうして、傘は、僕に連絡しないようになんて……」


『……あの子ね。…………。……襲おそわれたの……暴ぼう漢かんに』


「────」


　思考が停てい止しした。息ができない。何も考えられない。何も……考えたくない。


　僕が絶ぜつ句くしたのが伝わったのだろう。電話口から、母親は慌あわてて付け足してきた。


『ぼ、暴漢とは言ってもね。その……蛍が今考えているみたいな、最悪の状況ではないから。……いえ……最悪は、最悪……なんだけどね』


「……それは……どういう……」


『……相手の男の目的は……多分……そういうことだったんだろうけどね……』


「…………」


　気持ちが悪かった。嘔おう吐としそうだった。考えたくない。想そう像ぞうしたくなかった。……酷ひどい兄だ。自分の妹の直面した事じ態たいを、素す直なおに受け止めてやれないのだから。そんな自分が大だい嫌きらいで……でも……それでも……やっぱり、考えられなかった。考えたくなかった。


『顔をね、殴なぐられたの。酷くね。そして……あの子、ほら、負けん気、強いから……』


　母さんは笑おうとして失敗したようだった。僕も……苦い顔しかできない。


『抵てい抗こう、したのね。……だから……犯はん人にんは、必要以上に力を加えて、そして……強く、痛いためつけられてしまった……みたい。それこそ……命の危き険けんが生じるくらいに。そこで人が駆けつけたから、それだけで男は逃にげてくれたみたいなんだけど……』


「…………」


『……駆けつけた人が警けい察さつと救急車を呼よんでくれて……そして、連絡はすぐ私に来て、合流した。手しゆ術じゆつ室しつに入るまでの間、傘はまだ意い識しきがあったわ。あの子……その間、ずっと、一言しか……それしか、言わなかった。『お兄ちゃんは、呼ばないで』って。……『こんな姿すがた……見せたくない』って」


「っ」


　思わず口を押さえる。目頭が尋じん常じようじゃなく熱かった。……だから……だからあいつ……霊れい体たいで……。姿すがたを元の自分で保たもてる霊体で……僕に……。


『どうして……どうしてウチの子ばっかりこんなっ……こんなっ！』


　耐たえ切れず、母さんは泣き出してしまったようだった。ウチの子ばっかり……というのは、この前、僕が事じ故こに遭あった時のことも思い出しているのだろう。あの時はふざけてばかり居いたように見えたけど……実際、本当は相当心を痛めていたのかもしれない。僕の安あん否ぴを自分の目で見るまでは、本当は相当……。


「母さん……」


『……ごめんなさい……』


「母さん。それで……その、今、傘は……」


『…………』


「……母さん」


『……手術は終わったわ。……でも……』


「…………」


『意識は……まだ戻もどってない。いえ……二度と、戻らないかもしれない。体だって……いつ急変するか、分からない。だから……だから、まだ、蛍には……言えなかった。……ごめんなさい』


「いや……それは……もういいよ、母さん」


『でも蛍……。どうして、傘のことを？』


「ああ……それは……」


　何と言ったものか、少し迷まよった。……実じつ際さい、僕が体験しているこの事態、素す直なおに話したら……母さんは、ちゃんと信じてくれるだろう。それは、分かる。でも……それは……それは、果たして、母さんの心を救うだろうか。いや……よけいに、いたたまれなく思わせてしまうだろう。今の僕が、そうであるように。


「……虫の知らせってやつ……かな」


『そう……。そうね。貴方あなた達、仲良かったものね……』


「母さん。……過か去こ形けいは、やめてほしい……」


『っ。……ごめんなさい』


「……。じゃあ、一いつ旦たん切るね。……また、連れん絡らくする」


『帰って……来るの？』


「……少し考えさせて」


『……分かったわ』


　そうして、僕は電話を切ろうと──


『蛍！』


　瞬しゆん間かん、耳を離はなしていても分かるほどの大声が電話口から聞こえた。驚おどろいて、再さい度ど「もしもし？」と出る。


「どうしたの？」


『蛍……貴方は……貴方は、ちゃんと無事……よね？』


　心しん臓ぞうがドクンと鳴った。


「……なに言ってるんだよ。僕は……元気だよ」


『そうよね……そうよね。変ね、私。ごめんなさいね』


「母さん。謝あやまってばかりだ。母さんが謝ることなんて、一つだってないじゃないか。しっかりしてよ。じゃないと……じゃないと、傘が、目を覚ました時不安になるだろう？」


　僕の言葉に、母さんは「そうね」と、ようやく、少し明るい声で返してきた。僕はそれに安心すると、「じゃあまた」と電話を切った。


　そうして……一つ深しん呼こ吸きゆうをする。


　自分の周囲に居る通行人を、見るとはなしに見る。……当然のことだけど、ここに居る全ての人に、家族があって、物語がある。現げん実じつの世界じゃ、「通行人Ａ」なんて役どころの人間は、一人だって居ない。でも……それでも……僕は……今の僕は、不公平を呪のろってしまった。どうして傘なんだ。どうして……。アヤの件けんにしてもそうだ。どうして……どうして、僕の大切なものばかり、神様は傷きずつけるのか。そんなに僕が気に入らないなら、僕を直ちよく接せつ傷つければいいじゃないか。どうやら、この世界の神様は本気で僕を嫌きらいらしい。


　そっちがそういう気なら……。


　一つ嘆たん息そくする。


　……全すべてが、もう、決まっていた。


　再び、公園に向かって歩き出した。まっすぐに、前だけを見て。……深しん螺らさんに……答えを、返すために。





　公園に到とう着ちやくすると、やはり、既すでに深螺さんはあのベンチでいつものように待っていた。今日は……巫み女こ装しよう束ぞく。それは、これからする行こう為いへの決意の顕あらわれに見えた。


　昼間の公園は泣きたくなるほど鮮あざやかだった。太陽の光を照り返す緑色の葉が風にそよぎ、子こ供どもたちはきゃっきゃと駆かけ回る。それを見守る母親の視し線せんの、なんと温かいことか。ふと、自分が兄妹らしい子供を視線で追っているのに気がついた。妹がパタンと転んでしまったが、すぐに兄と思わしき子供が寄より添そい、彼女を立たせて頭を撫なでてやっている。……思わず立ち止まって見てしまっていた。


　ハッと気付いて、いけないと、深螺さんの方を見る。──と、


「…………」


　深螺さんも、兄妹の方にボーっと視し線せんをやっていた。


　僕ぼくは深螺さんの方に歩を進める。彼女は僕が近付くと、パッとこちらに顔を戻もどした。少し焦あせっているようにも見えたけど……この無む表ひよう情じようなので、やっぱりよくは分からない。


「来ましたか……」


「そりゃね。美人との約束をすっぽかすほど、余よ裕ゆうのある男じゃないんで」


　意識的にふざけて笑ってみたものの、深螺さんはニコリともしなかった。……まあ、当然か。これから殺そうという人間に、笑みなど漏もらしている場合ではない。


　僕はいつものように……時間こそ違ちがったけれど、定位置、深螺さんの隣となりのベンチに腰こし掛かける。彼女が何も話しかけてはこなかったので……僕はボンヤリ子供たちを眺ながめながら、呟つぶやいた。


「……平和ですね」


「そうですね」


　それだけの、やりとり。またしばしの沈ちん黙もく。そして……僕は、口を開く。


「僕の物ぶつ質しつ化か範はん囲いが広がったら……この光景、壊こわしてしまうんでしょうね」


「そうですね」


　深螺さんの声のトーンは何一つ変わらない。ただただ、彼女は、僕の話に合わせるように、視線を公園内に注いでいた。そうして、初めて、深螺さんの方から声がかけられる。


「……妹さんのことは……本当に……」


「え？」


　意外なことに、深螺さんは、顔をしかめていた。申し訳わけなさそうに……していた。妹のことを、この人は利用したはずなのに。それなのに……その顔は、どこか、心配そうな空気に満ち溢あふれていて……。ああ、と、気付く。そうか……この人、結局……。


　深螺さんは僕の方に顔を向け、真しん剣けんな表情で、話しかけてくる。


「でも、いいタイミングだと思いました。貴方あなたがすんなり死を決心するには……いい、タイミングだと。貴方の妹さんのことを知った時……これを、使わない手はないと思いました。でも……」


「いいですよ。別に、妹があんなことになったのは……深螺さんのせいじゃない」


「……すいません」


　深螺さんは僕に謝あやまった。頭を、下げた。……この人が、頭を下げるなんて信じられなかった。そういう人じゃないと思っていたし……事実、普ふ段だんはそういう人じゃないのだろう。だからこそ……だからこそ、その謝しや罪ざいは、心からのもののように思えた。……分かっていた。この人がこれほどその行こう為いを申し訳わけなく思ってしまうのは……『妹』をダシにしたという、そこに、ひっかかりを覚えるからなのだろう。


「いいですよ。それより、聞かせてください。苦しくなく死ねる方法ってなんなんですか？」


「それは……」


　深螺さんの瞳ひとみは一いつ瞬しゆん戸と惑まどいに揺ゆれたものの……すぐに、気を取り直したようだった。そこは「プロ」なのだろう。鈴りん音ねとはやっぱり違う。僕の妹のことを個こ人じん的てきには気にしていても、迷まようことなく僕の心を自殺に向かわせる選せん択たく肢しをとるし、割わりと親しくなったところで、僕を死に向かわせようという気持ちに揺らぎはできない。……自分を殺そうとしている人間なのに、僕は、なにかそんな深螺さんを今は立りつ派ぱだと思えていた。


　深螺さんは懐ふところから赤い宝ほう石せきを取り出した。宝石なのだが……それは、奇き妙みような造ぞう形けい。薄うすっぺらく、長方形……そう、それは、鈴音や深螺さんの使っている札の造形だった。赤い宝石の表面には、きちんと、何か黒い塗と料りようで文字も描えがかれている。宝石でできた札。そんな、あまりに幻げん想そう的てきなアイテムだった。


「霊れい体たいを物質に封ふうじることができるというのは、先日お話しましたね。更さらには、そうしてしまった霊体は、後からいくらでもいじれるということも。霊力に還かん元げんしてしまうことも、成じよう仏ぶつさせることも……そして、使し役えきすることも」


「……はい」


「『ライン』というものの話、そして検けん証しようもしましたね。微び量りようの霊気に、貴方の能のう力りよくは反はん応のうしない。霊体として一ひと塊かたまりのものしか、物質化できない。事実、意思疎そ通つうのラインは……きちんと、繫つながる。それは、いいですね？」


「はい……」


　ここまでの話で、深螺さんが既すでに出会った段だん階かいから実は僕に「自殺の方法」を説明するための下地を作っていたのだということを悟さとっていた。……何から何まで、深螺さんの手の上なんだな……。なぜか、でも、今は「深螺さん凄すごいなぁ」という感情以外、何も抱いだかなかった。もう心が麻ま痺ひしているのだろうか。


「さて、これを踏ふまえた上での話。貴方は一度『中に居いる』を自分に憑ひよう依いさせ、その間に死のうということを考えたそうですが……あれは、いい線行っていました。確たしかに、感覚を他ほかの霊体に完全に任まかせてしまえば、貴方の精神は苦く痛つうを感じることなく肉体を死し亡ぼうさせることができます、式しき見み蛍」


「でも……結局、憑依は無理でした。体の中に霊体が入るには、どうしたって、近付かなきゃ……」


「そこです」


「？」


　深螺さんはそう言って、宝石札を掲かかげた。


「この中には、私が使役している霊体が入っています。ご安心下さい。悪霊ではありません。純じゆん粋すいに、私の言うことだけを聞く……人工幽霊とでも言いましょうか。そういうものですね。素そ体たいこそある能力を持った悪霊ですが、今は私の忠ちゆう実じつな僕しもべです」


「……はぁ」


「この霊体の元来持つ能力。それは貴方に打ってつけの能力です。この霊体もまた、『顔かお剝はぎ』と同じように、完全憑依を得意とする霊体なのですが……普通の霊と違うことが一点。この霊体は、直ちよく接せつではなく、『ライン』から人の体に入りこむことができるのです」


　それを聞いて、ようやく、僕にも理り解かいできた。深螺さんの瞳を見つめ返す。


「つまり……僕が『中に居る』でやろうとした手法が、『顔剝ぎ』の能力の異い種しゆのようなその霊体を使えば、うまくいくということ……ですか？」


「そうです」


　深螺さんは頷うなずきながら、赤い宝石に念ねんを込こめ、「楔くさび」と呟つぶやいた。瞬しゆん間かん、深螺さんの目の前に霊体が現あらわれる。


　それは、悪霊が素体と聞かされ、今まで化け物じみた悪霊しか見てこなかった自分からすると、意外な容よう姿しだった。浄じよう化かされた後だからなのか、それは、実に普通の男性だった。


　年ねん齢れいは三十代ぐらいだろうか。黒いスーツを着た、のっぺりとした黒くろ髪かみの、背せの高い……きっちりとしたタイプの男性。ただ、黒いスーツはビジネスマンというより、どちらかというと葬そう式しきの印象を僕に抱いだかせた。少なくとも縁えん起ぎのいい感じはしないが……。


　その彼は、僕の前に現れると、ニコリと僕に微ほほ笑えんできた。……僕も一いち応おうは「ど、ども」と苦笑いを返す。流石さすがの僕といえど、これから僕の体に入って自殺を誘ゆう発はつしようとしている相手に、あんまり満面の笑みを見せられはしなかった。


　深螺さんはその霊体を出し終えると、僕の方に再さい度ど顔を向ける。


「彼、楔が、貴方あなたの中に入ります。そうして……あとは、単たん純じゆんに、死なせるだけです。方法に関しては、こちらに一いち任にんさせてもらうことになりますが……。いえ、流石に神かん無な家でも、殺人の捜そう査さに口を出すのは非ひ常じように骨が折れますので、分かりやすく自殺と分かるものにしなければならず……。まあ、貴方は死の苦く痛つうを感じないのですから、方法に関しては問題ないですね」


「……ええ」


　僕は男性から深螺さんに視し線せんを向きなおす。深螺さんは……僕の眼めを見ていた。お互たがいが、見み詰つめ合うカタチになる。先日はカップルばかりだった公園のベンチで見詰め合っているものの……そこにある意い志しは、ラブなんかでは決してなかった。


　深螺さんが……ゆっくりと、口を開く。


「……式見蛍。最後の質しつ問もんです」


「……はい」


　風が出てきた。木々が葉をざわざわと揺ゆらしている。子供たちは飛んできた砂すなに目を瞑つぶり、母親達はスカートの端はしや髪を押さえていた。しかし僕達は……お互い、目を、逸そらさない。深螺さんの長い白はく髪はつが横に流れていた。その姿すがたはどこか幻げん想そう的てきで……しかし、その口から吐はき出される言葉は、対極的に酷ひどく残ざん酷こくで。





「貴方は、今、死を選せん択たくしますか？」





　僕は……深螺さんの眼を見つめ返した。


　答えなんて、とっくに決まっていた。


　そう……深螺さんの思おも惑わく通り……傘の件けんが、決定打だった。


　僕は……僕は、深螺さんの眼を見つめ返して、口を開いた。





「僕は──」





　　　第七章　打ち破やぶる午後










「私は……私の体は、今、病院にあります」


　妹さんは、蛍けいの部屋でそれぞれ思い思いの体たい勢せいでいる私たちに対し、俯うつむいたままで説明を始めた。私は初対面の彼女を眺ながめながら……しかし、一方で姉さんの結界に意い識しきを向けつつ、嘆たん息そくした。


　最初こそ「傘さんさん」と呼よんでいたのだけれど、「さんさん」という言葉の響ひびきが微び妙みようで、また、だからと言ってユウさんみたいに呼び捨すてもできなくて、結局私は「妹さん」という呼び方に落ち着かせてもらった。失礼かとは思ったけれど、彼女もそれは特にイヤじゃなかったようなので、結局そのまま落ち着いている。……実じつ際さい、呼こ称しようどうこうに拘こだわっていられる状じよう況きようでもなかったし……。


　妹さんは現在部屋の中央にペタンと力なく女の子座ずわりしていた。蛍に正体を知られ、そしてその兄が駆かけ出していってしまったことがショックだったのだろう。元々精せい神しん的てきには非ひ常じように危あやういところにあったのだ。最後の拠より所である蛍がいなくなれば、こうなってしまうのは仕方なかった。


　だから、私は姉さんが蛍を死なせようとしていることに薄うす々うす気付いていたけれど……それを、ここで言うことはしなかった。そこまで明かしてしまったら、妹さんの心はもうズタズタになってしまうのが目に見えていたから。


　壁かべ際ぎわに立っている真ま儀ぎ瑠る先せん輩ぱいに視し線せんを移うつす。詳くわしいことは分かっていないはずなのに、蛍が出て行った理由に関して真儀瑠先輩は大方のことを察している風だった。幽ゆう霊れいのことは分からないけど、蛍の自殺に関することには嗅きゆう覚かくが利きくのだろう。しかも、妹さんの姿は見えてないはずなのに、真儀瑠先輩はやはり私に何も聞いてこなかった。……この人、相変わらず、大事なところで周囲を気き遣づかえる人だ。普ふ段だん傍ぼう若じやく無ぶ人じんなのに、まるでそれと反比例するように、ホントに大切なことは誰だれよりも分かる人。あの蛍が……ずかずか踏ふみ入られることを嫌きらう蛍がこの先輩を拒きよ絶ぜつしない理由は、そこにある気がした。


　その隣となりで胡あ坐ぐらをかいている星ほし川かわさんを見る。彼は、腕うでを組んでジッと妹さんを見ていた。蛍の行動に関しては……単純に、妹のことにショックを受けたからだと認にん識しきしているようだけれど……部屋から出られない現げん状じように関しては、少し疑ぎ問もんに思っているようだ。しかし、それ以上に、彼は目の前の妹さんを心配しているようでもあった。事実、いつもならすぐにでも蛍を追いかけるであろう星川さんが、今はジッと、妹さんの話を聞いていた。時折、妹さんの言葉を隣となりの真儀瑠先輩に通つう訳やくしてあげている。……この人も、やっぱり根本的に「いい人だ」。蛍は……あんなだけど、でも、人を見る目は誰よりもあるのかもしれない。


　ユウさんはと言えば、彼女が一番悲ひ愴そうな顔をして、妹さんの傍そばにいた。お互たがい霊体といえど蛍がいなければ結局触きわれないけれど……それでも、肩かたに手を回すように、妹さんの傍に居いる。彼女こそ、本当は一番蛍を追いかけたいのだろう。私や真儀瑠先輩ほどではないにしろ、ユウさんだって、蛍の様子が変だったことには絶ぜつ対たい気付いているはずだ。それでも……それでも、ユウさんはそんな様子を微み塵じんも見せず、今は妹さんを気遣っていた。どちらにせよ、このままじゃ部屋から出られないからというのも、あるだろうけど。


　私はと言えば……この中じゃ一番、余よ裕ゆうがなかったかもしれない。自分でもイヤなヤツだと思うけれど……私は、妹さんのことも気がかりだけど、やっぱり何より蛍のことを優ゆう先せんしたくて。彼が今どういう状況か分かっているだけに、妹さんのことより先にあちらをどうにかしないとと、焦あせっていて。壁に背中を預あずけて妹さんの話を聞きつつも、もう片かた方ほうの心では姉さんの作った結界へのアクセスを試みていた。……相変わらず非ひの打ち所のない組み方をされているものの……姉さん自身が他の場所で他のことに気を取られている以上、私でも、もしかしたら壊こわせないことはないのじゃないかと、そんな風に考えていた。


　全員が思い思いに過すごす中、妹さんは……まるで懺ざん悔げするように、言葉を吐はき出す。……彼女が謝あやまることなんて、本当は何一つないっていうのに。


「お兄ちゃんに……会いたかった。会いたかったけど……でも、会いたくなかった。心細くて、心はお兄ちゃんを求めるのに……でも、ボロボロの私の姿、絶対見られたくなくて。会いたいけど、会うわけにはいかなくて。そんなことばっかり考えながら意い識しきを失ったの……。そうしたら……気付いた時には、私、体から離はなれていて……」


　妹さんの言葉に……他の人間を代表して、やっぱり霊れい知ち識しきのある私が対たい応おうするべきだと思い、意識は半分結界に向けているものの、ちゃんと妹さんに向き合って言葉を返す。


「……幽体離り脱だつは霊能力のあるなしはそれほど関係ないですからね……。特に体の方が危き機きに瀕ひんしてしまっている時は、余よ計けいに魂が剝はく離りしやすいの。それこそ、あとは少しの意い志しで出られてしまうほどに……ね」


　兄妹そろって、不ふ遇ぐうな状況だなと思った。……蛍の場合は、最初の事じ故この時こそ幽体離脱しなかったけれど、「中に居る」に殺されかけた時には、その危機的状況で強く願うことによって、霊気の排はい出しゆつを可能とし、感覚を覚えてしまっていた。体から一度抜ぬけると、クセというものがついてしまう。つまり、それを逆ぎやくに考えれば……。


「体には、いつでも戻もどれるのね？」


　私の問いに、妹さんはコクリと頷うなずいた。しかし、「でも……」と言葉を続けてくる。


「体に戻っても、結局何もできないの……。真っ暗……それしか、なくて」


「……体の方が覚かく醒せいできる状じよう態たいじゃないのね……」


　霊体が戻っても体が覚醒できない状態というのは……正直、かなりマズイと思われた。流石さすがに口には出さなかったけれど、全員が全員、なんとなく状況は察しているようでもある。難むずかしいことじゃない。死体に霊れい魂こんが入っても、生き返れないのと同じことで。単たん純じゆんに魂が出てしまっていることによる意識不明なら、魂が戻れば覚醒できるけど、でも……体の方が「覚醒できる状態じゃない」ならば、いくら魂が元に戻ったところで、起き上がることはできない。


「……だから……私の体、もう、駄だ目めみたいだから……。だから、それなら、兄さんのこと最後に一目みたいって思って、ここまで、来てしまったの。……最初は陰かげからこっそり、兄さんの学校生活を覗のぞいただけだった。でも……でも、その時に……ユウを見て、気付いたの」


　そう言って、妹さんはユウさんに視し線せんを向けた。いつの間にか、蛍への呼こ称しようがお兄ちゃんから兄さんに変わっている。二人の関係をよくは知らないけれど……なんとなく、落ち着いて来たことの証あかしのように思えた。


「兄さん、幽霊が見える上に、どうやら触さわれるみたいだって、ユウが抱だきついているの見て気付いて。……どんなに嬉うれしかったことか。神様の、私への最後のサービスなんだと思った。どんよりしていた心が、一気に晴れ渡わたっていくのが分かった。単純だよね……私」


　そう言って、えへへと、妹さんは笑った。……痛いたましく、笑った。ユウさんが「サン……」と顔を歪ゆがめる。


「だから、もう、死んじゃう前に……居なくなっちゃう前に、目め一いつ杯ぱい甘あまえたくて。私ね……自分で、少し、分かるんだ。今は……今はまだ一いち応おう生きているから、普ふ通つうの私でいられるけれど……。死んだら……本当に死んだら、その時私の心は、もう、多分普通の『式見傘』じゃいられなくなるって……なんとなく、分かるの。私……醜みにくいんだ。最低なんだよ。私を襲おそったあの男の人のこと、呪のろってやりたいほど憎にくいと思っちゃう。世の中を、恨うらんじゃう気持ちが、凄すごく湧わいてきちゃう。……今は『理性』でそれを抑おさえていられるけど……。体が死んでしまったら、私はもう……兄さんのことが大好きな、式見傘じゃいられなくなるって……なんとなく、分かっちゃうから……」


　その言葉に、私は流石にいたたまれなくなって、結界への集中どころじゃなくなってしまった。星川さんは辛つらそうに顔をしかめながらも先せん輩ぱいさんに説明をし、真儀瑠先輩はやりきれないように鈍にぶく壁かべを叩たたいた。ユウさんは……


「ユウ……」


　妹さんが驚おどろいた顔をする。ユウさんは、泣いていた。物ぶつ質しつ化かもしていない状じよう態たいだから、その涙なみだは床ゆかに落ちることなく消えていくけれど。しかし、ユウさんは確たしかに泣いていた。そうして……妹さんを抱だきしめるように手を回す。触ふれられぬのが酷ひどくもどかしいように、彼女は表情を歪めた。


「ごめんね……ごめんね、サン」


「ユウ？」


「……ごめんね……ちゃんと……私が……私が、本当は一番、貴女あなたの気持ち、分かってあげなきゃいけなかったのに……。ごめんねぇ……」


　ユウさんがしゃくりあげる。……単たん純じゆんな同情なんかじゃ、なかった。ユウさんは……ユウさんは、本気で後こう悔かいして、自分を責せめて、そして妹さんのことを思って、泣いていた。その光景に、私も思わず涙るい腺せんが緩ゆるんでしまい、慌あわてて視し線せんを逸そらす。先輩が「巫み女こ娘むすめ？」と声をかけてきたけれど、私はそれも無視した。
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　しばらくユウさんのしゃくり上げる声が場を満たした後……「もう」と、妹さんの……柔やわらかい声が発せられた。見ると、妹さんはもう悲ひ愴そうな顔をしていない。ユウさんの頭を撫なでるようにしながら、困こまったように笑う。


「何でユウが先に泣いちゃうかなぁ」


「うぅ……ごめん……」


「……ありがとうね、ユウ」


「うん……」


　ユウさんがぐずりながらも顔を離はなす。妹さんは彼女にニコッと笑いかけた。


「……どうしてあの兄さんが、ユウと同どう居きよできているのか……良く分かっちゃった」


「え？」


「ううん。ユウ……」


　妹さんは、改まって彼女を見る。瞬しゆん間かん、彼女の体が薄うすくなり始めた。私は思わず完全に結界への干かん渉しようを中ちゆう断だんして、「体の方が呼よんでいる……」と呟つぶやいてしまう。


「それは……体が覚かく醒せいするってことか？」


　星川さんが目に希望を乗せて訊たずねてきた。しかし私は……首を横に振ふる。


「いえ……そうかもしれないし……。……逆ぎやくかもしれない」


「逆？」


「……言わせないで下さい」


「…………」


　沈ちん黙もくが広がる。


　ユウさんが、「サン！」と悲愴な顔で叫さけんだ。妹さんはそれでも、ニッコリと笑う。もう、彼女自身より、背はい後ごの風景の方が良く見えた。


「ユウ……兄さんのこと、よろしくね。兄さん……ユウと居るとき、凄すごく活いき活きしてた……。私が、やきもちやいちゃうぐらいにね」


「なんでそんなこと言うのよ、サン！　私に任まかせちゃ駄だ目めだよ！　私は……私は、朝食一つだってちゃんと作ってあげられないんだよ！　蛍は……蛍は、私一人の手になんか、あまるんだからね！」


「……ユウは優やさしいね。……うん……これなら……兄さんも、大だい丈じよう夫ぶだね」


「サン！」


「ユウ……兄さんに、よろしくね。あと……ごめんなさいって。騙だましていて、ごめんなさいって、伝えてくれたら嬉うれしいな」


「自分で言いなよ！　わ、私は、他人の謝しや罪ざいを代わりにできるほど器用じゃないもん！」


「……そっか……。困ったな……」


　妹さんはニコリと笑う。ユウさんは必死で引きとめようとしていたけれど……結局、彼女に触ふれることなんてできなくて、ユウさんの手はただただ虚むなしく空気を搔かいた。


　そうして……何の神様の配はい慮りよもなく……妹さんは、空気に溶とけ込こむように消え入った。


　星川さんが真儀瑠先輩に「……傘ちゃんは……もういない」と告げる。真儀瑠先輩は「そうか……」とだけ呟き、そうして、顔を背そむけ、もう一度、今度は強く壁かべを叩たたいた。


　ユウさんは……ずっと、まるでまだそこに妹さんが居るかのように、ただただ、彼女の消えた場所を見つめ続けている。……彼女の気持ちを推おし量はかることは……私にはできなかった。それは、あまりに辛つらかった。単純に、仲の良かった相手が消えてしまったことに対する絶ぜつ望ぼう感かんも勿もち論ろんあるだろうけど……。でも、恐おそらく、彼女にとって目の前で妹さんが消えるというのは……自身にも照らし合わせてしまう部分があるだろう。その気持ちは……ユウさん当人にしか、分からないことだけど。


　私は……唇くちびるを少し嚙かんだ後……きちんと、上を向いた。そうして、三人に、告げる。


「今から結界を壊こわします。……蛍を助けに行きましょう」


　私の言葉に、三人は驚おどろいたようにこちらを見た。星川さんが「できるのか？」と訊ねてくる。私は無理してニコリと笑った。


「ええ。私を誰だと思っているんです？」


「？」


　そう言って……私は、結界を……そしてそこから連なる姉さんへと、強い意い志しを向けた。


「私は……」


　妹さんを見ていて、蛍を見ていて……気がついた。どんなに離れていたって……どんなに性せい格かくが違ちがったって……兄妹は、兄妹。姉妹は……姉妹。だから……私も、それと、ちゃんと向き合わなければいけない。私は……私は……


「私は……あの姉さんの妹なんだから！」


　その言葉と共に、私は、結界へ向けて一いつ斉せいに自分の霊れい力りよくを解かい放ほうした。





「……まったく……お前いつからそんな熱い性格になったんだ、巫み女こ娘むすめ」


　真儀瑠先輩は私に肩かたを貸かしながら、呆あきれた表ひよう情じようを向けつつ、それでも公園へと向かってできるだけ早く歩を進めていた。流石さすが帰き宅たく部ぶである。私の体重を支ささえているというのに、その歩調には少しの乱みだれもなかった。……わ、私の体重がとぉ～っても軽～いからっていうのも、あるだろうけど。うん。


「私には霊力云うん々ぬんはよくわからんが……流石に、歩けなくなるほど力を使うっていうのは、どんな力にせよ、明らかに体に悪いのは目に見えているだろう」


「あはは……。体に悪いどころか……危あぶなく自分が真っ先に死んじゃうところでした……。さ、流石姉さん、全然容よう赦しやなかったです……。でもまあ、姉さんの誤ご算さんは、私が神無本家を出てからもまだ霊力を高める修しゆ行ぎようをしていたことと……それと、蛍関連で実戦に事欠かず、結果として霊れい能のう者しやとして成長していたことでしょうね」


「お前なぁ」


「あ、先輩。それ、なんか蛍に似にていますね」


「……お前なぁ」


　二度目の「お前なぁ」は、物もの凄すごい勢いきおいの溜ため息と共に吐はき出された。隣となりではユウさんも、陽慈さんさえ呆あきれた視し線せんで私を見ている。……私がこんな風になった一いち因いんは、確かく実じつに貴方あなた達にもあるのよと言ってやりたい。


　私達は現げん在ざい近くの公園に向かって走っていた。妹さんが消えた後……私は、三人に蛍が置かれている状況（世界との関係性、姉と蛍の思おも惑わく）を話した。三人ともショックを受けたようだけど……それよりも、今は蛍を追うべきだとすぐに理り解かいもしてくれて、現在に至いたっている。向かう先は公園。


　蛍の居場所が公園だというのは、ユウさんが特定してくれたことだ。守しゆ護ご霊れいとしての力みたいなのが……いよいよ蛍との間に魂たましいの繫つながりが形成され始めたらしい。霊力での意い思し疎そ通つうに「ライン」というものを使うけれど、要はそれの一つだ。意思疎通という用よう途とじゃないだけで。ラインをインターネットにたとえるなら、さしずめ守護霊としての「繫がり」はＧＰＳみたいなものか。それも、防ぼう犯はんブザー付。相手が危険な状態にある際には、ちゃんと連れん絡らくが来る。そういうもの。そのおかげで、ユウさんは蛍がどうやら公園に居るらしいと悟さとることができた。ユウさんさまさまだけど……なんだろう、ちょっとだけ、ムッとしてしまうものもある。魂の繫がりって、それこそ家族とか、相当親しい間あいだ柄がらじゃないとできないし……だからこそ、守護霊って、血けつ縁えん者しやとか多いわけで。……こほん。


　私はと言えば、情なさけないことに、姉さんの結界を壊こわすのに全力を使ってしまい、もう体を動かすほどの気力が残っていなかった。最初星川さんが肩かたを貸かしてくれると申し出たのだけれど、なんとなく男の人に密みつ着ちやくするのは、相手が星川さんと言えど気が引けて、私は真儀瑠先せん輩ぱいに寄より添そっていた。その際、また先輩には「百合か？　やっぱり百合なのか？」と訊きかれたので、軽くエルボーして黙だまらせたりもしたけれど。更さらには、ユウさんが「でも、相手がケイだったら、鈴音さん、普通に肩貸して貰もらうよね？」と訊たずねてきたので、それに対して、当然とばかりに「そりゃそうよ」と返すと、なぜかいつも快かい活かつなはずの陽慈さんは黙だまり込んでいじけてしまった。私、何か変なこと言っただろうか？


　ともあれ、私達は四人揃そろって蛍の部屋を脱だつ出しゆつ、公園に向かっていた。目的は、蛍を助けること──


「しかし、巫女娘」


「？」


　私が前を見み据すえていると、真儀瑠先輩が複ふく雑ざつな表ひよう情じようをして話しかけてきた。私は、視し線せんをすぐ傍そばの彼女の顔に向ける。


「後輩を助けるというのは……今回の場合、少し違ちがわないか？　今回は……相手が状況を狡こう猾かつに利用したとはいえ……基本、アイツの意志で選せん択たくしている上、『中に居いる』の時とも違い、完全な安楽死……つまり、後輩の求めているものを相手が提てい供きようしているわけだ。……私達がしようとしていることは──」


「余よ計けいなお世話だと……そう言いたいのですか？」


　私の視線に、先輩は少したじろぎ、「いや──」と返してきた。


「そうとまでは言わないが……。私だって、後輩にはまだ死んで欲ほしくなどない。ランチ奢おごってもらってないしな。しかし……今回ばかりは、単純に相手を倒たおせばいいとか、そういう問題じゃないぞ。問題となるのは……下手すると、一番厄やつ介かいな相手だ。つまり……」


「蛍の『死にたい』っていう感情そのものが敵てき……そういうこと、ですね」


「そうだ。今まで騙だまし騙しやってきたが……いつかは、なんとかしなければいけない問題だ。本当は『中に居る』の一いつ件けんの際さいにどうにかするべきだったんだろうがな。あれ以い降こうは……どういうわけか後輩、以前より改かい善ぜんされていたしな。……恐おそらく、どっかの幽ゆう霊れいさんのおかげだろうが」


　そう言って、真儀瑠先輩は見えないながらも、私や星川さんの視線の位置からユウさんの居る位置を割わり出し、そこに自らも視線を向けた。対して、ユウさん当人はキョトンとして、「サンのことかな？」なんて見当ハズレのことを言っている。……この子、自分だって蛍のこと馬ば鹿かにできないぐらい鈍どん感かんなんじゃ……。


　私は気を取り直し、少しの沈ちん黙もくの後、「でも先輩」と声をかける。


「そうとも……蛍の感情……世界の意い志しばかりが敵とも、言い切れないかもしれませんよ」


「どういうことだ？」


「姉さんも……本ほん格かく的てきに敵かもしれない。先ほどの結界からも分かることと思いますが。姉さんの能力は尋じん常じようじゃない。魂たましいが剝むき出しの霊体の精せい神しん状じよう態たいどころか、生きている人間にだってまるで関係なく精神操そう作さを仕し掛かけることができる。もし本格的に姉さんが蛍を亡なき者にしようとしているなら……蛍に無理矢理死を選せん択たくさせる操作ぐらい平気で──」


「それはないな」


　私の話の途と中ちゆうで、先輩は私の話を笑い飛ばした。意味が分からず首を傾かしげると……なぜか、ユウさんも星川さんも私を見て微ほほ笑えんでいた。……全然意味が分からずに目を白黒させる。──と、真儀瑠先輩が、柔やわらかく微笑みかけてきた。


「だって──」


「…………」


「お前の、尊そん敬けいしている姉さんだろ？」


「あ……」


「だったら大だい丈じよう夫ぶだ。巫女娘の姉さんは、そういうことを平気でするような人間じゃない」


「そ、そんなの、会った事もない真儀瑠先輩がどうして──」


「分かるよ」


　私の反はん論ろんにそう返してきたのは、ユウさんだった。彼女の方を見る。


「鈴音さんのお姉さんだもん……絶ぜつ対たいに、悪い人なわけがないよ。それに……『お姉さん』なんだから。いくら普ふ段だんは冷れい徹てつなプロでも……鈴音さんが傷きずつくようなことは、しないと思うな。それが、お姉さんだって、思うよ、私は。……ケイとサン見ていたらさ……兄妹や姉妹の絆きずなって、言葉で単純に説明なんかできないんだって……分かるよ」


「ユウさん……」


　私が声を詰つまらせていると、今度は星川さんがフッと微笑んで声をかけてきた。


「そう、神無さん。姉妹というものは──」


「あ、そろそろ公園だ」


「ええ!?」


　陽慈さんが喋しやべりだした時には、既すでに目的の公園が見え始めていた。結局私達は、星川さんの言葉を聞くこともなく……というか、別べつ段だん誰だれも大して興きよう味みもなく公園に突とつ入にゆうしていく。なぜか少し星川さんの歩調が遅おくれていたのは……気のせいだろう。





　公園に入った瞬しゆん間かん、違い和わ感かんに襲おそわれる。何か、次元を跨またいだような感覚。ふと、私たちの脇わきをそそくさと数組の親子連れがまるで居い心ごこ地ち悪いように過すぎ去っていった。なにか特別な理由がありそうでもないのに、妙みような急ぎ方。これは……。


「結界かな」


　私よりも先にユウさんがぽつりと告げる。確たしかにそうだった。これは、「中に居る」の時と私がやったのと同じ状じよう況きよう。人払ばらいをする結界。しかし私達にはすんなり入れているところを見ると、それほどの力を込められてはいないようだ。恐おそらく姉が仕し掛かけているのだろうが、流石さすがの姉といえど、二つも三つも高度な結界を同時に張はってことに望むことはできなかったのだろう。しかし……


「おかしいな。今更人払いか？」


　真儀瑠先輩の言葉に私はコクリと頷うなずく。確かに、少々状況が妙に感じられた。例えば蛍を人気のない場所で自殺させたいのだったら、そもそも公園は選ばないだろうし、何らかの理由で公園にしたいのだとしても、それなら先に人払いの結界を張って置くはずだ。私達が到とう着ちやくするような頃ころになってようやく人を追いやるなんて……ちょっと妙な状況。


　それに……もし蛍を自殺させたいなら、むしろ、「目もく撃げき者しや」は残しておくべきだろう。蛍が「自殺」したと証しよう言げんする複ふく数すうの人間。それが居ない状況で……二人きりの状況で蛍が死んだら、いくら神無家の力があるとはいえ、ある程てい度ど面めん倒どう臭くさいことになるのじゃないか。完かん璧ぺきなプランを立てる姉さんの行動にしては……少しちぐはぐな気がする。


　納なつ得とくいかない思いを抱かかえながらも、しかし答えを出すより先に、公園の奥おくへと着く。ベンチが散さん在ざいする空間。昼間だというのに人はおらず──いや、一番奥のベンチに誰か──。


「おい、あれ！」


　星川さんが声をあげた。視し力りよくがいい陽慈さんと違ちがって私は最初彼が何を驚おどろいているのか分からなかったけど……近付くにつれて、その異い常じような状況が認識できた。奥のベンチには二人の人間が居いる。片かた方ほうは巫み女こ服ふくの白はく髪はつの女じよ性せい……遠目にも分かる姉。そしてもう、片方は、男性……蛍。二人がベンチの上に居るのだが……その状況が、異常だった。


「ケイ!?」


　ユウさんが叫ぶ。私も目を疑うたがった。


　蛍が……蛍が、ベンチに姉さんを押おし倒たおしていた。それも……ギリギリと、首を絞しめて、巫女服を剝はぎとろうとさえし、酷ひどく邪じや悪あくな表情で。





[image: ]


　姉さんは苦しそうに表情を歪ゆがめ、こちらをチラリと見るものの、声を発することもできないようだ。白く長い髪は乱みだれ、ベンチから垂たれ下がっている。対して圧のし掛かかる蛍の顔の、陶とう酔すいしたような表ひよう情じよう。普段の蛍を知らずにこの光景だけ見れば、明らかに凶きよう悪あく犯はん罪ざい者しや。……いや、普段を知っていても……その状況からは、姉さんよりも蛍が敵てきに見えて仕方なかった。……吐はき気がする。蛍のそんな表情を……私は、理由がどうあれ、見たくは無かった。思わず叫さけぶ。


「姉さん！　蛍！」


　意味が分からないながら私たちは二人に駆かけ寄よる。先んじて、いち早く異常に気付いた星川さんがベンチに駆け寄った。そうして、姉さんの首を絞めている蛍の肩に手を置き、引き剝がそうとする。


「おい、蛍、何やってんだお前！　事情は知らんが、流石さすがにこれは──」


『黙だまれ』


　蛍が普ふ段だんより遥はるかに低い声で呟つぶやき、星川さんを片かた腕うでで薙なぎ払はらう。筋きん力りよく的てきに勝っているはずの星川さんが、今は簡かん単たんに吹ふき飛ばされた。


　背せ中なかを地面にこする陽慈さんに駆け寄りつつ、蛍の様子が変な要よう因いんの可か能のう性せいに気がつき、しかし、信じられない思いを抱かかえながら叫ぶ。


「憑ひよう依い!?」


　私の叫びに、ユウさんが「そんなっ」と反はん応のうする。


「だって、物ぶつ質しつ化か能のう力りよく者しやのケイに憑依は無理なんじゃ……」


　そんなのは私も充じゆう分ぶん承しよう知ちしている。しかしあれは……どう見ても憑依された人間の状況だった。この前の綾あやさんの状況とまるで同じだ。ユウさんもそれに気がついたのだろう、「どうして……」と呟きながら、凄すごい形相でこちらを睨にらむ蛍を見つめていた。


　私たちは倒たおれた星川さんの周囲に集まる。彼を一いち瞥べつし、真儀瑠先せん輩ぱいは蛍を睨みつけた。


「後こう輩はい！　どうしたっていうんだ！」


『後輩？　ああ……式この見カラ蛍ダのことか？　この体はいいよなぁ。幽ゆう霊れいに触さわれるんだとよ。実に使い勝手のいい体だ。俺には《運び屋》の役やく割わりしか与あたえられていないのが、残念でならないな。まあ、道中の行動に制せい限げんは受けていないからよしとするか』


　クククと笑いながら、蛍が……いや、蛍の体を使っている何かがこちらを向く。彼が憑依されているという推すい測そくが確かく信しんに変わる。手は姉の首を絞めたまま、蛍は上半身を起き上がらせて、舐なめ回すように、私、真儀瑠先輩、ユウさんを見た。


『しかし、揃そろいも揃って、いいメスが来たもんだ。このすました巫み女こを最初に犯やってやろうと思っていたが……くく、迷まようなぁ』


「っ！」


　蛍とは思えない下げ卑びた表情で、彼は私たちを見回し、舌したなめずりをした。背せ筋すじがぞくりとする。同時に、怒いかりも湧わいてくる。……蛍の口でそんな言葉を言われることが、耐たえられなかった。私も、真儀瑠先輩も、ユウさんも、星川さんも、彼を──彼の中に居いるナニカを強く睨む。


『いいなぁ、その目。そういう態たい度どのメスを嬲なぶるのが……やはり最高だ。恋こいや愛だなんて、低てい俗ぞくなものを排はい除じよした、純じゆん粋すいなる欲よく情じよう。心の繫つながりなど下らない。体だけの繫がり。一方通行の行こう為い。そこにこそ真の快かい感かんがあるとは思わないか、諸しよ君くん』


「あなた……あなた、何者よ！」


『何者？　おやおや……。ククク。《僕ぼくは、キミたちの大好きな式見蛍だよ》』


「ふざけないで！」


『いいなぁ、お前。いいよ。処しよ女じよだろう？　いいなぁ。お前みたいなのが、一番いい泣き声なんだよなぁ。いや、そっちの幽ゆう霊れいも良さげだなぁ。死者を犯おかすというのは、なるほど、実に背はい徳とく的てきでいいではないか。そこの長ちよう髪はつもまた美う味まそうだ。一度崩くずれると、お前みたいなのは脆もろいからなぁ』


「……てめぇ！」


　それらの下卑た言葉に、反応を返したのは星川さんだった。素す早ばやく起き上がり再度飛び掛かかる！


『男は趣しゆ味みじゃないんだ』


　蛍は……いや、『何か』は、星川さんの拳こぶしを片かた手てで受け止めると、そのまま腕うでを振ふって横に投げ飛ばす。星川さんはどうにか受身をとっていたが、しかし、もう無む闇やみに飛び掛かることもできないと分かったのか、悔くやしそうに相手を睨にらみつけていた。


『俺が何者か？　……それは、コイツに訊きいた方がいいんじゃないか？』


　彼はそう告げると、姉さんの首から手を離した。それでも、蛍の体が腕うでごと姉を拘こう束そくしているので、結局自由になったのは口だけなのだが……。


　姉さんが、今まで首を絞められていたはずなのに、シラっとした表情で私を見て告げる。


「鈴音。式見蛍の中に居るのは、私の使し役えきしている……いえ、していたはずの霊体『楔くさび』よ。今は……なぜか暴ぼう走そうしていますが」


「楔？　それって……」


　私はその名前に覚えがあった。それは……確たしかに姉さんの『使っていた』霊体だ。神無家の仕事は、霊れい現げん象しようを解かい決けつするだけではない。根本的には人の心に関かかわる仕事である。そのため、ごくたまに生きている人間相手の仕事もあるのだが……その際さいに姉さんがよく使っていたのが、使用目的から『楔』と名付けたその霊体だった。直ちよく接せつ見たことはなかったけれど……。それはまさに楔。対象の行動を抑よく制せいしたり支配したりするための……楔。どんなに相手が警けい戒かいしていても、遠えん隔かくからラインを通じて憑ひよう依いさせたり、その手法によって憑依状態への移い行こうをゆったりとすることによって、対象の体調に禍か根こんを残さなかったりと……とにかく使い勝手が良かったため、姉が重宝していた霊体。それが『楔』だった。


　しかし……それは単たん純じゆんな霊体でしかなかったはずだ。完全に姉の道具とでも言うのだろうか。それに全くもって意い志しなんか残っていなかったはずだし、いや、だからこそ道具として使っていたはずだ。それがこんな──


「鈴音。……貴女あなたは何もしなくていいわ」


「なっ！」


　姉が、私を見てそんなことを言ってきた。私は……私は、こんな時でも自分を頼たよってくれないその姿に……ぐっと、唇くちびるを嚙かむ。


「貴女がどうにかできるものなら……私が既すでになんとかしているわ」


「っ。……なんで……なんでいつもそうやって……」


　悔くやしくて震ふるえる。楔は私と姉の様子を、まるで品定めでもするかのように余よ裕ゆうを持って眺ながめていた。隣となりに居た真儀瑠先輩が、私に代わるように姉に反はん論ろんする。


「お言葉だが『お姉さん』。貴女……今、とんでもなくピンチじゃないか。そんな状態で妹の力を批ひ判はんなど、よくもまあ」


「……別に、特別妹にだけ厳きびしいわけでもなんでもありません。的てき確かくな状じよう況きよう判はん断だんです。貴女がいても、鈴音がいても、何もなりません。余よ計けいな犠ぎ牲せい者しやが出るだけです」


「だからと言って、このままでは──」


「心配ないと言っているでしょう」


　姉さんはキッパリとそれだけ告げた。……こんな……こんな、絶ぜつ望ぼう的てきな状況なのに。姉だって、霊力を行使することができなければ……何もできないはずなのに。それなのに……それなのに……彼女は、まだ、それでも、私を頼ってはくれないんだ。その事実が……なにより、ショックだった。悔しかった。涙なみだが出そうになる。自分が……情なさけなくて。私は……私は、いくら嫌きらいだと言っても……でも……姉さん一人さえ、まともに助けることができない。……拳こぶしを握にぎりこむ。


　私が一番姉さんと居ていたたまれないのが……これだった。姉さんには与あたえられてばかりで……私は結局、姉のために何もできない。その、事実。それが……姉さんと居て感じる、居心地の悪さの正体だった。


　ユウさんも真儀瑠先輩も星川さんも私を見ている。私は……私は、俯うつむいて泣いていた。いつの間にか、涙なみだが出ていた。情けなくて。自分が、情けなくて。大事な人の助けになれない自分が……蛍も好きな人、姉大切さなん人も、助けられない自分が情けなくて。


　楔くさびは、私たちの様子を眺めてひとしきり満足したように笑むと……「さて」と、姉の顔にぐっと蛍の顔を近づけた。そうして──


『お前、実はファーストキスさえまだだろう？　自分が散々使ってきた霊に妹の前でそれを奪うばわれる気持ちを……体たい験けんさせてやるよ』


　楔はそう告げ「くくく」と笑うと、蛍の唇を姉の唇に近づけた。姉は無表情でその顔を見つめている。


　あまりの状況に咄とつ嗟さに真儀瑠先輩とユウさんと星川さんが再度飛び掛かるものの……


『いいもの見せてやるよ』


　その言葉と共に、くくくと笑い、楔は腕から木刀のようなものを排はい出しゆつ、それで一いつ斉せいに三人を薙なぎ払はらった。──それは、蛍の能のう力りよくだった。いよいよ蛍の体が彼のものになってしまったという実感が湧わいてくる。


『おや？　俺は切れ味抜ばつ群ぐんの刀を作ろうとしたんだがな……』


　そんなことを言って木刀を見る楔。あいつ……っ！　本当は、三人をなんの躊躇ためらいも無く斬きるつもりだったなんて！　私が動けずにいると、姉は無表情のままで木刀に視し線せんをやった。


「……式見蛍を甘あまく見てはいけませんよ、楔」


『ああ？』


「彼は、決して、たまたま物ぶつ質しつ化か能のう力りよくを身に宿しただけの人間ではない。それに見合うだけの精せい神しん力りよく、及び、能力活用のための想そう像ぞう力りよくを──」


『るせぇよ』


　楔は木刀を放り投げると、再び、姉に覆おおいかぶさった。再び、ぐいっと顔が近付く。その動きには……一つの淀よどみもなかった。そこに、蛍の意志はもう無いのが分かった。


「そろそろね」


「？」


　唇が触ふれる直前、姉が、いつもと変わらぬトーンで呟つぶやいた。ピタリと楔が止まり、首を傾かしげる。


『何を言って……』


「調子に乗っているからそういうことになります。そろそろ、完全に式見蛍の体に貴方が融ゆう和わする頃ころでしょう」


『？　それが、なんだというのだ──』


「十」


　姉さんが、唐とう突とつに、カウントダウンを始める。私ははっとして姉を見た。……昔から……昔から姉は、余よ裕ゆうのある時は、カウントダウンをする癖くせがあった。つまり……今の姉の中には……勝利の確かく信しんがある？　わけが分からない。だって……姉は未いまだに動きを拘こう束そくされているし、札や経きようを使わないで念だけでできることなんてたかがしれていて、今いま更さら楔に通用するとも思えないし、肉体的に勝てる要素もないし……なにをもって、姉が勝利を確信しているのかが分からなかった。


　全員が……楔さえも呆あつ気けにとられる中、姉のカウントダウンが続く。


「九、八、七、六」


『お前、何を言って──』


　瞬しゆん間かん。楔の表情が……蛍の表情が、変わった。ピタリと動きが止まる。


「五、四、三、二」


『あ、あ、あ』


　楔の様子がおかしい。楔が……蛍の体が、唐とう突とつに脂あぶら汗あせをかき始めた。明らかに異い常じよう。姉に圧のし掛かったままなのに……今はなぜか、優ゆう勢せいなのが姉に見えた。蛍の顔が……楔の表情が、最初とは打って変わって蒼そう白はくに変わり、異常な量の発はつ汗かんを始める。ガタガタと体が震ふるえている。両腕で楔は自分の体を抱だきしめた。それでも、震えが止まらないでいる。


「二、一」


　姉のトーンの変わらないカウントダウン。いつもの……私が知っている、姉の冷静な表情。私が……私が、本当は憧あこがれていた……姉の、顔。


『やめろ、やめろ、やめてくれ。見るな……見るな、見るな、見るな、見るな、見るな、見るな、見るな、見るなぁぁぁぁぁぁぁあ！　俺を……皆みんなして俺を……俺を見るなぁぁぁぁぁぁぁあ！』


「？」


　私も、ユウさんも真儀瑠先輩も星川さんも状じよう況きようが分からずただただ二人を見守る。何が起こっているのか全く分からなかった。とりあえず分かることは……次の瞬しゆん間かん、姉が勝つという、その確信。そして──


「零ゼロ」


　姉が、告げる。


　瞬間。


　楔くさびの眼めが、白目に変わった。


『う、ウガァァァァァァァァァア！　……ごめんなさい……。ごめんなさいごめんなさいごめんなさいゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイィィ！』


　楔が発はつ狂きようした。そのように……見えた。姉の上から転がり落ち、唾つばを吐はき、眼をぐるぐる回転させ、頭を抱かかえ、地面をジタバタとはいずり、ただただ、何かに必死で謝あやまっている。


『ゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイ』


「……ふぅ」


　姉が、ぽんぽんと巫み女こ服をはたき、はだけた胸元を直しながらベンチから立ち上がった。足元をのたうち回る楔に、冷たい視線を向ける。


『許ゆるして下さい許して下さい許して下さい許して下さい許して下さい許して下さい。助けて助けてたすけてたすけてタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテ』


「…………」


　姉さんはただただそれを見つめ続ける。耐たえ切れず……私は、姉さんに声をかけた。


「姉さん、これは……」


「分かりませんか？　鈴音」


　姉さんは私をチラリと見て、また楔へと冷たい視線を戻し、そのまま続けてくる。


「式見蛍以外の他の霊れい体たいが……いえ精せい神しんが、『式見蛍の体』をまともに使えるはずなんてないのです。完全に融ゆう和わしたら、途と端たんにこうなることは目に見えていました。ですから、本来は入ってすぐに自殺させる予定だったのですが……。楔は、調子に乗りすぎましたね」


　姉さんは地面で未だに狂くるったように何かに謝り続ける楔を眺ながめ呟つぶやく。


「それは……どういう……」


「彼は……いえ、霊体物ぶつ質しつ化か能のう力りよくは、世界から悪意を向けられていると言ったでしょう。あらゆる生命からの『邪じや魔まだ』という気持ち。世界の意志による精神干かん渉しよう。そんなもの……常じよう人じんの耐えられるものではありません。そんなものに耐えられるのは……生まれた頃ころからそれを『デフォルト』として育ったような、そんな馬ば鹿かしか居ないでしょう」


「あ……」


　私にも、ようやく理り解かいできた。つまり……式見蛍の精神以外に、式見蛍が受けている圧あつ迫ぱくに耐えられる精神なんて、この世にあるはずがないということなのだろう。だから……だから、完全に蛍の体を支し配はいした瞬間……その世界の意志の対象が楔の精神に変わり、結果、この有様──


『ゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイ。ココニイタクナイココニイタクナイココニイタクナイココニイタクナイココニイタクナイココニイタクナイココニイタクナイココニイタクナイ！』


　……壮そう絶ぜつとしか言いようがなかった。今までの様子は見る影かげもなく、彼は、姉さんの足にすがりついて涙なみだながらに懇こん願がんしていた。


「これが……これが、後輩の普段受けているものだというのか……」


　私の隣となりに来た真儀瑠先輩が、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情で呟く。


「そんな……こんなの……こんなのないよ……」


　ユウさんが、瞳ひとみに涙なみだを浮うかべていた。星川さんも、忌いま々いましそうにベンチの足を蹴ける。……私もショックを受けていた。姉から話にこそ聞いていたとはいえ……まさか、その『世界の意い志しによる圧迫』がこれほど……まがりなりにも体を乗っ取るほど精神力・霊力の高い楔でさえも、ここまでの状態に追い込こまれてしまうモノだったなんて。そんなものを受けながら……蛍は……蛍は、今まで、私達の前で笑っていたのだ。時折「死にてぇ」と呟くことで、どうにか気持ちを吐き出して。それが……なにか、凄すごく、やりきれなかった。いつも彼は理り不ふ尽じんだと呟くけれど……実際、彼が一番理不尽な状況にあるのじゃないか。そんな風に、思われて……。


　姉さんは袂たもとから黒い札をだすと、楔に告げる。


「其そ処こに居たくないのならば、ここに移い動どうしなさい、楔」


『ああ……あああああ！』


　それが封ふう印いんの札だと分かっていただろうに。楔は、一も二もなく、蛍の体からラインを伝ってそこに入っていったようだった。まるで蛍の体以上に最悪な場所など、この世にはあるはずもないというように。蛍の体から力が抜ぬける。


　姉さんは黒い札に楔を吸すい込んだ後、その場でしゃがみ、蛍の脈みやくを確かく認にんした。


「……体に異常はないようね」


　どこか安心したように呟く姉。ホッとしたのも束つかの間……私は本来ここに来た目的を思い返し、キッと彼女を睨にらんだ。姉もまた、私を見つめてくる。


「……どういうつもりなの、姉さん」


「？　どういうつもりとは？」


「とぼけないで！　あんな霊を蛍の体に入れたりして！　やっぱり自殺させようと──」


「ちょっと待ちなさい鈴音。貴女あなたは何か誤ご解かいをしているようですね」


「何が誤解だっていうのよ！　姉さんは蛍に自殺をさせようとして……だから──」


「楔のことでしたら、最初に言ったように、あれは暴ぼう走そうです。理由は分かりませんが。少なくとも、私が指し示じして……式見蛍が望んで体に入れたものではありません」


「え？」


　私は意味がわからず首を傾かしげる。蛍が望んだわけじゃない？　え、でも、それって……。


　ユウさんと真儀瑠先輩と星川さんと顔を見合わせる。そうしていると……姉は、嘆たん息そくして頭に手をやる。いつも完かん璧ぺきな姉には珍めずらしい、疲つかれた表ひよう情じようだった。


「だから、彼の体に楔が入り込んだのは、楔の勝手な行動です。予想外でしたが、彼は……式見蛍自身は──」


　一息いれて、再さい度ど呆あきれたように……それでいてどこか微かすかに微ほほ笑えむようにして、姉は私を見み据すえる。





「式見蛍は、生きることを選せん択たくしました」





　　　第八章　光ある夜










「うん、死のう」


　意い識しき回かい復ふくした僕ぼくの、いつもの面々を見て最初に出た言葉がそれだった。物ぶつ質しつ化か能のう力りよくで切れ味のいいナイフを作り出し、手首にあてかけていると、鈴りん音ねと陽よう慈じが「わー！」と叫さけびながら僕を取り押さえる。


　僕はしくしくと泣く。ユウはホッとしたようにその光景を見守り、その脇わきでは、深しん螺らさんがいつもの「呆れ視し線せん」で僕を見ていた。


　この世界の神様はどうやら酷ひどく僕に対してはサディスティックな模も様ようで、普ふ通つう体乗っ取られた人ってその間の記き憶おくをなくすのが定番なのにも拘かかわらず、今回、僕はめっちゃ記憶あった。自分楔がどういう行動とったのか、くっきりはっきり分かっていた。だから……深螺さんを襲おそいかけていたり、自分の周囲の面々に「犯やる」だのなんだの発言していたりと、もう、このメンバーのこと知らない楔くさびはいいだろうが、リアルに友人である僕としたらマジで落ち込むわけで。いや、僕が言ったんじゃないと言えど……やっぱり、自分の口がそういう発言した事実というのは、そう納得できるものでもなく。僕はもう本気で「死んでお詫わび」したい心しん境きようである。自分の女友達にそんな発言してしまった時のことを想そう像ぞうすれば、男子ならばこの「いたたまれなさ」は共感してくれると思う。はあ……穴あながあったら入りたい。


　肩かたを落としつつ周囲を見み渡わたす。


　真っ昼間の公園。僕はベンチに寝ねかされていたらしく、気付くと少し背せ中なかが痛いたかった。どうせ寝るなら、羽毛布ぶ団とんが良かったのに……。


　頭はどういうわけか痛くなかったので不思議に思っていると、ふと、僕の頭があっただろう位置に先輩が座すわっているのが目に入る。


「ん？　先せん輩ぱい、もしかして、膝ひざ枕まくらとかしてくれていたんですか？」


　先輩らしからぬ優やさしい対たい応おうに面めん食くらっていると、彼女は相変わらずこともなげにサラリと告げてきた。


「じゃんけんで勝ったからな」


「じゃんけん？」


　……人が意い識しきを失っている脇で、この面々は、暢のん気きに「誰だれが膝枕するかじゃんけん」していたというのか。案外、僕の感じている友情って、薄うすっぺらかったのかも。


「私、じゃんけんはなぜか強いんだ」


　胸むねを張はる先輩。


「ああ、なんとなく納なつ得とくできるものがありますね」


「この四人で先ほど行った際さいには、一発で決まったぐらいだからな」


「四人？　僕の膝枕じゃんけん？　でも参加者はええと……ユウと、鈴音と、先輩と……」


　まさかと思い、陽慈を見る。しかし、彼はぶるんぶるんと首を横に振ふっていた。まあ、確たしかに、彼が好きなのは「ケイコさん」であって、僕ではないはずだ。膝枕をしたい意味はわからない。鈴音が僕の膝枕を志し願がんした理由もよく分からなかったが……ユウや先輩に任まかせると僕の頭がどうなるか分かったもんじゃないと危き惧ぐしてくれたんだろうか。鈴音は僕が視線を向けるとそっぽを向いてしまった。しかし、そうなると……


「……何か？」


「……いえ」


　深螺さんと目があった。あの人……参加したのか、膝枕じゃんけん。あ、相変わらず読めない人だ……神無深螺。僕を膝枕してどうするんだ、あの人。ああ、鈴音、普ふ段だんなら膝枕じゃんけんなんて参加しないやつだし……もしかしたら、深螺さんが参加したから、対たい抗こうして出場したのかもしれない。……ん？　いや、そうなると、もしかして、深螺さんはただ鈴音に絡からみたくて……


「何か？」


「いえ」


　今度は深螺さんにずいっと顔を近づけられた。恐おそらく、僕の思考に気付いたのだろう。くくくと、楔みたいな笑い方をしていると、深螺さんは「まだちょっと何か入っているようです」と言いがかりをつけて、札を拳こぶしに巻まき付け僕をポカスカ殴なぐり始めた。……深螺さんをからかうのは、今後、自じ粛しゆくしよう。


　ベンチに腰こしをかけ、一息つくと、未いまだに全員の視し線せんが自分を向いていることに気がついた。意味が分からず「？」と首を傾かしげる。


「どうかした？」


「いや……。その……」


　陽慈が、代表するように一歩前に出てくる。そうして……言いづらそうにしながらも、責せき任にん感かんがあるのか、勇気を振ふり絞しぼるようにして僕に告げてきた。


「傘さんちゃんのこと……だけど……」


「ああ……。……大体のことは、察しがついているよ。楔くさびに体乗っ取られている時からね。……ここに来ていないということは……そういうことなんだろう？」


「……ああ。多分今が……峠とうげ、なんだろうと……思う」


「そっか」


「……ごめん」


「なんで陽慈が謝あやまるんだよ」


　僕が苦笑しても……しかし、陽慈は笑わなかった。鈴音も、ユウも、先せん輩ぱいも、全員……俯うつむいてしまっている。深螺さんは相変わらずの無表情だ。僕は……僕は密ひそかに少し唇くちびるを嚙かんだ後、しかしすぐにニコッと皆みなに笑いかける。


「ったく、ここで辛しん気き臭くさくなるのはやめてくれよな。そんなんじゃ、助かるものも助からないじゃないか」


　僕が無理して作った笑顔に、ユウが「ケイ……」とまだ深しん刻こくな表情で声をかけてくる。コイツ、なんだかんだ言って傘とは気が合っていたしな……。


　僕は、もう少しだけ、強がりを続けることにした。辛つらいのなんかあたりまえだ。でも……だからって……辛い辛いって言っていたって、結局、何もならない。そんなのは僕が……「死にたいと」言っているだけじゃ死ねないのを知っている僕が……一番、知っている。


「実際、心の力って凄すごいみたいだぞ？　人を死にたくさせることもできるんだから……多分さ。人の心に、元気を与あたえることも、できるんじゃないかな。僕が……僕らがここで『傘、頑がん張ばれ』って思ってやるってことってさ。『傘、死んじゃったらどうしよう……』より、少しは力になると思うんだよ。ね、そうですよね、深螺さん」


　僕は深螺さんに話を振った。深螺さんは真しん剣けんな瞳ひとみで僕を見つめ返している。……正直、「……微び々びたるものです。特に効こう果かはありません」なんて、言われるかもしれないと思った。実際、世界中の意い志しが集まってようやく一人の人間を死にたくさせるのに、四～五人がちょっと祈いのることに、それほどの力は、ないのだろう。少なくとも、人を生かすほどの力なんて、ないだろう。しかし……深螺さんは、僕の眼めを見て、それから、四人を見回し──


「そうですね、式しき見み蛍。それは実に理にかなった論ろん理りです。『呪のろい』というものがありますね。一度そこの真ま儀ぎ瑠る紗さ鳥とりと式見蛍は関かかわったことあるみたいですが。人の負の感かん情じようというのは、充じゆう分ぶん、他の人間を殺せる力を持っています。ですから、その逆ぎやくもまたしかり、ですね。真剣な『祈いのり』の力は、確かく実じつに……人の、力になります」


「姉さん……」


　鈴音は、本当は気付いていたのだろう。深螺さんの論理が、本当は少し違ちがうことに。実際……呪いというものだって、霊れい体たいだって、干かん渉しようできるのは、人の心に対してのみだ。物理的な「怪け我が」で苦しんでいる妹に対する「祈り」の効果は……それこそ、あるのかないのか分かったもんじゃない。鈴音は僕よりもそういうことが分かっているはずだ。彼女は意外なものを見るような……でもどこか温かい目で、深螺さんを見つめていた。


　先輩やユウや陽慈の顔が少しだけ元気を取り戻もどしたのを見ると、僕はホッと息を吐ついた。それから、少しだけ晴れ渡わたった空を眺ながめて、真剣に、傘のために祈ってみる。死にたがりの祈りなんて、神様は届とどけちゃくれないかもしれないけど。それでも。それ以外にできることなんて……今はないから。


　僕がそうしていると、ユウが、「ケイ」と声をかけてきた。視線を彼女に戻す。ユウは、なぜか戸と惑まどったような顔をして僕を見ていた。


「ケイ……ケイの死にたがりの原げん因いん、鈴音さんから……聞いた」


「そう……」


「ケイ。それで、あの、それを知った上で。さっき深螺さんから、聞いたんだけど……さ」


「？　なに？」


　僕がよく分からず首を傾げていると、ユウは少しもじもじした後……意を決したように、切り出してきた。


「生きるのを選んだって……ホント？」


「…………」


　見ると、鈴音も先輩も陽慈も僕を見ている。僕は……僕は一つ嘆たん息そくした後、熱くなる頰ほおをかきながら、答える。


「……ホントだけど……」


「そ、それって、死にたがりが治ったってこと!?」


　ユウが僕にぐいっと近付いて訊たずねてくる。僕の死にたがりの要因を知っているなら、霊体物ぶつ質しつ化か能のう力りよくを未だ持っている以上、「治る」なんてことがありえないのは分かっているはずだったが……しかし、ユウの目はキラキラと輝かがやいていた。鈴音も先輩も陽慈も、どこか心配げな顔で僕を見ている。


「……ごめん。期待を裏うら切ぎるようで悪いけど……治っては、いない、かな」


「……そう」


　ユウがしゅんとする。しかし、次の瞬しゆん間かんには再ふたたび顔を上げて訊ねてきた。


「でも、それなら、どうして？　どうして、『痛いたくなく死ねるチャンス』を、自分から……」


「それは……」


　僕はそれを説明するのが少し恥はずかしく、顔を熱くする。僕が沈ちん黙もくしていると、代わるように、深螺さんが言葉を継ついだ。


「式見蛍は、諸しよ事じ情じようにより死にたいのは勿もち論ろんですが……。しかし、それがどんなに苦く痛つうでも、将しよう来らい的てきに人に迷めい惑わくかけるかもしれなくても、『生きるということは、簡かん単たんに放ほう棄きしちゃいけないことな気がした』のですって」


「え？」


　全員が深螺さんの方を見る。僕は、恥ずかしくて死にそうだった。自分が真ま面じ目めに吐いたセリフって……他人にリピートされると、異常に恥ずかしい。深螺さんは、気のせいかもしれないが、一いつ瞬しゆんこちらに意地悪そうな視線を向けた後、説明を再さい開かいする。


「これは完全に私のミスでした。というか、計算外でした。妹さんの一連の事件から式見蛍が出した結けつ論ろんは……『生きるって、尊とうとい』というものだったようです。……以前の彼なら……資料で知る彼なら、こうはならなかったでしょう。単純に、妹が事件に巻まき込こまれてしまうような理り不ふ尽じんな世界、さっさと去りたい。死にたいと、絶ぜつ望ぼうに暮くれて、私の提てい案あんを受け入れたはずです。特に、私の言葉、『周囲の人間に迷めい惑わくをかける』というものには、耐たえられなかったはずです。人に迷惑かけてまで生きるなんて……と、そういう、思考に至いたったはずです。しかし……イレギュラーが起こりました。誰かのせいで」


　深螺さんは四人をぐるりと見渡す。もう、正直頰で目玉焼きが焼けそうだった。全員の視線が僕に集まる。僕は……僕は、しどろもどろになりながら、なんとかフォローしようと……しかし墓ぼ穴けつを掘ほるような言葉を紡つむぐ。


「い、いや、え、と。なんていうか……傘のことを知った時さ。その……思ったんだ。少なくとも僕は……僕は、いくら迷惑をかけられたって、やっぱり、どうしたって、最さい優ゆう先せんで、傘には生きていて欲ほしいって。笑顔でいて欲しいって。で……さ。でも……それって、僕だけの感情じゃないのかもって……思って。傘だって……いや、他の人だって……もしかしたら、僕のこと、そうやって思っていてくれる人が、居るんじゃないかって。い、居ないかもしれないけど。で、でも……でも『生きる』って、そう簡単に……僕ぼくの一いち存ぞんで……放棄してしまっちゃ、いけない、大事なものなんじゃないかって……思って。当然のことだって笑われるだろうけど……皆、前から言っていたことだけど……僕、馬ば鹿かだから。こうやって……こうやって、大切なものがなくなりそうにならないと……心で、その言葉、実感、できてなくて。本当の意味で理り解かい、できてなくて。でも、今は……だから……」


　しどろもどろになる。自分が何を言いたいのか分からない。そもそも、僕は今だって「死にたい」という感情に捉とらわれている。それなのに、生きる理由を語ろうとしているのだ。頭の中がごっちゃになるのは当然と言えた。


　でも今なら、分かる。自分のこの「死にたい」っていう感情が本当に、自分のものじゃなかったんだっていうことが、皮肉なことに、楔くさびに憑ひよう依いされて、分かってしまったから。


　周囲の人間がいやに温かい目で見る中……僕は、慌あわてて状況の話を進めた。


「僕の答えを聞いた後、楔は、でも、無理矢理僕に入ってきた。深螺さんは止めようとしてくれたけれど、間に合わなかった。最初から既すでに僕にラインを繫つないで準じゆん備びをしていたみたいなんだ。楔がどうしてそんなことをしたのかは……正直、僕にもよくわからなかった。楔の心が当然僕に伝わってきたけれど……そこには、別に、物質化能力でどうこうしてやろうという意い識しきはなかったし……。ただただ、単純に、楔単体の欲よつ求きゆうは、それこそ『女』に代表されるような、単たん純じゆんな欲求で。でも……なんか、変だった。なにか、楔は、僕を『何ど処こかに連れて行こう』としていた。それは、楔自身の欲求じゃなくて、なんか、『そうしなくちゃいけない』っていう感じで……」


　僕はそう言って深螺さんを見る。鈴音が「姉さん、どういうこと？」と睨にらみつけるような視線で訊ねていたが、しかし、深螺さんは首を横に振ふった。


「分からないわ……」


「分からないって……姉さんの使役している霊れい体たいでしょう！」


「……少なくとも、私が、『式見蛍を移い動どうさせろ』とか、ましてや『女を襲おそえ』なんて指示を楔に出すわけがないのは、貴女あなたも理解できるでしょう。私自身襲われているわけですし」


「……それは……」


「それに……楔は、長年私が使役していた霊体です。そこにあのような『自じ我が』なんてなかったはずですが……。何もなく暴ぼう走そうするはずなどないのですが……」


　深螺さんは顎あごに手をやり考え込み始めてしまった。鈴音も流石さすがに追及の手を緩ゆるめる。僕はこの二人がケンカ越ごしになってしまうのがなんとなく見てられなかったので、話を転てん換かんさせた。


「……でも、楔のおかげで、良かったことも一つある」


　僕のその言葉に、先せん輩ぱいは即そく座ざに反はん応のうする。


「欲よく情じようを素す直なおに表現できたことか？　後輩がまさかそんな目で私を見ていたとは……。……そんなに溜たまっているなら、言えば、胸むねぐらいまでなら多少触さわらせてあげても──」


「違ちがいます！」


　思いっきり否ひ定ていし、それから、一息ついて、自じ虐ぎやく的てきな笑みを浮うかべる。


「……あいつが僕の『死にたがり』を肩かた代がわりした瞬しゆん間かん……。僕、魂たましいだけだったけど、『死にたがり』の気持ちが消えて……涙なみだが出そうになった」


「え？」


　先輩や他ほかのメンバーのキョトンとする顔を見ながら……僕は、あの時のことを思い出していた。そう……あの、素す晴ばらしい「生きていた」時間のことを──





　自分の心が楔に侵しん食しよくされ始めた時、最初は異い様ような不ふ快かい感かんしか感じなかった。自分の中に異物が入り込んでくる感覚。でも、心を入れ替かえられてしまうんじゃなくて……なんていうのだろう。精せい神しんというワンルームに、他の存そん在ざいが不法侵入してきて。僕は、部屋の片かた隅すみに追いやられてしまった感覚。でも、部屋から出ることは出来ない。出来ないけど……でも、その部屋の表札は既すでに僕のものじゃなくなっている……そんな状態。体と心の主しゆ導どう権けんを握にぎられてしまい、僕は、ただの傍ぼう観かん者しやになる。


　じわじわと部屋を侵食されている間は……ただただ、気持ちが悪いだけだった。でも……『反転』した。ある瞬しゆん間かん。気分が、一変した。


　どうやら外部の世界では、深螺さんがカウントダウンを終えた瞬間に、僕が……楔が苦しそうにのた打ち回り始めたようだ。体の感覚を全すべて奪うばわれているため、視覚情報しか僕に入ってこない。それだって、楔が地面をのたうち回っているせいで、周囲の景色がぐるぐるしているだけの光景だ。でも……


（なんて……綺き麗れいなんだろう……）


　その光景は……楔を通して見た外部の世界が、あまりに綺麗で。そして、自分の心がどんどん高こう揚ようしていくのを……何もしてないのに全てに感かん謝しやしたくなる気持ちを感じて。わくわくして。どきどきして。


　直感的に分かった。ああ……これが……これが、本当は皆みなが言う「生きる」ってことなんだって。


　連れん鎖さ的てきに分かった。ああ、これを自分から放ほう棄きするなんて、確たしかに、愚おろかしいことこの上ない行こう為いなんだって。


　たとえどんな状況にあっても。生きるって、本当は、それだけで、こんなにも嬉うれしい行為だったんだ。素晴らしいものだったんだ。感謝すべきことだったんだ。だって……


（世界はこんなにも優やさしくて、命を祝しゆく福ふくしてくれていて、なにより、綺麗なのだから）


　そう感じて、まるで子こ供どもが列車の車しや窓そうから見知らぬ地を好こう奇き心しん一いつ杯ぱいで見つめるように……僕は、楔の中から、本来皆が住んでいる世界を、幸せな気持ちで見守っていた。……楔が僕から出ていき、再ふたたび僕がいつもの「居い心ごこ地ち悪わるい」気持ちを押し付けられる、その時まで。ただただ……世界を、見つめ続けた。見ていられるだけで幸せだった。





「凄すごかった。もう……なんていうか、うん、凄かった。これが皆の生きている世界かって、思った。楔くさびを通して入ってくる景色が、全て、そのときの僕にはキラキラ見えた。心が、なにもしてないのに、浮うき立った。そこに『在あるだけで幸せ』だった。生きていることが……この世界に居ることがたまらなく嬉しかった」


「ケイ……」


「皮肉だよな。死にたがりの僕が……一皮剝むいたら、一番、生きることの幸せを実感できるなんて……。生きるって、それだけでたまらなく幸せなんだってこと、分かっちゃうなんて……。皮肉で……残ざん酷こくだよな」


「…………」


「今はまた、いつもどおり『死にたい』状じよう態たいなんだけどな。この世界には、相変わらず居いづらい。でも……」


「…………」


　僕は周囲の人間を見て、ニッコリと笑う。


「でも、もう少しだけ、生きてみたい。素直に、心からそう思う。もし、あれが……あれが、本当に『生きる』っていうことなんだとしたら。僕は……僕は、あの感覚を……奪われてしまったあの感覚を、取り戻したい。それは、単たん純じゆんに死ぬことより、ずっとずっと素す敵てきなゴール地点だって、分かってしまったから。だから……ごめん。これから、迷めい惑わく、かけるかもしれない。深螺さんも。もし、僕のせいで本格的に他の人間に被ひ害がいが及およぶようだったら……今は自分の命を軽々しく扱あつかっているわけじゃないけど……即そく座ざに殺して貰もらって構かまわない。でも……でも、その、リミットまでは。ギリギリまでは。僕は……僕は、もう少しだけ、あがいてみたい。……ごめんなさい。これは、僕の、ワガママです。でも……」


　僕が自分の気持ちをうまく伝えられず四苦八苦していると、深螺さんは一つ、深く息を吐ついた。そうして、いつも通りのトーンで……僕に、声をかけてくる。


「……私も暇ひまじゃないのですよ、式見蛍」


「？」


「今回の仕事はこれで終しゆう了りようです。緊きん急きゆうの仕事が入ってしまいましたからね。楔の暴ぼう走そうの原げん因いん調ちよう査さをしなければなりませんし。それに、手て駒ごまが一つ減へってしまいましたからね。これの補ほ充じゆうにも奔ほん走そうしなければなりませんし、ああ、忙いそがしいったらありません」


「深螺さん……それは……」


「なので、式見蛍。貴方あなたの件けんは……『しばし保ほ留りゆう』です。別に、貴方の意志を尊そん重ちようしたわけではありません。単純に、こちらの状態が整っていないだけです」


「姉さん……」


　鈴音が、柔やわらかく微ほほ笑えむ。どうやら、ことここに至いたって、ようやく、鈴音にも深螺さんの本当の「心」が見えたみたいだった。


　全員が、どこか今までの張はり詰つめた空気を緩かん和わ、ようやく顔に笑顔が戻もどってくる。ユウはまたいつものように「ケイー！」と意味も無く抱きついてきたが、今回は、僕もそれを拒こばみはしなかった。なんとなく、今は、そのユウの温かさが、ありがたかった。鈴音さえも、今は怒おこり出すことなくその光景を見守っている。先せん輩ぱいも陽慈も、どこか温かい視し線せんでこちらを見ていた。それを見守り、深螺さんは一つ嘆たん息そくした後、その場を去ろうと──


〈ピリリリリッ〉


　その瞬しゆん間かんだった。僕のケータイに……電話が、かかってきた。ディスプレイを見る。ユウもひょいと覗のぞき込んでくる。そこには……


「ケイ……これ……」


　僕の母親の名前が、出ている。つまり……傘の……傘の、状態の、報ほう告こくだと思われた。全員が……深螺さんさえ立ち止まりこちらを見守る中、僕は深しん呼こ吸きゆうを一つする。手が震ふるえていた。電話のボタンを……通話ボタンを押すことが、できない。しかし……


「ケイ」


　ユウが、そっと僕の右手に手を添そえ、微笑む。……不思議と、震えが少し緩かん和わした。


　意を決して、通話ボタンを押し、耳にあてる。母親の、鼻をすするような声。


『蛍……蛍。傘が……傘が……』


「…………」





　僕はそうして──母親から、その結果を……聞いた。





「そう……そうなんだ……」


　僕はそれだけ告げて、通話を切る。全員の視線が集まっていた。心配そうな表ひよう情じようが……五つ。鈴音の背はい後ごで、深螺さんも、今はその表情を隠かくそうとはしていなかった。……分かっていた。この人、本当は、僕の妹の件けんを利用するのを、凄すごく躊躇ためらっていたのだということ。「妹」というものに対して、本当は、人一倍思うところがあったのだということを。だから……だから僕は、深螺さんに対して──


　ニッコリと、笑んでみせた。





「傘が、起きました」





　瞬間の、深螺さんの表情を、僕は一生忘わすれないだろう。ユウが「やったぁぁぁぁ！」と僕にぎゅうぎゅうと抱きつき、陽慈が「っしゃあ！」とガッツポーズをとり、鈴音がなぜかぽろぽろと涙なみだを流してしまい、先輩が意味も無く僕の頭を何度も小こ突づく中……深螺さんは、胸むねに手を当てて、そっと微笑んでいた。僕の視線に気付くと、すぐにいつもの無表情に戻ってしまっていたけれど。


　全員が沸わき立つ中……深螺さんは、そっとこちらに背を向ける。鈴音がそれにいち早く気付き、「姉さん」と声をかけた。ユウ、陽慈、先輩は相変わらず僕の周りで騒さわいでいる。


「姉さん……その……」


　鈴音がおずおずとしていると……深螺さんは、彼女に背を向けたままで、ぽつりと、呟つぶやいた。


「鈴音。正直……あの結界を貴方に破やぶられるとは、思っていませんでした」


「え？」


「……成長しましたね、鈴音」


　深螺さんが顔を振り向かせて、ニッコリと微笑む。


「……姉さん……」


　鈴音は、またぽろぽろと涙を流していた。それは……でも、多分、傘に関することだけでの涙ではないのだろうなと……思った。


　深螺さんは、意を決するように拳こぶしを握にぎりこみ、精せい一いつ杯ぱい自分の感かん情じようを伝えようとするかのように、口を開いた。


「私は、本当は貴女に……妹にあまり危き険けんなことに……こういう世界に関かかわっては欲ほしくなかった。私が矢や面おもてに立っていれば、妹は普ふ通つうの世界で普通に暮くらしていけるのだと思って……それが妹の幸せだと思って……姉の役目だと思って、今までやってきました。貴女がコンプレックスを持っているのは知っていましたが……だからこそ余よ計けいに、霊れい関係の世界からは離はなれてくれると思っていました。……でも、違ちがいましたね。私は……私は結局、貴女にどう接せつしたらいいのかわからなくて……。逃にげるように『突き放すことが妹にとって最さい善ぜん』とだけ思い込んで……。でも……貴女は強かった。私の想そう像ぞう以上に、ずっと、強かった。私が守ってあげようなんていうその考えが……押し付けが……傲ごう慢まんだったのかもしれませんね」


　深螺さんのその言葉に、鈴音は、ふるふると頭を横に振ふりながら、でも、涙がとめどなく溢あふれて言葉が返せずに、ただただ袖そでで目元を拭ぬぐいながら頭を振り続けていた。


　しばしして、深螺さんが再びこちらに背を向ける。そうして、ゆっくりと、歩き出した。


「鈴音」


　僕ぼくは鈴音の肩かたに手を置く。彼女は僕の顔を一いち瞥べつしたあと……涙をきゅっと拭ぬぐい、そうして、笑顔で、深螺さんに声をかけた。


「姉さん！　今度……今度、私に霊能のう力りよくの勉強教えて下さいね！」


　その言葉に深螺さんは一度止まり……そうして、振り返ることなく、


「か、考えておきます」


　と返してきた。僕と鈴音は顔を見合わせ、クスクスと笑う。


　照れ隠かくしのように、深螺さんがスタスタと去って行く。僕は、最後に、「深螺さん！」と大声で声をかけた。こちらに背を向けたまま、深螺さんがぴたりと止まる。僕はニヤリと微笑んで、深螺さんにその質しつ問もんをぶつけてやった。


「深螺さん！　妹って、ホント、凄すごく可か愛わいいですよね！」


「……べ、別に」


　深螺さんは小さくそれだけ呟いて去り、鈴音はどこかガッカリしていたものの……。


　僕は一人だけ、ニヤニヤする。


　去り行く深螺さんの耳は、ぴくぴくと動いていた。





「ふわぁ～。……なんかハードな一日だったねぇ」


　夕方になって、ようやくユウと二人、帰き宅たくする。深螺さんが去った後、傘の回かい復ふく祝いわい祭りを本人不ふ在ざいなのに公園でしばしやった後は、そのまま全員解かい散さんとなり、ユウと僕は二人でとぼとぼ帰って来た。良くも悪くもテンション上がりっぱなしの一日だったため、薄うす暗ぐらくなった道を二人きりで歩いていると、どっと僕もユウも疲つかれが押おし寄よせて来て、帰宅する頃ころにはくたくただった。傘のことでは僕ら二人が一番心労を患わずらっていたから、尚なお更さらだったかもしれない。


　玄げん関かんに入るとユウがぐったりとしながら声をかけてきたので、僕も「そうだなぁ」と返しつつ、靴くつを脱ぬぎ、室内に入って行く。ユウは先行して部屋に入り、脇わきに寄よせられていた、折り畳たたまれた布ふ団とんの上にダイブしている。……今更だったが、少し離はなれてもユウが実体化できているのを見て、物ぶつ質しつ化か範はん囲いの拡かく大だいを感じ、胸むねがちくりとした。


　僕もテーブル前に胡あ坐ぐらをかき、窓から夕陽が差し込こむ中、ユウになんとなく声をかける。


「……ユウは、気付かなかったのか？　物質化範囲の拡大」


「ん～？　まあ、ちょっとはひっかかるとこあったけどね～。大たい抵ていケイに密みつ着ちやくしていたし、それほど感じられる場面はなかったし～」


「そうか」


　確かに、コイツ、ほぼ僕に抱だきついてばっかりだったからな。範囲がどうこうなんて、感じられる機会はそれほどなかったか。


「でもでも、物質化範囲大きくなったら、私的にはいいけどねぇ。行動範囲広がって」


　折り畳まれた布団にうなーっとなだれかかったままで、ユウが呟つぶやく。


「まあ、そうだろうな」


「あ、でも、ケイに抱きつく正当な理由なくなっちゃうか。困こまったな～」


「今も充じゆう分ぶん正当な理由ない気がするがな」


「まあ、ええじゃないかええじゃないか。ほら、もっとちこうよれ」


　ユウがそう言って、布団に背中をあずける形に座すわりなおし、隣となりのスペースを少しあけ、僕を手招きする。僕は嘆たん息そくしたものの……実際体が疲つかれていたのは事実で、更に羽毛布団は確かに背中を預あずけると気持ち良さそうだったので、素す直なおにそれに従したがった。


　ユウと二人、「はぁー」と、足を伸のばして布団によりかかり、和なごむ。


「夕飯作りたくねぇー」


「あはは、お母さんみたいだね、なんか」


「今日は外食だなー」


「そだねー。って駄だ目めだよ！　私が食べられないよ！」


「食べなくてもいいじゃないか」


「駄目！　育ち盛ざかりなんだから！」


　育ち盛りだったのか。こいつ、いつか物もの凄すごい霊れい力りよく持った魔ま物ものになるんじゃないだろうか。


　二人でしばしぐったりと布団に背中を預けて目を瞑つぶっていると、ふと、ユウが呟いた。


「そういえば、なんか、凄く久ひさしぶりな気がするね。二人でこうして、部屋で過すごすの」


「ん？　……そうだな。最近ゴタゴタしていたからなー」


「これからもゴタゴタしそうだけどね。今のうちに充じゆう電でんしとかないと」


　ユウはそう言うと、僕の肩に自分の頭を預けてきた。正直邪じや魔ま臭くさかったけど……今は、今日だけは、許ゆるしてやることにした。今回は傘のことで大分迷めい惑わくかけちゃったし。


　二人でそのままゆったりとした時間の流れの中を過すごす。……確かに、こんな気分は久ひさしぶりだった。それに、ユウと二人でこうして過ごす時間は……どこか、あの、『死にたがりじゃない時間』にも、なにか共通する感触があった。不思議な充じゆう足そく感かんが、そこにあった。別に、なにをしているわけでもないのに、しばらく、そのままで居たいと思わせてくれる、そんな時間。


　でも……僕は、密ひそかにそこに、一つの悩なやみも抱かかえていた。誰にも言いはしなかったけれど……。……僕が『生きる意い志しを世界から取り返す』ということは……イコールで……物質化能のう力りよくを放ほう棄きするということだというのを、皆みなは、まだ気付いていない。……まだ方法は分からないけど。もし僕が、この霊れい視し能力や物質化能力を放棄することで、本来の自分を取り戻もどせるとなった時。そしてそれを選せん択たくした時。……僕はもう二度と……二度と、ユウに触ふれることも……見ることも、声を聴きくことも、できなくなってしまうのじゃないか。そんな未来を少しだけ……僕は、密ひそかに描えがいていた。ギュウギュウと、胸むねが、激はげしく痛む。……なんだろう、これ。僕……ユウを、邪魔だと思っていたんじゃなかったのか？　……少し考えてみるものの、今はまだ、この胸の苦しみの正体は分からなかった。


　結局二人で意味も無くしばしボーっとし……気付くと、周囲は既すでに薄うす闇やみに包つつまれてしまっていた。そろそろ起きなきゃなとは思いつつも、どこか気だるく……ユウに話しかける。


「ユウ……傘のことあって、ちょっと思ったんだけどさ」


「ん～？」


「もしかしたらさ。ユウも……傘みたいに……」


　僕は、似に合あわない、少し希望的な観かん測そくを告げようとした。しかし……ユウが、唐とう突とつに先回りする。


「それはないよ」


　驚おどろくほどに、ピシャリとした声だった。思わず寄より添そうユウの表情を見る。彼女は……どこか、切なげに、笑んでいた。


「ありがとね、ケイ。私を、元気付けようとしてくれたんだよね」


「あ……いや……」


「でもね……ケイ。……分かるよ……それぐらい。……私でも……分かるよ」


「……ユウ」


「自分の体が……帰る場所がないことぐらい……私だって……分かるよ……」


「…………」


　ユウが俯うつむく。……僕が言いたかったことは……もうとっくに、ユウも、考えたことだったようだ。つまり……傘と同じように、ユウも、体が意い識しき不ふ明めいなだけで、実は生きているんじゃないかっていう……希望的観測。


　しかし……彼女は既すでに、そんなこと、分かってしまっていたのだろう。おそらく、傘のことがある、ずっと前から。自分の状態を……既に、当然のように、分かってしまっていたのだろう。


「……ユウ。ごめん……」


　僕は、頭を下げた。傘のことで浮うかれて……ちょっと、無む神しん経けいすぎた。今の質しつ問もんは……ユウにとって、あまりに酷こくだったことが、僕にだって推おし量れた。


　ユウはしかし、それでも、「ううん」と笑顔で首を横に振ってくれた。


「むしろ、嬉しかったよ、私」


「ユウ……」


「それってさ。だって、ケイが……私のこと心配してくれている証だし……。それに……」


　ユウが、僕の瞳ひとみを見つめた。薄闇の中、至し近きん距きよ離りで、彼女の切なげな顔が僕の視し界かいに広がる。……あれ、なんだろう。今まではとにかく温かいだけだったのに……今は、ユウに触れる肩が少し熱い。心しん拍ぱくが、トクントクンと、少しだけ、激はげしくなっている。落ち着いては……いない。でも……緊きん張ちようじゃあ、ない。不ふ快かいな気分じゃあ、ない。それどころか……なにか、心地いい。冷静とは対極の状じよう況きようなのに……なにか、凄すごく、幸せな気分だった。瞳ひとみに映うつるユウの表情も、いつもと少し違ちがい、紅こう潮ちようしているものの……でも、今は、分かった。いつもの笑顔だって、当然幸せの顕あらわれだけど……今のユウも、でも、ちゃんと、僕と同じく、充足してくれているって。なぜか、今は、ユウの気持ちがよく分かった。距きよ離りが……心の距離が、近い気がした。


　ユウの顔が少し近付いてくる。視線が、なぜか口元にいった。ユウの唇くちびるが、微かすかに動く。


「ケイは……私が生きていたらいいなって……思って、くれたんだよね？」


「ユウ……」


　トクントクンと心しん臓ぞうが高鳴っていた。僕の鼓こ動どうの音は、ペースは、そのまま、ユウの鼓動でもある気がした。


　ユウが顔を近づけてくる。


　僕も、吸きゆう引いんされるように、顔を近づけた。


　自分が、なにをしようとしているのか、恐おそらく、僕もユウも、ちゃんと分かっていない。


　ただただ、もう少しだけ、もう少しだけ、相手に、近付きたいという衝しよう動どうが、とめどなく湧わいてきて。


　ユウが、軽く目を瞑つぶる。


　そこに至いたって。ようやく……自分が、なにをしたいのかが、分かった。どこまで近付きたいのかが……分かった。


　ユウの顔に自身の顔を近づけ。


　僕も、目を瞑る。


　そうして──
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「兄さーん！　また来ちゃったー！　……って、あれ、ユウ、兄さん、二人ともどうしたの？　電気もつけない部屋で、部屋の対角線に離はなれちゃって……」





　唐とう突とつに、傘が元気な声とともに、壁かべをすり抜ぬけて室内に入ってきた。僕は心臓をバクバクさせながら、傘の方を睨にらむ。


「お、お、お前、なんでここに居いるんだよ！」


　顔が異い常じように熱かった。体中から発はつ汗かんしていた。対角線に居るユウを見ると、彼女も、普ふ段だんからは想そう像ぞうつかない程ほどに真っ赤になって、布ふ団とんの隅すみに「っ～～！」と顔をうずめている。


「なんでここに居るって……。幽ゆう霊れい状じよう態たいなら、一いつ瞬しゆんでビューンなんだよ、兄さん！」


「幽霊状態って……お前、だって、助かったんじゃ……」


「ん、意い識しきは戻もどったよ、ちゃんと。でも、なんかまだしばらく入院なのは変わらないし。で、結局ベッドにぐでーんってしているだけだから、暇ひまだし、あっちの体抜け出して来た！　えへへ～、これで兄さんにいつでも会いに来られるね！」


　傘はそう告げて、この前と同じように抱きついてくる。部屋の端はしでユウが「…………」と、いつもと違ちがった睨にらみ方をしていた。……な、なんか分からないけど、その、いつもより気まずい。ユウの視し線せんが、非常に、何か、いつもより痛いたい。なんだこれ。


　僕はユウから視線を逸そらして、傘を引き剝はがしつつ、声をかける。


「つまり……お前、もう、幽体離り脱だつが自由自じ在ざいって……ことか？」


「うん。コツを摑つかんだ感じ？　兄妹揃そろって才さい能のうあったのかもね。幸い、ほら、私、一日寝ねていても全く責せめられない状態だから。好きな時に兄さんに会いにこられるってわけだよ。いや～、兄さんの妹なだけあって、転んでもタダじゃ起きないよね、やっぱり私って」


「…………」


　えへへと微ほほ笑えむ傘をしばし睨むも……僕は一つ苦笑して嘆息する。そうして、いつものように……


「ああ、死に──」


　と言おうとしたのだが、瞬しゆん間かん、ユウに物凄い視線で睨まれ、ぐっとそれを自じ粛しゆく、そうして──


「たく、ありません」


「？」


　傘が首を傾かしげる中僕ぼくは、頑がん張ばって口くち癖ぐせを直すのだった。ユウがニッコリと微ほほ笑えんでいる。


　ああ……。


　なんかもう、ホントに……死に……。


　…………。


　やばい。さっさと何か新しい口癖探さがさないと──


「兄さ～ん」


「っ！」


　首に抱だきつく傘と、布ふ団とんをぎゅーっと裂さきかねない勢いきおいで摑むユウを見ながら、僕は嘆息する。


　さっさと新しい気持ちの吐き出し方覚えないと、これ、本当に精せい神しんが持たないな。


　そんなことを考えながらも……僕はしかしどこか以前よりは明るい表ひよう情じようで、窓の外に視線をやり、闇やみの中に浮かぶ月を眺ながめた。


　暗闇の中でもちゃんと、光るものはあるのだなと、ふと、そんなことを思った。





　　　エピローグ








「半はん端ぱな光は、闇をより濃こくするとは思わない？」


　神かん無な本家廊ろう下かの暗闇の中、神無深しん螺らの前に立つ少年は感情のカケラも感じられない笑みを浮うかべながら、月に視線をやりつつ彼女にそんな風に声を掛かけていた。深螺は自分の中に湧わき上がる感情を抑おさえつつ、極きわめて冷静に言葉を返す。


「どちらにせよ光は光、闇は闇でしょう。一か零ゼロか、結局それが全すべてです。世界なんて二進数で構こう成せいされているものですから」


「アハハ。実に貴女あなたらしい答えだね、素す晴ばらしいよ」


　少年は再ふたたび笑い、その金きん髪ぱつをサラリと手で梳すいた。深螺は極めて平静を装よそおいながら、少年に対する不快感を抑える。……深螺は……いや、神無家の大半はこの少年が嫌きらいだった。金髪碧へき眼がんのスラリとした少年。ジャラジャラとチェーンばかり付ふ属ぞくされた服ふく装そうも、髑どく髏ろの指輪やピアスも、何から何までここでは異い質しつで、それは、伝でん統とうを重んずる神無家にとっては受け入れがたいものだった。しかもそれは少年にとっての趣しゆ味みでさえない。分かってやっているのだ。神無家にとってそういう服装が邪じや魔ま臭くさいことを分かった上で、ここではこのように振ふる舞まっている。救いようがない。……しかしその力だけはどうしようもなく認みとめざるを得ず、結局は、キッパリと切り捨すてることもできない……そんな、まるで主要な内ない臓ぞうに根を張はってしまった癌がんのような男。それが、神無家にとっての彼……《死し霊りよう使い》タナトスだった。勿もち論ろん、「タナトス」なんていうのは明らかに本名ではない。彼が自分でそう名乗っているだけである。これも、霊れい能のう集しゆう団だんである神無家に対するモーションの一つだろう。ギリシア神話における死の神の名前を冠かんするなど、霊能力者を小こ馬ば鹿かにしているにも程ほどがある。昔は「ハデス」（冥めい界かいの王）などとさえ名乗っていたこともあった。まあ、どちらかと言えば、彼の力を鑑かんがみるに、ハデスの方が性せい質しつとしては合っているかもしれない。


　深螺は少しだけ間をおいて、いつものように心を希き薄はくにして心しん拍ぱく数すうを落ち着けた。仕事の際、深螺はいつもこうする。……鈴音はまだ前線に出てないから知らないが、神無家の仕事など、心を希薄にしなければやっていられない。苦しむ死者の声や汚きたない生者の執しゆう念ねんなどにばかり関かかわる仕事だ。心なんて、才能のせいで、幼おさない頃ころから無理矢理仕事をこなさせられた深螺にとって、既すでに「制せい御ぎよ可か能のうな一パラメータ」でしかなかった。……少なくとも、妹に関すること以外においては。だから……だから、深螺は、自分が最前線に立つことで、できるだけ妹には汚い仕事をさせないように、ずっと頑がん張ばっていた。鈴りん音ねに劣れつ等とう感かんを抱いだかせてしまっていることは、百も承しよう知ちだったけど。それを利用して、深螺も冷たい態たい度どをとることによって、彼女をできるだけこの世界からは離はなしていたかった。……結局、鈴音は鈴音でやっぱり立りつ派ぱに成長してしまっていたけれど。


　深螺は視線を鋭するどく研とぎ澄すますと、目の前で不ふ快かいな笑みを浮かべつづけるタナトスに対して、一歩、踏み込んだ。式しき見み蛍けい……いや、妹のためにも、深螺は、彼に対たい峙じしなければならなかった。


「……私の使役していた霊体が突とつ如じよとして自じ我がを持ち、私の制御を離れたのですが。……なにか、心当たりはありませんか、《死霊使い》」


「さて。不思議なこともあるもんだね。まあ、幽霊なんていうのは不思議の塊かたまりだからね。なにがあってもおかしくはないよね」


「ええ、そうですね。なにがあってもおかしくはない。ならば、要よう因いんは推おし量るしかありません」


「そうだね」


「私は、一番大きな可能性として、先ほどから貴方を上げているのですが」


「…………」


「…………」


　月を雲が隠かくした。特に照明器具の無い神無家の廊ろう下かは漆しつ黒こくにつつまれ、深螺とタナトス、お互たがいの眼めだけが闇やみの中に浮うかんでいた。


　再さい度ど月が現あらわれ。二人の姿すがたを照らし出す。


　──と


「っ」


　深螺は思わず一歩後こう退たいした。……いつの間にか、タナトスの周囲に数十体の霊体が、全て深螺を睨にらむようにして配置されていた。そしてその全てが……深螺の今まで出会った悪霊の中でも最高レベルの霊力を、兼かね備そなえていた。最近の事例で言うならば……顔かお剝はぎのような、完全憑ひよう依い霊れい型がたクラスの霊体が、ずらりと、目の前に並ならんでいる。霊能力者にとっては、あまりに目のくらむ光景だった。


　タナトスの死霊使いと呼よばれる所以ゆえん……そして、重宝されている所以がここにあった。彼は、どういうわけか、霊体をいとも簡かん単たんに服ふく従じゆうさせる。ある意味では、式見蛍と同じく「異い質しつ」な存そん在ざいと言えるかもしれない。霊体を引き寄よせ、そして、全ての霊体を、何をすることもなく、支配下に置く。そこに例外はない。その光景は、確たしかに、まるで死者の王だった。明らかに異質な存在。しかし……式見蛍と全く違ちがうところは、彼が、どうやら世界に寵ちよう愛あいされているらしいということだろうか。生まれるべくして生まれて来たとでも、言わんばかりに。死霊が彼に付き従したがうのと同じように、彼は、人心を簡単に掌しよう握あくした。人に、必要とされていた。無数の霊体を自由に扱あつかう存在である。その能力は誰だれもが欲ほつするものだった。まさに……王だった。世界の中心だった。


　神無家が彼を嫌きらうのも、彼が生まれてからというもの、全ての霊現象は彼が少し動くだけで解かい決けつできてしまうという背景があるからだ。彼自身が気まぐれな性せい格かくだから現在仕事を総そう取どりこそされていないが、しかし、真に困こまったことが起こった際、最初に依い頼らいがいくのは確かく実じつに彼の方だった。今の神無家といえば……彼の仕事のおこぼれを貰もらっているようなものだ。自由に神無家の中を動き回られても、逆さからえはしない。


　彼の、深螺を睨む瞳ひとみは、彼女でも怯ひるんでしまうほどに冷たかった。人に、そんな目ができるのかというほどに。


　目はそのままに、彼は、深螺に微ほほ笑えみかけた。


「タナトスはその質しつ問もんに対しては、ノーコメントとさせていただきたいね」


　彼は自分のことを自分でタナトスと呼よぶ。一つ上の次元から、自分を含ふくめた世界を見ているのかもしれない。


「……貴方……。一体どういうつもりで……」


「時に、深螺さん。困りますねぇ、ええ、困りますよぉ」


　ピエロのような感かん情じようの感じられない笑みを浮うかべながら、タナトスが深螺に近付く。深螺は額ひたいに汗あせをかいていた。深螺は既すでに充じゆう分ぶんすぎるほど分かっていた。今自分の目の前に居いる相手は、逆さからってはいけないものだと。天才とか、そういうレベルの話ではない存そん在ざいなのだと。それこそ、式見蛍と同じ。異質な……普通とは違う存在なのだということを。


「式見蛍を、殺してもらっちゃあ、困るんですよねぇ」


「……なぜ」


「だって、アレは、タナトスのものですからねぇ」


「貴方のものですって？　あれは……物ぶつ質しつ化か能のう力りよくは、放っておけば大変な──」


　そこまで言って、深螺は気がついた。彼が……彼が、《死者の王》であることに。


「貴方、まさか……」


　タナトスは狂くるったようにケタケタと笑う。


「素す晴ばらしいじゃないですかぁ、死者の国。全世界が式見蛍の物質化範はん囲いに包まれ、この世界は、死者の国になる。なんて素晴らしいのでしょうねぇ」


「……正気じゃない」


「そうでしょうか？　タナトスほどの平和主しゆ義ぎ者しやは居ないと思いますよぉ？　どうして生者ばかりえこひいきするのでしょうか？　死者にも、この世界で活動する権けん利りはあるでしょう？　式見蛍の能力によってでき上がる生者と死者の楽ユート園ピア。タナトスはそれが見たいと思っているだけなのです」


「そんなのは……」


「異常でしょうか？　しかし、この考え方には、その、式見蛍当人だって賛さん同どうするはずですよ。ええ、確実にね」


　タナトスがニヤリと微笑む。深螺には彼の思考が全く分からなかった。深螺のその表情を見て……タナトスは、邪じや悪あくに微笑む。


「彼の周りに居るんですってねぇ、女の子の幽ゆう霊れい。どうやら彼は順調に彼女と親しん密みつ度どを増ましているようです」


「っ！」


「さて、質問です、神無深螺。『一人の人間に二つの特別が確かく認にんされる場合。その二つに関連性がない可か能のう性せいは、とても低いとは思いませんか』？」


「…………」


　深螺は黙だまり込んだ。既に……既に、タナトスに言われるまでもなく、彼女にはその答えが分かっていた。しかし……タナトスはそれでも、言葉を続けてくる。


「霊体物質化能力なんて特とく殊しゆ能力を持った人間に。『たまたま』美少女の幽霊、しかも記き憶おく喪そう失しつのものがとりつくなんて……ありえるでしょうか？」


「まさか……」


「いえ、早合点はしないで下さいよ。安心してください。直接は関係していませんよ、タナトスは。ええ。直接はね。利用はさせてもらっていますが」


「っ」


　深螺は既に気付いていた。確信を得ていた。楔くさびを操あやつったのは……この男だと。式見蛍の体を乗っ取り、更には、自分の下に持ってこさせようとしたのだ、この男は。


　深螺が俯うつむいていると、タナトスは、彼女の隣となりを通り抜ぬけた。彼の周りに浮いていた霊体も彼に付き従っていく。……深螺は我が慢まんしていた。ここで問題を起こすのは……彼につっかかるのは得とく策さくではないと、理り解かいしていたから。彼女は耐たえていた。しかし……。


「そうそう、式見蛍の妹。折角『示し合わせたようなタイミングで』襲しゆう撃げきされたのに、生き残っちゃったんだってねぇ。残念。死ほど魅み力りよく的てきなステップアップはないのに。……式見蛍に絶ぜつ望ぼうを与あたえてタナトスが扱あつかいやすくできる、いい策さく略りやくだと思ったんですけどねぇ。使う霊体間ま違ちがえたかな……。もっと性せい欲よくの強いのにすれば──」


「っ！」


　深螺はその瞬しゆん間かん、タナトスの胸むな座ぐらを摑つかんでいた。自分でも信じられなかったが……深螺は、考えるより先に、動いてしまっていた。


「貴方あなたっ！　まさかそんなことのために妹さんをっ──」


　タナトスは何事も無かったかのように笑いながら続ける。


「おやおや、どうしたんですか、深螺さん。貴女らしくありませんねぇ。どうしたのですか？　式見蛍に、同情でもしてしまいましたか？　それはそれで助かりますね。貴女が式見蛍に肩かた入いれする結果も、プランの一つではありましたから。これで、神無家は彼を殺そうとしばらくは動かないでくれそうですのでね」


「っ」


　深螺は何も言い返せなかった。自分がどんな行動をとっても……結局は、この男のいいようにしか事が動かないのだと、既すでに悟さとってしまっていた。それでも……それでも、深螺は彼の胸座を離はなすことができなかった。自分でも戸と惑まどう行動だった。


　タナトスはクスッと笑う。


「式見蛍には適てき度どに絶望を与あたえて、廃はい人じんになってもらい、タナトスが自由に扱あつかえる手て駒ごまになってほしいんですよねぇ。普ふ通つうの人間ならばそこまでしなくてもいいんでしょうけどね。彼はタナトスと同じく特別な精せい神しん耐たい性せいのある人間ですから、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないでしょうし。そうなると、やはり彼の大切なものを奪うばうのが、手っ取り早いんですよね」


　深螺は、淡たん々たんとそんなことを言うタナトスに一いつ瞬しゆん恐きよう怖ふを覚えた。いくらでも残ざん忍にんな悪霊は見てきた深螺だったが……タナトスのそれは、狂きよう気きとか、残忍とか、そういう単たん純じゆんなものじゃないように思えたのだ。まるで……そう、まるで、人間を、自分より一つ下の次元の生物と認にん識しきしているような、そんな──。


「ああ、すいませんね、深螺さん。そのうち、貴女の妹さんも生いけ贄にえに使わせてもらっていいで──」


〈パァン！〉


　瞬間、深螺が意識する前に、彼女はタナトスの頰ほおを張っていた。タナトスはしばしキョトンとしていたが……深螺を珍めずらしいものを見るような目で見た後──


「アハハハハハハハハハハハハハ！　なにそれ！　面白い！　超面白いよ、深螺さん！　ギャハハハハハハハハハハハハ！　へぇ、ニンゲンって、凄すごいなぁ！　深螺さんでもそうなんだ！　アハハハハハハハハハハ！」


「…………」


　タナトスはひとしきり子供の様に笑いじゃくると……次の瞬間、目を漆しつ黒こくにして、深螺を睨にらみつけた。





「アンタもういいわ」





　深螺は瞬間、力を失って手を放してしまった。その場に崩くずれ落ちてしまった。体中に、力が入らなかった。深螺の体が、深螺の命令より、タナトスの命令を優ゆう先せんしていた。


　深螺は恐おそろしい思考に至いたっていた。彼が干かん渉しようできるのは……式見蛍と違ちがい、霊体ならば……『たとえ生物内のものであろうと』、関係ないのではないか。彼が本気を出せば、問答無用で、それこそ、全すべての魂たましいを従したがわせられるのではないか。それは……まさに……。


　深螺は霞かすむ視界で彼を下から見上げた。月夜を背はい後ごに、数十体の霊体を従え全てを嘲あざけるように笑う彼の姿は……まさに、死者の王だった。比ひ喩ゆではない。彼は、王だ。深螺はそう……実感していた。しかし彼女の意い識しきは、そこで、途と絶だえる。防ぼう衛えい本ほん能のうが、もう、これ以上あの存そん在ざいに接せつしてはいけないと告げていた。


　深螺の耳には、ただただ、彼の笑い声だけが残ざん響きようし続けていた。





「アハハハハハ！　式見蛍！　キミはタナトスのものだよ！　早くおいでよ！　一いつ緒しよに死者の国を作って遊ぼうよ！　アハハハハハハハハハハハ！」







あとがき







　実じつ家か周辺の路ろ地じから国道へ出るＴ字じ路ろに、視し界かいを遮さえぎる林がありました。それはしかし私が実家から離はなれている間にすっかり伐ばつ採さいされ、今は開けた視界になっております。母親に訊きいてみると、「スッキリして良かったわ。見通し良くなったし」とハンドルをきりながら答えてくれました。どうも、元々周辺住人からは「邪じや魔まくさい」と思われていたようです。私はペーパードライバーで全ぜん然ぜん運転しないため、「そんなもんかな。でも、確かにスッキリしたな」ぐらいの感かん覚かくです。


　確かに、田舎の割わりにはそこでたまに事じ故こが起こったりしていました。それは本当に林が原因だったかは定さだかではありません。しかし、林は確かに鬱うつ蒼そうとしていて、ちょっと邪魔でした。事故を未み然ぜんに防ぐために町が伐採してくれる、というのは、素す晴ばらしいことだと思います。邪魔なものを排はい除じよするのは当然のことで、それは、悪でもなんでもありません。良いことです。ハッピーエンドです。大団だん円えんです。


　……勝手に植うえられ勝手に切られた、「林」の視点にさえ、立たなければ。


　そんなわけでマテリアルゴースト三巻です。またも、立ち読みや、先にあとがきを読んでいる人を置き去りにしております。まあ、ただの作者の戯ざれ言ごとですので、気にしないで下さい。本編読み終わったら、もう一度読んでやって下さい。


　先程のエピソードに、「悪人」は一人だって出てこないどころか、「悪意」だってヒトカケラも出てくる隙すきはありません。全ては「仕し方かたの無ないこと」です。ですから葵あおいは常々、もしこの世の中に「最強の敵」なんていうものが居いるとすれば、それは、「悪」だとかそういう分かりやすいものじゃなくて、こういう、「仕方の無いこと」という類たぐいの存在なんじゃないかと思います。立ち向かう気さえおこらないもの。立ち向かっていいのかさえ、分からないもの。……はい、また色んな人を置き去りにしました。ごめんなさい。





　三巻もまた色んな人の世せ話わになっております。発売かなり前に葵にあの表紙画像を見せ、葵を「は、早く他の人に自じ慢まんしたい！」と悶もん絶ぜつさせたてぃんくるさん。新人のくせに自分でも引くほどぶつかっていってしまう私に愛あい想そをつかさず、自身もまた本気で意見を言って下さる担当様。三巻はちょっと誤ご字じ減へったでしょうと思いつつ、やっぱり毎度頭を下げたくなる校こう正せいさん。近所の書店でマテゴを予よ約やくする家族の面めん々めん。


　皆みなさん、本当にありがとうございました。


　勿もち論ろん、この作品を読んでくれた貴方あなたへの感かん謝しやは言うまでもありません。


　ただ、私は、「読者にお礼れいを言う作家」であるとともに、やはり、「読者にお礼を言われる作家」にもなりたいです。凄すごく大だいそれたこと言ってますけど。


　この物語の終わりで、最後まで読んでくれた人が「この物語に付き合えてよかった」と思えるように。作者は全力で今日も彼らの物語を紡つむいでおります。


　ではまた、四巻でお会いしましょう。……今回はハッキリ続刊を宣せん言げんしてみた葵でした。


　……いや、だって、今まさに書いているんですよ……四巻。ああ、締しめ切りがっ。
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